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The State of Japanese Language Learner's Acquisition of Japanese IT Terminology: 
A Survey of College Students in China 
HAMADA Miwa， FUKASAWA Nozomi，WENG Lixia 
要 旨
ITの 普及に 伴い， 日 常生活の 様々な 場面で IT用語が使わ れ る よ う に な っ た 。 日 本語教育に お い て も ， 外 国人の
IT用 語 の 習 得を 支援す る た め の 方策を 検討す る 必要が あ る 。 こ の た め の 基 礎研究 と し て， 中 国 の 大学で学 ぶ中 国
人日 本語学習者 120 人を 対象に ， 日 本語の IT用語の理解度を 把握す る た め の 質問紙調査を行っ た。 分析の 結果. (1)  
「 イン タ ーネットJ . Iメー ル」 等の 重要語 に つ い て は外来語を 含め て 習 得が 進ん で い る こ と . (2) 文書作成 やセ キュ
リティに か か わ る 語で理解度 の 低い語が あ る こ と . (3) 漢語の 中 に も 中 国語 や漢字か ら の 意味の 類推が 困難 な語が
あ る こ と . (4) I デ ジカメ」 の よ う な 略語 の 理解度 は そ の 元の 語 と 比べ て 低い が， 中 に は 略語 の み を理解 し て い る
学習者 も い る こ と . (5) 学習者が意味を取 り 違える 恐れ の あ る 語が あ る こ と が わ か っ た。
【キ ー ワ ー ド】 IT用語， 日 本語学習者， 中 国 の 大学生， 理解度， 質問紙調査
1 は じ め に
IT は 日 常 の あ ら ゆ る 面に使用 さ れ る よ う に な り ， IT 用語やIT 機器の操作 に か か わ る 知識 は ， こ の
時代を生 き て い く た め に ， 必須の も の と な っ た と 言 っ て も 過言で は な い。 日 本で生活す る 外国人 に と っ
て は. IT そ の も の の知識は す で に有 し て い た と し て も ， 日 本語での IT 用語や操作指示が理解で き な い
と . IT を使い こ な す こ と がで き な い。 そ の た め， 学術場面や職業場面で は も ち ろ ん， ご く 日 常 的 な 生
活場面で も ， 日 本語の IT 用語の理解が不可欠な も の と な り つ つ あ る 。
日 本語教育の観点か ら は， 外国人 に と って 日 本語の IT 用 語 の 理解 に は ど の よ う な 困難 が あ る のか，
そ し て ， どの よ う な こ と を行え ば効果的 な支援に結 びつ く の か を， 探 る 必要があ る 。 そ こ で， 筆者 ら は
一定の 日 本語能力 を有す る 日 本語学習者を 対象 に， 日 本語の IT 用語の習得状況 に 関す る 調査を行 う こ
と に し た。 本稿で は， 日 本 に居住す る 外国人 と し て ， ま た ， 日 本の大学に在籍す る 外国人留学生 と し て ，
も っ と も そ の 数の 多 い 中国人を対象 に行 っ た調査結果 を報告す る 。 中 国人 日 本語学習者が 日 本語の IT
用語を どの 程度理解 し て い る の か， ま た ， ど の よ う な 語の習得が困難であ る の か を 明 ら か に し ， 日 本語
教育 に お け る IT 用語の支援方策 に つ い て 提案 したい。
2 調査の概要
201 1 年 10 月 に ， 中 国漸江省 にあ る 国立大学の 日 本語科 に在籍する 中国人学生 120 人 に 対 し て ， 質問
紙調査を行 っ た。 調査者が調査協力 に応 じ た学生に調査票を配布 し て， 調査内容の説明 を行 っ た後， 学
生は そ の場で調査票 に記入 し て， 調査者に提出す る と い う 手順で行 っ た。
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2 . 1 調査対象者の属性
調査対象者 120 人の性別 は， 男性が 39 人， 女性が 81 人で， 女性の占め る 割合が高いが， こ れ は調査
対象校の 日 本語科で女子学生が占め る 割合が高い こ と を反映した も の と な っ て い る 。 学年別 で は， 学部
4 年生が 59 人， 3 年生が 32 人， 2 年生が 29 人で， 4 年生の占め る 割合が高い が， こ れ は 中級以上の 日
本語能力 を有す る ク ラ ス を 中心に本調査を実施 し た こ とに よ る 。
表 1 性別 表 2 学年
性別 人数 % 学年 人数 % 
男 性 39 32 .5  学部 2 年生 29 24 . 2 
女 "生 81 67 .5 学部 3 年生 32 26 . 7  
計 120 100 .0  学部 4 年生 59 49 . 2  
計 120 100 .0  
日 本語学習歴 は， 3 年以上の学習歴 を有す る 学生が 58 人 (48 . 3%) で全体 の 約 2 分の 1， 学習歴が 2
年以上 3 年未満 と 1 年以上 2 年未満の学生がそ れ ぞれ約 4 分の l と な っ て い る 。 こ れ は学部別 の 内訳 と
ほ ぼ一致す る 。 日 本語学習歴が 3 年以上の 58 人の う ち 57 人 は 4 年生 ( あ と 1 人 は 3 年生) ， 学習歴が
2 年以上 3 年未満の 33 人 の う ち 31 人 は 3 年生 ( あと 2 人 は 4 年生) ， 学習歴が 1年以上 2 年未満の 29
人 に つ い ては全員が 2 年生だ っ た。 な お， 120 人全員が 日 本で の滞在歴 は な か っ た。
IT 用語は英語 由 来 の語が多 く 含まれ る た め， 英語学習歴につい て も 問うた と こ ろ ， 2 年9 か月 と 答
え た l 人 (4 年生) を 除 い て ， あ と の 119 人 は 6 年以上の学習歴を有 し て お り ， 日 本語学習歴 よ り も 英
語学習歴の ほ う が長 い学生が大半を占め た。
表 3 日 本語 学習歴 表 4 英語 学習歴
学習期間 人数 % 学習期間 人数 % 
1 年以上 2 年未満 29 24.2 2 年以上 3 年未満 0.8 
2 年以上 3 年未満 33 27 .5 6 年以上 7 年未満 6 5 .0  
3 年以上 4年未満 53 44. 2 7 年以上 8 年未満 25 20.8 
4 年以上 5 年未満 3 2 . 5  8 年以上9 年未満 29 24.2 
8 年以上9 年未満 2 1 . 7  9 年以上 10 年未満 27 22 .5  
計 120 100.0 10 年以上 32 26 . 7  
計 120 100.0 
PC使用歴は， 2 年以上の使用歴 を有す る 学生が 11 1 人 (9 2 .5%) で9 割 を占め た。 PC使用歴が も っ
と も 短い学生が 10 か月 で 2 人 (2年生) ， 1 年 1 か月 � 1 年 4 か月 が 4 人 (2 年生， 3 年生各 2 人) だ っ
た。 な お ， 無回答の 3 人 も ， 自 身の PC操作能力 は「ょ く で き る J， r ま あまあ で き る 」 と 回答 し て い る
こ と か ら ， 一定の使用歴を有す る も の と 推測 さ れ る 。
PC操作能力 (学生 自 身 に よ る 自 己評価) に つ い て も ， r ょ く で き る J， r ま あ ま あ で き る 」 と い う 学
生が 109 人 (9 0 .8%) で， 全体の9 割 を占め た。 「 ほ と ん ど で き な L 、 」 と 答 えた学生 は 1 人だ け だ っ た
が， こ の 学生 は 8 年 1 か月 の PC使用歴があ る 。 「あ ま り で き な L 、」 と 答 え た学生 6 人の う ち 1 人は PC
使用歴が 1 年 1 か月 と 短か っ た が， ほ か の 5 人 は 4 年以上の PC使用歴が あ る 。 PC操作 に 対 し て 苦手
意識を持 っ て い る 学生 も ， PC使用歴 に つ い て は一定年数を有 し て い た。
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表 5 PC使用歴 表 6 PC操作能力
使用期間 人数 % PC 操作能力 人数 % 
1 年未満 2 1 . 7  ょ く で き る 36 30.0 
1 年以上 2 年未満 4 3.3 ま あ ま あ で き る 73 60.8 
2 年以上 3 年未満 6 5 .0  あ ま り で き な い 6 5 .0 
3 年以上 4 年未満 7 5 .8 ほ と ん どで き な い 1 0 .8 
4 年以上 5 年未満 14 1 1 . 7  無回答 4 3 .3 
5 年以上 6 年未満 9 7 .5  計 120 100.0 
6 年以上 7 年未満 9 7 .5 
7 年以上 8 年未満 7 5 .8 
8 年以上 9 年未満 22 18 .3 
9 年以上 10 年未満 6 5 .0  
10 年以上 31 25.8 
無回答 3 2 .5  
計 120 100.0 
2 . 2 調査対象の語と判定方法
表 7 に 示 し た 日 本語の IT 用語 66 語を対象 に調査を行 っ た。 66 語 は， 演 田 ・ 深津 (201 1) の 調査結
果を も と に ， 日 常生活 に浸透 し て い る IT 用語を 中心に， 同義語お よ び複合語 も 含 め て選定 し た。
表 7 本調査で取り上げたIT用語 66 語
漢 語 (12 語) 印刷， 画像， 画面， 感染， 掲示板， 携帯， ケ ー タ イ ， 更新， 再起動， 端末， 動画，
配信
外来語 (45 語) ア ク セ ス ， ア ッ プ デー ト ， ア プ リ ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン ， イ ン ス ト ー ル， イ ン
タ ー ネ ッ ト ， ウ イ ル ス ， ウ ェ ブ メ ー ル， オ ン ラ イ ン ， キ ー ボ ー ド， ク リ ッ ク ，
コ ン テ ン ツ ， コン ビ ュ ー タ ー ， サ ー バ ー， サイ ト ， シ ャ ッ ト ダ ウ ン ， ス キ ャ
ナ ー， ス マ ー ト フ ォ ン ， ス マ ホ ， セ キ ュ リ テ ィ ソフ ト ， ソフ ト ウ ェ ア ， デー
タ ， デ ジ カ メ ， デ ジ タ ル カ メ ラ ， ダ ウ ン ロ ー ド， チ ェ ッ ク ， チ ャ ッ ト ， ツ イ ッ
タ ー， ネ ッ ト ， ネ ッ ト カフ ェ ， ハ ー ド ディ ス ク ， パ ス ワ ー ド， パ ソ コ ン ， フ ェ
イ ス ブ ッ ク ， フ ォ ン ト ， プ リ ン ト ア ウ ト ， ブ ロ グ， ホ ー ム ペー ジ ， メ ー ル，
メ -)レ ア ド レ ス ， メ ア ド ， ロ グ ア ウ ト ， ロ グ イ ン ， URL， USB メ モ リ
手口 語 ( 4 語) 書 き 込み， 取 り 込む， 読み込み， や り と り
混種語 ( 5 語) キ ー ワ ー ド検索， ゴ シ ッ ク 体， デ ジ タ ル化， ユ ー ザ ー名， ワ ー プ ロ 文書
調査票で は， 表 7 の 66 語を 「イ ン タ ー ネ ッ ト で キ ー ワ ー ド検索を し て情報を集め る J (下線 部が IT 用語)
の よ う に文で提示 し， そ の語の意味がわ か る 場合は 「中国語 ま た は英語で そ の語 に対応す る 語」 を そ れ
ぞれ下線の語の下に書 く よ う に 指示 し た (詳細 は 「資料」 参照) 。
調査実施後 に デ ー タ を整理す る に 当 た っ て ， 中国語で書かれ た 回答 につ い て は， 日 本の大学で学ぶ 中
国人留学生 5 人 に 協力 を依頼 し て， 日 本語の IT 用語 と 回答者の書 い た 中 国語が対応 し て い る か ど う か
の判定を行 っ た。 5 人 に 依頼 し た の は， 中国語の IT用 語 につい て も ， 日 本語 と 同様 に， 同一の 指示対
象 に 対 し て複数の語が対応す る 場合が あ り ， 学生の専門分野， 出身地な ど に よ っ て， 中国語で どの語が
対応す る か の 判定 に差が見 ら れ た た め で あ る 。 そ こ で， 出身地の異な る 人文系 の 学生 3 人 と 工学系 の学
生 2 人 ( う ち 1 人 は情報工学が専門) ， 計 5 人 の判定結果 を総合 し て， 正誤の 判定を行 っ たO ま た， 中
国語で書か れ た 回 答 の 中 に は， 漢字の 書 き 間違え も い く つか見 られた。 こ れ ら につい て は， 日 本語の
IT 用語の意味は理解 し て い る と 考え， 正答 と し た。
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英語で書かれ た 回答 に つ いて は， 日 本語 と の意味的な 対応関係で判定 に 迷う も の は な か っ たが， ス ペ
ル ミ ス の可能性があ る も のがい く つ か見 られた。 そ の 中 に は， ス ペル ミ ス な の か， ほ か の語を書 い た の
か 迷う も の も あ っ たが， こ れ らは誤答 と し て扱い， 明 ら か に ス ペル ミ ス と 見な さ れ る も の のみを正答 と
し fこ 。
そ し て ， 日 本語の IT 用 語 に 対 し て ， 中 国語か 英 語で対応す る 訳語， す な わち， 正答 を書 い て い る 場
合を 「 理解 し て い る 」 と捉えて， 分 析を行 っ た。
3 分析結果と考察
3 .  1 学生の理解語数
学生が 66 語中何語程度理解 し て い る の か， 学生 1 人 1 人の理解語数を求 め た 。
120 人 の 平均理解語数は36.6 語 だ っ た。 学年別 で は 2 年生が 24.9 語， 3 年生が 35.0 語， 4 年生が
43.4 語 と な っ て お り ， 学年が高 い ほ うが IT 用語の理解語数が多 か っ た。
理解語数がもっ と も 多 か っ た 学生で 55 語， も っ と も 少 な か っ た学生で 5 語 と い う 結果 だ っ た。 学年
別 の理解語数を ま と め た のが表 8 で あ る 。 理解語数が 50 語以上 60 語未満 の 学生 は 26人 (21 .7%) で
全体の約 2 割を 占 め たが， そ の 全員が 4 年生だ っ た。 一方， 理解語数が 30 語未満の学生 は 31 人 (25 .8%)
で全体の 4 分の l を 占 め たが， 学年別 に 見る と ， 2 年生が 21 人， 3 年生が 6 人， 4 年生が 4 人 と な っ て お り ，
2 年生の 占 め る 割合が高か っ た。
表 8 学生 の理解語数
各学生の理解語数 全 体 学部 2 年生 学部 3 年生 学部 4 年生
人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 
10 語未満 2 1 .7 。 0 .0 l 3 . 1  1 1 . 7  
10 語以上 20 語未満 11  9 .2  8 27 .6 2 6 .3 1 1 . 7  
20 語以上 30 語未満 18 15 .0 13 44.8 3 9 .4 2 3 .4 
30 語以上 40 語未満 38 31 . 7  8 27 .6 13 40.6 17 28.8 
40 語以上 50 語未満 25 20.8 。 0 .0 13 40.6 12 20 .3 
50 語以上 60 語未満 26 2 1 . 7  。 0 .0 。 0 .0  26 44 . 1  
計 120 100.。 29 100 .0 32 1 00 .0 59 100 .0 
学年が上がっ て 日 本語の学習が進 む に つ れて， 日 本語の IT 用語への理解 も 深 ま る こ とがわ か る 。
3 . 2 各語の理解率
調査対象の 66 語 に つ い て， そ れ に対応す る 訳語 (正答) を書い た学生数の比率を 「理解率 」と し て，
理解 率の 高 い順に表 9 に ま と め た。
ま ず， 理解率の非常 に 高か っ た語， 理解率 80%以上の 語 に 目 を 向 け る と ， 1"イ ン タ ー ネ ッ 、 トj， 1" コ ン
ビ ュ ー タ ーj， 1" メ ー ルj， 1" ホ ー ムペ ー ジj ， 1"オ ン ラ イ ン j ， 1"デー タ 」 等の IT 用語の基本語葉の 中 で も
特 に 重要な 語 と ， 1"印刷 j， 1"動画j， 1"画面j， 1"再起動j， 1"画像 j， 1"感染」 等 の 漢語が多 く 含ま れ て い る
こ とがわ か る 。
次に， 理解率が非常 に低か っ た語， 理解率 20%未満の語を見て み る と ，1ゴ シ ッ ク 体j，l ワ ー プ ロ 文書j，
「フ ォ ン ト J と い っ た文書作成 に かかわ る 語 と ， 1" ア プ リ j， 1" ツ イ ッ タ ー j， 1" ス マ ホ」 と い っ た最近に な っ
て使 われ る よ う に な っ た新 し い語が中心 と な っ でい る 。 理解率 40%未満の 語 に は， 1"端末j， 1" ロ グ イ ンj ，
「 ロ グ ア ウ ト」と い っ た共有の PC や ネ ッ ト ワ ー ク を使 う 場合 に欠かせな い語や， 1"セ キ ュ リ テ ィ ソフ ト 」
や 「 イ ン ス ト ー ル 」の よ う に PC 整備 に 必要な語 も 含 ま れて い るが， こ れ ら は セ キ ュ リ テ ィ 対 策に か か
わ る 重要語で も あ る 。
4 -
表 9 各語の理解率 (%)
IT 用語 理解率 IT用語 理解率 IT 用語 理解率
l 位 イ ン タ ーネ ッ ト 99 . 2  ノ f ス ワ ー ド 75 .0 45 位 ア プ リ ケー シ ョ ン 37.5 
2 位 印刷 98. 3  24 位 キーボー ド 70.8 スマー ト フ ォ ン 37.5 
3 位 動画 95.8 25 位 ブ ロ グ 70.0 URL 37.5 
4 位 画面 94. 2 26 位 デ ジ タ ル化 66. 7  48 位 ネ ッ ト カフ ェ 35.8 
5 位 再起動 93.3 27 位 ア ク セ ス 64. 2 USB メ モ リ 35.8 
6 位 更新 92.5 28 位 フ ェ イ ス ブ ッ ク 63 .3  50 位 ハ ー ドデ ィ ス ク 34. 2  
コ ン ビ ュ ー タ ー 92.5 メ ー ル ア ド レ ス 63. 3  5 1 位 や り と り 33.3  
メ ール 92. 5  30 位 ダ ウ ン ロ ー ド 62.5 ロ グ イ ン 33 .3 
9 位 ホーム ペ ー ジ 91 . 7  31 位 デ ジ カ メ 60.8 53 位 メ ア ド 32.5 
10 位 ネ ッ ト 90.8 32 位 ウ ェ ブ メ ール 58.3 ロ グ ア ウ ト 32.5 
1 1 位 キー ワ ー ド検索 90.0 33 位 サ イ ト 50.8 55 位 取 り 込む 31 . 7  
12 位 チ ェ ッ ク 89. 2  34 位 携帯 49. 2  56 位 配信 26. 7  
13 位 オ ン ラ イ ン 85.8 35 位 プ リ ン ト ア ウ ト 48.3 57 位 イ ン ス ト ール 25.0 
画像 85.8 ユーザ ー名 48.3  58 位 ス キ ャ ナー 24. 2 
デー タ 85.8 37 位 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 46. 7  59 位 ゴ シ ッ ク 体 18.3 
16 位 感染 85.0 38 位 書 き 込み 44. 2  サーノ 〈ー 18.3 
17 位 デ ジ タ ル カ メ ラ 84. 2  コ ン テ ン ツ 44. 2 ワ ープ ロ 文書 18 .3 
18 位 ソフ ト ウ ェ ア 79. 2  40 位 チ ャ ッ ト 41 . 7  62 位 ア プ リ 12 .5  
19 位 パ ソ コン 77.5 読 み込む 41 . 7  63 位 フ ォ ン ト 6. 7 
20 位 ア ッ プデー ト 75.8 42 位 ケー タ イ 40.0 64 位 ツ イ ッ タ ー 5.0 
ウ イ jレ ス 75.8 43 位 端 末 39. 2  65 位 掲示板 4.2 
22 位 ク リ ッ ク 75 .0  44 位 セキュ リ テ ィ ソフ ト 38.3 66 位 ス マ ホ 0.8 
3 . 3 外来語 と 漢語 と 和語
表 7 に 示 し た よ う に ， 今 回 調査対象 と し た IT 用 語 66 語 の う ち 45 語が外来語で， 外来語が全体 の
7 割近 く を 占 め る 。 こ れ は， も と も と 日 本語の IT 用 語 に 外来語が多 い た め で あ る1)。 表 9 を 見 る と ，
外来語の 中 に も 「 イ ン タ ーネ ッ ト j ， ， メ ールj， ，オ ン ラ イ ン j， ，デ ジ タ ル カ メ ラ 」 の よ う に ， 理解率
80%以上 と 非常 に 高 い値を示 し た語が複数あ る 。 一般 に， 外来語を苦手 と す る 日 本語学習者は 多 く ， 元
の英語がわ か っ て い て も ， カ タ カ ナ表記の外来語 と 結 びつ け ら れ な い と い う こ とが し ば し ば あ る 。 海外
で 日 本語を学ん で い る 場合 は， 日 本語環境の IT 機器を使 う 機会 は 少 な く な り ， 日 本語の IT 用語の習
得があ ま り 進ん で い な い こ と も 予想 さ れ たが， こ の結果を見 る と ， 一般の 日 本語学習語葉 と し て す で に
定着 し て い る IT 用語 も あ る こ とが う かがわ れ る 。
漢語 は 12 語取 り 上 げ たが， そ の う ち 「印刷j， ，動画j， ，画面j， ，再起動j， ，更新」 の 5 語 は理解率
が90%以上， ，画像j， ，感染」 の 2 語 も理解率 85%以上 と ， 非常 に理解度が高か っ た。 こ の う ち， 中 国
語に お い て も 日 本語 と 同様の語が用 いられ る の は， ，印刷j， r劫画j， ，画面j， ，更新j， ，感染」 で あ る 。
「再起劫」 と い う 中国語 は な く ， 中 国語で は 「重庖劫」 と い う 語を用 い るが， ，重」 は も う 一度， 再び と
い う 意味で， ，庖」 は 「起」 と 同 じ，qiJ と い う 読み で あ る こ と な ど， ，再起動」 と 「重庖劫」 は結びつ
け や す い。 ま た， 中 国語で 「画像」 は肖像画 (を描 く ) と いう意味で， 日 本語の 「画像」 に 対応す る 中
国語は 「図像」 で あ るが， こ れ も 中 国語あ る い は漢字の意味か ら ， 日 本語の意、味を比較的類推 し や す い
と 考え ら れ る。 一方で" ，携帯j， ，ケ ー タ イ j， ，端末j， ，配信j， ，掲示板」 に ついて は理解率が 5 0% を
下回 っ て い る 。 中 国語の 「携 帯」は携帯す る と い う 意味で あ るが， ，携帯 (電話)j に対応す る 中国語は
「手机」 で あ る 。「端末j， l配信」 は 中 国語で は 用 い ない語で， こ れ ら に 対応す る 中国語 は 「終端 (装置) j ，
「特送」 で あ る 。 「掲示板」 に つ い て は， 中国語で 「掲示」 は掲示す る とい う 意味で用 い るが， ，掲示板」
と い う 語 は な く ， ， (電子) 掲示板」 に 対応す る 中 国語 は 「屯子侍告桂j， ，貼杷j 2)で あ る 。 一般 に漢字
圏 の 学習者 に と っ て理解 し やす い漢語であ っ て も ， 中国語で は ほ か の語が用 い ら れ， 中国語で の意味や
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漢字か ら の類推が難 し い語につい て は， 理解 し に く い こ とがわ か る 。
和語は 「書 き 込みjJ読み込むj， rや り と り j ， r取 り 込む」 の 4 語の み で あ る が， 理解率が も っ と も 高か っ
た 「書 き 込み」 が 44.2 % ， も っ と も 低か っ た 「取 り 込む」 が 31. 7% で， 理解率が極め て低い語 は な か っ
た が， いずれ も理解率が 50% を下回 っ て い た。
3 . 4 同義語
今回の調査で はJイ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「ネ ッ ト jJ印刷」 と 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 の よ う な 同義語 につい て ，
理解度 に差が あ る か ど う かの確認 も 行 っ た。
まず， rイ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「ネ ッ ト 」 の よ う に ， 元の語とそ の 略語の関係 に あ る 同義語の理解率を
見 る と， rイ ン タ ー ネ ッ ト 」 が 99.2 % で 「ネ ッ ト 」 が 90. 8%， rデ ジ タ ル カ メ ラ 」 が 84.2%で 「デ ジ カ メ 」
が 60. 8%， rメ ー ル ア ド レ ス」 が 63. 3% で 「 メ ア ド」 が 32. 5%， rア プ リ ケ ー シ ョ ン」 が 37. 5% で 「 ア プ リ 」
が 12. 5%， rス マ ー ト フ ォ ン 」 が 37. 5% で 「 ス マ ホ 」 が 0. 8%とな っ て お り ， い ず れ も 略語 の ほ う が元
の語よ り も理解度が低い こ とがわ か る 。 元の語との理解率の差を求め る とJネ ッ ト 」が 8. 4 ポ イ ン ト Jデ
ジ カ メ 」 カ�2 3. 4 ポ イ ン ト ， r メ ア ド」 が 30. 8 ポ イ ン ト ， rア プ リ 」 カ�2 5. 0 ポ イ ン ト ， rス マ ホ」 が 36. 7
ポ イ ン ト とな る 。 「ネ ッ ト 」 以外は元の語との差が2 0 ポ イ ン ト 以上あり， 外来語の 略語は 日 本語学習者
にと っ て理解が困難な こ とが確か め ら れ る 。
さ ら に ， 元の語とそ の 略語， そ れ ぞれ どち ら か一方の み を理解 し て い た学 生数と割合 (12 0 人中) を
求 め た と こ ろ， 表 10 の よ う に な っ た。 い ずれの 同義語 につい て も ， 元の語の み を理解 し て い る 学生数
の ほ う が圧倒的 に多 L 、。 ただ， rス マ ホ 」 以外の語で は 略語の み を理解とい う 学生 も わ ずか な が ら 見 ら
れ た。
表 1 0 略語 とその元の語の比較
元の語の み理解 略語の み理解
人数 % 人数 % 
イ ン タ ー ネ ッ ト ， ネ ッ ト 1 1  9.2 1 0. 8 
デ ジ タ ル カ メ ラ ， デ ジ カ メ 34 2 8. 3  6 5. 0 
メ ー ル ア ド レ ス ， メ ア ド 40 33. 3  3 2. 5 
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ， ア プ リ 35 2 9.2 5 4.2 
ス マ ー ト フ ォ ン ， ス マ ホ 44 36. 7  。 0. 0 
次に ， r印刷」 と 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 のよ う に ， 漢語と外来語の関係 に あ る 同義語の理解率を 見 る と，
「印刷」 が 98. 3%で 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 が 48. 3%， r更 新」 が 92. 5% で 「ア ッ プデー ト 」 が 75. 8%とな っ
て お り ， いずれ も 外来語の ほ う が理解度が低い こ とが わ か る 。 漢語との理解率の差はJプ リ ン ト ア ウ ト 」
が 50. 0 ポ イ ン ト ， rア ッ プ デ ー ト J が 16. 7 ポ イ ン ト で， 特 に 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 につい て は聞 きが非
常 に大き い。 また 「携帯」 と 「ケ ー タ イ 」 は漢字表記か カ タ カ ナ表記とい う 表記上の違 い の み で， いず
れ も 漢語で あ る が， 理解率 を 見 る と， r携帯」 が 49.2 %で 「ケ ー タ イ 」が 40. 0%， そ の差は 9.2 ポ イ ン
ト とあま り 大 き く な い が， カ タ カ ナ表記の ほ う が理解度が低 く な っ てい る 。
略語の場合と同様 に， 漢語と外来語， そ れぞれどち ら か一方の み を理解 し て い た 学生数と割合 (12 0
人中) を求め たと こ ろ ， 表 11 の よ う に な っ た。 「印刷」 を理解 し て お ら ず 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 の みを理
解 し て い た 学生はい な か っ た が， r更新」 を理解 し て お ら ず 「 ア ッ プデー ト 」 の み を理解 し て い た学生
は わ ずかな が ら い た。 そ し て ， r携帯」 を理解 し て お ら ず 「ケ ー タ イ 」 の み を理解 し て い た学生 につい
て は全 体の 1 割 L 、 た。 こ の理 由 と し て， 中 国語の 「印刷」 と 「更新」 は， 日 本語の 「印刷」 と 「更新」
と同 じ よ う な 意味で用い ら れ る 3) の に 対 し て ， 中 国語の 「携 帯」 は 「携帯電話」 の 意味では使えな い
こ とが関係 し て い る も のと思わ れ る 。 漢字圏 であ る 中国の学生 にと っ て は， 漢語あ る い は漢字表記の語
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のほうが理解 し や す い よ う に考え る 傾向 が あ る が， 語 に よ っ て は こ れが 当 て は ま ら な い場合が あ る こ と
に 注意して お か な け れ ばな ら な し 、。
表 1 1 漢語 (漢字表 記の 語) と外来語 (カナ表 記の語) の比較
漢語(漢字表記の語)のみ理解 外来語(カナ表記の語)のみ理解
人数 % 人数 % 
印昂リ， プ リ ン ト ア ウ ト 60 50.0  。 0 .0 
更新， ア ッ プデ ー ト 24 20.0 4 3 .3 
携帯， ケ ー タ イ 25 20.8 14 1 1 . 7  
3.5 意味の誤解
最後 に， 意味の誤解 に 注意を要す る 語を見て お く 。 表 12 に誤答率10%以上の語 に つ い て， 誤答率の
高 い 順に 示 し た。
表 1 2 各語 の誤答率 (%)
IT 用語 誤答率 IT 用語 誤答率 IT 用語 誤答率
l 位 掲示板 67.5 フ ォ ン ト 24.2 書 き 込 み 17.5 
2 位 携帯 41 . 7  10 位 プ リ ン ト ア ウ ト 22 .5 18 位 パ ソ コ ン 16 .7 
3 位 USB メ モ リ 39. 2  1 1 位 端末 21 . 7  19 位 ス マ ホ 12 .5 
4 位 配信 32.5 取 り 込む 21 . 7  20 位 コ ン テ ン ツ 10 .0 
5 位 ワ ー プ ロ 文書 30 .0 13 位 サ ー バ ー 20.8 デ ジ カ メ 10 .0 
6 位 や り と り 25.8 14 位 ツ イ ッ タ ー 19. 2 読み込む 10 .0 
7 位 サ イ ト 25.0 15 位 ア プ リ 17 .5 
8 位 ケ ー タ イ 24. 2  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 17 .5 
誤答 の 要因に は， 当該語の意味 の誤解以外 に， 文脈か ら ， 漢語の 場合 は 中 国語での意味や漢字か ら ，
外来語の場合は音や原語の英語か ら ， 意味を類推 し て 答えた場合な ど も 考え ら れ る 。 た とえば. I ス マ
ホ」 に つ い て は. I座机J (固定電話) と い う 誤答が多か っ た が， こ れ は調査票 に 提示 し た 「ケ ー タ イ と
ス マ ホ ， ど っ ちが使 い や す い? J と い う 文を読ん で. I ケ ー タ イ 」 の 意味 を理解 し て い る 学生が， 文脈
か ら 類推 し て 「座机」 と 書 い た可能性が高い。 ま た 「 サ イ ト 」 につ い て は. I sideJ. I穿地 J (そ ば， 傍
ら ) と い う 誤答. Iフ ォ ン ト 」 に つ い て は. I photoJ. I照片J (写真) と い う 誤答がかな り の数見 ら れ た
が， こ れ は 「 サ イ ト 」 や 「フ ォ ン ト 」 と い う 音か ら 意味を類推 し て 答えた可能性が高 い。 こ の よ う に ， 1誤
答=意味の誤解」 と捉える こ と は で き な い が， 誤答の 内容か ら ， 学生が意味を誤解 し て い る 可能性が あ
り ， 注意が必要だ と 思われ る 語を以下に 3 つ挙 げる。
l つ 目 は， 1パソ コ ン」 で あ る 。 10 人が 「私人屯脳」 と い う 中国語訳を書 い て い た4)が， こ の意味は. (会
社や学校等の PC で は な く ) 個λ所有の PC と い う 意味で. I personal computer J の IpersonalJ の意
味を強 く 意識 し た も の だ と 思わ れ る 。 意味的 に必ず し も 間違 い と は言えな い か も し れ な い が， 日 本語の
「パ ソ コ ン 」 に つ い て は こ の語だ け で個人所有の PC と い う 意味 は示 さ な い た め， 使い方 に よ っ て は誤
解を招 く 恐れ も あ る 。
2つ 目 は. I端末」 であ る 。 17 人 が 「端 口J ( ポ ー ト ) と い う 中 国語訳 を 書 い て い た。 3 .3 で 「端末」
は 中 国語で は用 い な い語で， 対応す る 中 国語 は 「終端 (装置) J で あ る こ と を述べ た が. I端末」 と い う
日 本語か ら 「終端 (装置) J と い う 中 国語を イ メ ー ジ す る の は難 し い よ う で あ る 。 今回の 調査対象者 と
は 別 に ， 中 国 の大学お よ び大学院で 日 本語を専攻 し ， 日 本語の習熟度が非常 に 高 い留学生たちか ら も ，
日 本 に来た ばか り の頃に 「端末室」 と い う こ と ばを見て， 何を意味するの か が ま っ た く わ か ら な か っ た
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と い う 話を 聞いた こ と が あ る 。 「端末」 は 日 常生活で の 使用頻度 は さ ほ ど多 く な い が， 大学生活で は よ
く 目 に し た り 耳に し た り す る 語で あ る 。
3 つ 目 は， PC な どの IT 機器にデー タ を コ ピ ー す る と い う 意味の 「取 り 込む」 で あ る 。 5 人の学生が 「輔
取j (編 し 取 る ) と い う 中国語訳を書いて い た。 ほ か に.r得到j (手 に入れ る ) と 書 い た学生 も 多 か っ た が，
こ れ も ， 自 分 の 物 に す る と い う 意味で理解 し て いるの で はなーL 、 か と 思 わ れ る 。 「取 り 込 む」 も ， 日 常的
に使用 さ れ る 場面は 限 ら れて い る が， 意味を取 り 違え る と ， 大 き な失敗に つ な が る 恐れのある 語 と 言え
る 。
4 おわ り に
今 回 の 調査結果か ら ， 日 本語の IT 用語の 中 で も 「 イ ン タ ー ネ ッ トj， 1" メ ールj， 1" コ ン ビ ュ ー タ ー」
等の重要語 に つ い て は， 一般 に 日 本語学習者が不得手 と す る 外来語で あ っ て も ， か な り 習得がな さ れ て
い る こ と が わ か っ た。 一方で， 漢字圏 の学習者に と っ て は理解しやす い と さ れ る 漢語の 中 に も ， 中国語
や漢字か ら 意味を類推 し に く い語や意味を誤解す る 可能性の あ る 語が存在す る こ と や， 外来語や和語の
中 に も ， 英語や 日 本語の知識を も と に類推 し て正確な意味を把握で き て い な い語があ る こ と も 確認 さ れ
た。 こ れ ら は 日 本語教育の 中 で も 意識的に導入 し て い く べ き 語で あ る と 言え る 。 そ し て ， セ キ ュ リ テ ィ
対策や文書作成 に かかわ る 用語 に つ いて， 習得が十分 に な さ れ て い ない語が 目 立 っ た。 特 に留学生 と し
て来 日 す る 学習者 に 対 し て は， 円滑に 留学生活の ス タ ー ト を切れ る よ う に ， 来 日 前あ る い は来 日 後の 比
較的早い時期 に こ れ ら の 指導を行 う 必要性が あ る 。
今後 は， 現在進 め て い る 韓国人学習者の 習得状況 に つ い て の調査結果を ま と め た 上で， 学習者そ れ ぞ
れのニー ズ に 応 じ た教材開発へ とつな げて いきた し 、。
注
1) 漬田 ・ 深海 (2011) で行っ た 新 聞や雑誌な どで用 い ら れ る IT用 語 に 関する 調査で は， 外来語が 63. 1%， 漢語が
22.1%， 混種語が 10.0%， 和語が 4.3%だ っ た。
2) r貼PflJ は 特に 若者の 間で用 い ら れ る ， 話 こ と ば 的 な 語で あ る 。
3) r文書 等を プ リン タ で 印刷す る 」 と い う 意味で は 「 打印」 を 用 い た ほ う が 適当 で あ る 。 中 国語の 「 印刷」 は， r出
版物を 印刷す る 」 と い う 意味合 い が強 い。
4) r私人砲臨」 と 意味的 に 似たこ と ば と し て 「 ノト人屯脳J (個人電脳) が あ る 。 中国語 母語話者 に よ る と ， 1 私人竜脳」
は 「 私の …」 と い う 意味が強調 さ れ る が， r小人屯脳」 は そ の よ う な ニュ ア ン ス は 感じら れ な い そ う で あ る 。 「 小
人屯脳」 は 『中国語 イン タ ーネット用 語集』 に も 「パ ソコ ン」の 訳語 と し て 掲載さ れ て お り ， 本 稿で の 分析に お
い て も 正 答 と し て 扱っ た。
参考文献
(1) 後 藤寛樹 ・ 深海の ぞみ ・ 漬由美和 (2002) rコ ンビュ ー タ 用 語 の デ ー タ ベー ス 作成 と 特徴の 分析一留 学生 の 情
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国際会議 (於， 米国 ・ ハワイ大学 カビオ ラ ニ校) ， rCASTEL/ J 2007 P roceedings�， pp.197-200 
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資料:調査票 ( lT用語 に 関す る 設問)
の 語 に つ い て ， 意味 が わ か る 場合 は ， 中 国語 ( ま た は 英語) で そ の こ と ば に 対 応す る 語 を， 見た り 聞い
た り し た こ と は あ る が， 意味が わ か ら な い 場合 は 「 ム J を ， 初 め て 見 た こ と ば の 場合 は iX J を， 書 い て く ださ い。
( 例) パワーポイン卜の スライドに 図を入れて， ハイパーリンクを 設定す る 。
P owerP oint ム 圏 × 設定
( 1 ) インター ネットで キーワード検索を し て 情報を 集 め る 。
( 2 ) 彼が 研究室の サーバーと ホームページを 管理 し て い る 。
( 3 ) 英語が 学べ る 無 料アプリ， 配信中 !
(4) メールの URしを クリックし て ， サイトに アクセスす る 。
( 5 ) 彼と は い つ も フェイスブックで やりとりし て い る 。
( 6 ) ケータイと スマホ， どっ ち が 使 い やす い ?
( 7 ) 彼は ツイッターへの 不適切な 書き込みが 原因で， 会社を 辞め る こ と に な っ た。
( 8 ) 友達 と 携帯の メアドを 交換す る 。
( 9 ) ネットカフェの パソコンを 利用 し た と き ， US8メモりが ウイルスに 感染し た。
(1 0) 毎朝 スマー卜フォンで ウェブ メールを チェックし て い る 。
(11) チャッ卜や 掲示板に よ る コ ミュニケー シ ョ ン を 楽し む。
(12) ネットや ブログの 普及で 新 た な 犯罪が 増 え た 。
(13) ソフトウヱアは 定期的に アップデートし た ほ う が L、ぃ。
(14) オンラインで の 予約に は， メールアドレスと ク レ ジットカー ドが 必要です。
(15) ダウンロードし た後， ハードディスクに インストールし て く だ さ い。
(16) 動画や 音楽な どの コンテンツが 充実 し て い る 。
(17) デジカメの データを 間 違っ て 消し て し ま っ た。
(18) 学 内の 端末に ログインす る た め に は， ユーザー名と パスワードが 必要だ。
(19) レ ポー トは ワープロ文書で 作成 し て プリントアウ卜し た も の を 提出す る こ と 。
(2 0) 画面の 明る さ は， キーボードで も 調節で き ま す。
(21) 古い 写真を スキャナ でー 読み込み， デジタル化す る 。
(22) セキュリティソフトの 更新の た め， コンビュータ をー 再起動す る 。
(23) フォン卜は ゴシック体で 印刷し て く だ さ い。
(24) こ の アプリ ケーションは ， デジタルカメラの 画像を P Cに 取り込むた め の も の です。





Development of a Ka吋i Textbook for “Residents" 
Aiming at Learning within the Context of Literacy Education 
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要 旨
地域に 在住す る 外国人 に 対す る 読み書 き 教育 の 大 き な 目 的 は， 自身が 置か れ て い る 社会 の 不備や問題 への 気づき
や， 主体的 な 社会 参加 だ と 考え る 。 そ の意味で， 彼ら 生活者 に 対す る 読み 書 き 教育 は識字教育 と 呼ぶに ふさ わ し し、。
し か し ， 日 本語の 文字体系 の 複 雑さ か ら 学習 を 途中 で 諦め て し ま う 学習者が非常 に 多 い。 継続的 な 識字学習の た め
に は， 体系 的 に 漢字 や漢字語 を 学べ る よ う ， 日 本語の漢字の体系 に 関す る 知識 を 獲得し ， そ れ と 共 に ， 学習者 自身
の 生活 の 文 脈で漢字を 学 ぶ必要が あ る 。 さ ら に ， 良き 支援者を 得る こ と も 学習 の 継続 に は 重要で あ る 。 そ こ で， 筆
者 ら は， 支援者の 助け を 借 り た 識字活動 を 通し て ， 継続的 な 学習 の 基 礎を作 る こ と を 目 的 と し た生活者 向け漢字教
材『こ こ か ら は じ め る 漢字 1 00ーシ ス テム で学 ぶ生活 に 役 立つ漢字 一」を 作成 し た。 本 稿で は， 本教材の 特徴を 述
べ る と 共 に ， 地域日 本語教育 に お け る 読み書 き 教育の 「 今後 の 在 り 方 」に つ い て 提言す る 。
【キーワ ー ド】 生活者， 識字教育， 支援者， 漢字の体系， 教材開発
1 は じ め に
地域 に在住す る 外国人 ( 日 系人労働者， 配偶者， 研修生， 帰国者， 留学生ーな ど) の 中で， 言語学習
の場が保障 さ れ な い ま ま き た人 々 へ， 市民 ボラ ン テ ィ ア が 中心に な っ て 担 っ て き た (担わ さ れてき た)
日 本語教育 (支援 も 含む) が， 国際交流協会や任意団体な どが主催の地域 日 本語教室で行 わ れ てい る 。
そ の歴史 は地方 に お い て も ， も う 30 年以上 に な る 。 こ れ ら を総称 し て地域 日 本語教育 と 本稿で は呼ぶ。
地域 日 本語教育を外国人への言語保障の視点で整備す る こ と や， そ の教育の あ り 方の議論が起 こ って
久 し い。 そ の 中で， 読み書 き 教育は， そ の必要性が 問 わ れ な が ら も ， 教育内容や方法論が， 話す聞 く 教
育 に 比べて， 後回 し に さ れて き た感があ る 。 そ の理由の主な も の は以下 と 考え ら れ る 。 工場労働や家事
労働な どが主な仕事であ る こ と が多 い 日 系人労働者や配偶者， 研修生 に と っ て ， 明 日 を生 き 抜 く た め の
会話力 の習得が と に か く 喫緊の 課題で あ っ た こ と ， さ ら に教育 ・支援の担い手であ る ボ ラ ン テ ィ ア に は，
文型積み上げを 基盤と し た， 伝統的 な 話す聞 く 教育の方法は， 良 き に つ け悪 し き に つ け， ボ ラ ン テ ィ ア
養成講座を 中心に技術委譲が行わ れ て き た が， 読み書 き 教育の体系 的教授法は， 技術委譲が行わ れ に く
か っ た こ と な どで あ る 。 結果， 読み書 き 教育に関 し て は， ボ ラ ン テ ィ ア 自 身が母語で あ る 日 本語を学校
で習 い覚えた よ う に ， í努力 し て書 い て 覚え る 」 と い う 方法が踏襲 さ れ がちで あ っ た。 そ し て， 特 に非
漢字園出身者の 中 に は， 漢字数 の 多 さ や字形の複雑 さ な ど に よ っ て， た とえ漢字学習 を始め た と し て も
途中で あ き ら め て し ま う 人が多 い と い う 結果を生んだ。
本稿で は， 地域 日 本語教育 に お け る 読み書 き 教育を識字教育 と 捉え る 意義を述べ， 2 008 年か ら の 地
域 に お け る 識字教育の実践を も と に生 ま れ た教材 『 こ こ か ら は じ め る 漢字 100ー シ ス テ ム で学ぶ生活 に
役立つ漢字 - j (以下， � こ こ 漢j) の 作成意図 ・ 作成過程 ・ 特徴な どを論ず る こ と で， 地域 日 本語教育
に お け る 読み書き 教育の 「今後 の在 り 方」 につい て 提言 し た い。 な お ， 本教材 は， 平成2 3 年度富 山 県
定住外国人への文字 ・ 読み書 き 整備事業 と し て富山県か ら 委託を受 け て作成 し た も の で あ る 。
可Eよ司Eよ
2 識字教育 と 位置づける こと と ， 本教材の 目 的 ・ 学習 目標
「 ま ちな か の看板J I学校な どか ら 配布 さ れ る お知 ら せ」 そ し て 「災害情報」 な ど， 実 に 多 く の 文字情
報 に よ る や り 取 りがな さ れ る 社会に お い て， I読み書 き 」 がで き な い こ と で， 大 き な 不利益を被 る こ と
は 否 め な い。 ま た ， 何か情報を得た い場合 に ， 全て周囲 の人に頼 ら な け れ ば な ら な い と い う の は， 成人
で あ る 外国人 に と っ て極 め て不本意な状況だ と 言え る 。 地域 日 本語教育の読み書 き 教育の大 き な 目 的 は，
外国人がこ の よ う な 状況か ら脱却 し ， I子 ど も の教育 に 主体 的 に 参加す る J I職業を 自 ら 選ぶ」 な ど， 社
会に主体的 に参加す る こ とがで き る よ う に な る こ と だ と 考え る 。 そ し て， で き れ ば 自 身の置かれて い る
言語保障の な い状況， 学習環境の不備の基底 を な す 問題 に 気づ く こ と で あ る 。 そ う で あ れ ば， こ れ ら の
教育 はフ レ イ レ (1979) の言 う ， 識字教育 と 呼ぶ の にふ さ わ し い だ ろ う。 識字教育の枠組みで捉え る 時，
最 も 重要な こ と の l つ は， 支援者であ る 日 本人ボ ラ ン テ ィ ア の在 り 方であ る 。 こ れ ら に つ い て 『 こ こ 漢』
で は， ボ ラ ン テ ィ ア 学習支援者 (筆者 ら の実践で は サ ポ ー タ ー と 呼ぶ。 以下， サ ポ ー タ ー。 ) へ の メ ッ セ ー
ジ と い う 形で取 り 入れ て い る 。 こ れが本教材の大 き な 特徴で あ る 。
『 こ こ 漢』 の 目 的 は， 外国人が 「支援者の 助 け を借 り た識字活動を通 し てJ， I漢字を続け て勉強 し て
い く た め の基礎を作 る こ と 」 で あ る 。
「一人 で は 学習を続け ら れ な い」 と い う 外国人の 声 も よ く 聞 か れ る 。 継続的 な 学習 の た め に は， 漢字
学習 の初期の段階 に お い て漢字や漢字語の体系 を学ぶ こ とが必要であ る こ と は， 留学生教育な ど従来の
教育で も 主張 さ れて い る 。 筆者 ら は， 漢字の体系 を生活者 に わ か り やす く 提示す る こ と や， 漢字や漢字
語葉を彼 ら の生活の文脈の 中 で示 し て い く こ と に 加え， 地域 日 本語教育では特に， 学習 に寄 り 添 っ て く
れ る 良 き 支援者を 得 る こ とが重要だ と 考え た。
こ の た め に ， 以下に 示す本教材の 学習 目 標は， 支援者 と ， 学習者の双方 に 向 け ら れ る 。
1 ) 何の た め に 外国人が読み書 き を学ぶの か， そ の意義 ・ 権利と共 に ， 外国人の習得に関わ る 困難 さ
を学ぶ。
2 ) 漢字や漢字学習 に興味を持つ こ とがで き る よ う に す る
3 ) 漢字の成 り 立ちゃ漢字語の語構成な どの， 基本的な “漢字の シ ス テ ム" を理解す る
4 ) 生活で よ く 使 わ れ る 漢字や， 他の漢字の構成要素 と な っ て い る 基本的な 漢字 100 字がわか る よ う
に な る
( ま ず は意味がわ か る よ う に な る こ と を 目 指す。 書 け る よ う に な る こ と は， 必ず し も ね ら わ な い)
3 Ii'ここか ら はじめ る 漢字 1 00ー システムで 学ぶ生活 に役立つ漢字一』の特徴
『 こ こ 漢』 の主な 特徴は以下の 2 点で あ る 。
1 ) 漢字の シ ス テ ム と 生活漢字， 両者を結びつ け た漢字教材で あ る こ と
2 ) サ ポ ー タ ーが学習者の学びを支援す る こ と を想定 し ， サ ポ ー タ ー に 向 け た メ ッ セ ー ジ を教材全体
に配 し て い る こ と
1 ) に つ い て 述べ る 。 生活者の た め の漢字教育の方法 と し て ， I駅J I病院」 な ど， 漢字の使用場面 ご
と に 語 を ま と め て 提示す る と い う 教材 は ， 既 に あ る (�生活の 漢字』 を か んがえ る 会， 201 1 な ど) 。 想
定 さ れ る 主な学習者で あ る 日 系人労働者や配偶者が， I 日 報を書か な け れ ば な ら な L 、J I子 ど も の学校か
ら の お知 ら せを読ま な け れ ば な ら な L 、」 な ど， 実際の生活での読み書 き を今す ぐ に必要 と し て い る 現状
を考慮す る と ， 生活か ら離れな い文脈で漢字語を提示す る こ とが有効で あ る と い う の は， 容易 に理解で
き る だ ろ う 。 『 こ こ 漢』 で も ， I資源回収の お知 ら せJ I病院か ら も ら う 薬の袋の 表示」 な ど， 学習者 に と っ
て読み書 き の必要があ る と 考え ら れ る 素材 (� こ こ 漢』 で は生活素材 と 呼ぶ。 以下， 生活素材。) を用 い
た練習を各課で提供 し て い る 。 こ こ で の生活素材の取 り 上げは， 学習者の生活 に沿 っ た 内容で漢字語を
学習す る こ と で学習の効率性を ね ら う だ け で は な い。 学習に彼 ら の生活を持ち込み， そ こ で学習者 と サ
ポ ー タ ー とが対話を交わ す 中 で， 互い の生活や 自 分たちが暮 ら す社会の状況を認識 し， そ れ ら に 対す る
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問題意識を持っ き っ か け と な る よ う な 気づ き が両者 に 生 ま れ る こ と を意図 し て設 け た も の で あ る 。 こ れ
は， 本教材が識字教育を志向す る こ と の 一つの現れ で あ る 。
さ ら に ， r こ こ 漢』 の特徴は， 学習 に生活を持 ち 込ん だ と い う こ と に と ど ま ら な し 、。 上記 1 ) に 示 し
た よ う に ， こ れ を， I漢字の シ ス テ ム 」 と 結 ひやつ け た と こ ろ に 大 き な 特徴が あ る 。 こ こ で言 う 「漢字の
シ ス テ ム 」 と は ， 字源や字形 の 構造性， 音訓， 漢字語の用 法や造語性な ど， 漢字 に 関 わ る 体系 を 指す。
学習者が， 自身の身の回 り に あ る 漢字や漢字語を学ぶ こ と は ， す ぐ に役立つ漢字が学ひ7こ い と い う 生活
者 と し て の 学習者 に と っ て は有益だ と 言え る 。 し か し ， 漢字の字形 に お け る 構造性や熟語の構造な どを
知 ら な い ま ま ， た だ ひ た す ら 漢字を覚え て積み上げてい か な け れ ば な ら な い と し た ら ， そ の 負担が相 当
大 き い も の に な る だ ろ う と い う こ と は容易 に 想像がで き る 。 漢字の 体系 を 学習 の 初期の段階で知 る こ と
が重要だ と い う の は， 留学生教育な ど で は 従来か ら 指摘 さ れて き た の に， 生活者 日 本語教育で は ほ と ん
ど実践 さ れ て こ な か っ た。 『 こ こ 漢』 は ， こ れ ら 漢字の シ ス テ ム を提示す る と 共 に ， そ れ を生活素材の
中で確認す る と い う 形で， 両者を結びつけ て お り ， こ こ に 本教材 の 大 き な 特徴が あ る 。
2 ) の サ ポ ー ト す る 際の留意点 につい て は， サ ポ ー タ ー へ の メ ッ セ ー ジ と い う 形で書かれて い る 。 こ
れ ら に は大別 し て 2 種類の メ ッ セ ー ジがあ る 。 一つは， サ ポ ー タ ー が リ!ード し て 活動を進め る 際の留意
点で， も う 一つは， サ ポ ー タ ー と 学習者の関係性に配慮、 し た 内容の も の で あ る 。 特に読み書 き の能力 に
お い て は， サボー タ ー と 学習者 と の差が ど う し て も 大 き く な っ てしま う た め， 両者の 関係が 「教え る 人」
と 「教え ら れ る 人」 と い う 固定的な も の に陥 っ て し ま い が ち で あ る 。 確か に ， 学習 の現場 に お い て は，
漢字語の読みや意味な どの情報 を サ ポ ー タ ー か ら 学習者へ伝え る と い う 側面 も あ る 。 し か し ， そ の 関係
性 は固定的 な も の で は な く ， サ ポ ー タ ー が学習者の 学 び に 寄 り 添い な が ら ， 共 に外国人の識字学習 に 関
わ る 現状を認識す る こ と が， 結果的 に 学習者の学び を促進するのでは な いか と 考え る 。 そ こ で， r こ こ 漢』
では， 1教え る 人J I教え ら れ る 人」 と い う 固定的な 関係性に陥 っ て しまわ な い た め の サ ポ ー タ ー へ の メ ッ
セ ー ジ が示 さ れ て い る 。 こ れらが 「サ ポ ー タ ー と 学習者の 関係性に 配慮 し た メ ッ セ ー ジ 」 で あ る 。 な お ，
サ ポ ー タ ー に 対す る メ ッ セ ー ジ の具体的な 例 は ， 5 .3 で示す。
4 本教材の概要
4 . 1 対象
『 こ こ 漢」は， 簡単な 日 常会話が で き ， ひ ら がな や カ タ カ ナは読め る が漢字 は ほ と ん ど わ か ら な い と
い う 学習者， あ る い は， 漢字を あ る 程度勉強 し て き た も の の ， 漢字の 体系 に 関 わ る 基礎知識を ほ と ん ど
持 っ て い な い た め に ， 体系 的 に 漢字や漢字語を覚え る こ と がで き ず， 継続的な 学習が難 し い と い う 人を
対象 と し て作成 し た。 こ れ ら の学習者が， 日 本語教育専門家が コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て教室全体の 学習
活動を進行す る 中で， サボー タ ー の 助 け を借 り な が ら 学習 を進 め る 場合， あ る い は， 学習者 と サボー タ ー
が l 対 1 で学習 を 進め る と い う 場合の 両方で使用す る こ と がで き る 。
4 . 2 全体構成
『 こ こ 漢』 は ， I漢字の は な しJ と し て漢字の成 り 立 ちゃ音訓につい て簡単 に 学ぶ た め の 第 O 課 と ， 第
1 -- 10 諜の 教材本編か ら な る 。 各課で取 り 上 げ た 漢字の シ ス テ ム と 学習漢字， 各課の代表的な 生活素
材は表 l の通 り で あ る 。
表 1 rここからはじめる漢字1 00ーシス テ ムで学ぶ生 活に役立つ 漢字一』の全体構成
漢字の シ ス テ ム の 基 礎 : 漢字の 成 り 立ち ， 基本o I の 点画 ， 音訓 な し
1) な し
1 I漢字の成 り 立ち : 象形文字 日 ・ 月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・土 ・ 山 ・ 川 ・ 田 ・ 人 申込書
円ペリ句Eよ
2 漢字の 成 り 立ち : 指事文字 ， 象形文字 上 ・ 中 ・ 下・ 大 ・ 小・ 本 ・ ス ー パ ー の 食品売り 場半・ 肉・ 魚
3 漢字の 成 り 立ち : 会意文字 休 ・ 体 ・ 間 ・ 明・ 力 ・ 男・ 営業時間 の 案 内女・ 子 ・ 好・ 品
4 造語成 分と し て の 漢字 : 時 に関わ る こ と ば に 用 朝 ・ 昼・ タ・ 夜・ 午 ・ 前・ ご み収集い る漢字 後 ・ 曜・ 週・ 毎・ 時
5 漢字 の 成 り 立ち : へん ・ っく り 2) 作 ・ 使 ・ 酒 3) ・ 洗 ・ 油 ・ 温 電気製品話 ・ 読 ・ 押・ 払
6 漢字の 成 り 立ち : か ん む り ・ あ し ， た れ 花・ 薬 ・ 富 ・ 家・ 雪・ 電・ 病気 ・ 薬庖・ 度 ・ 病・ 痛
7 漢字の 成 り 立ち : か ま え ， に ょ う 国・ 回・ 開 ・ 閉・ 道・ 近・ 通信販売で の 買い 物d遠・ 遅・ 速・ 送
8 字形 と 音の 関係 : 形 声文字 寺・ 持 ・ 験 ・ 検・ 険・ 青・ 注意書 き の 看板請・ 清 ・ 晴
9 造語成 分と し て の 漢字 : 動 詞に 使 わ れ る 漢字 ， 行・ 来・ 帰・ 食・ 飲・ 見 ・ 各種お 知 ら せ語 構成 聞・ 書 ・ 買・ 教
10 造語成 分と し て の 漢字 : 接辞に 使わ れ る 漢字 場・ 館 ・ 所・ 費 ・ 料 ・ 不・ 避難 所全・ 新 ・ 古
各課で取 り 上 げ た漢字の 中 に は， 当該課の漢字の シ ス テ ム に合致 し な い も の が あ る が， そ れ は， 他の
学習漢字 と ま と め て 学習す る こ と で記憶の助けに な る だ ろ う と 判断 し て取 り 上 げ た も の で あ る 。 な お ，
漢字の シ ス テ ム に つ い て は 5 . 1 で詳 し く 述べ る 。
巻末 に は. r練習 し ま し ょ う J(4 .3 参照) の練習で用 い る 漢字カ ー ド作成用 シ ー ト (第 4 課用 と 第 9 課用，
各 1 ペ ー ジずつ) と 生活素材 (第 5 課用， 1 ペー ジ) をつけて い る 。
4 . 3 各課の構成
各課の構成は以下に示す通 り で あ る 。
1 ) 知 っ て い ま すか?
2 ) 今 日 の ポ イ ン ト
3 ) 漢字の意味 と 読み方を お ぼえ ま し ょ う
4 ) 練習 し ま し ょ う
5 ) 書 き ま し ょ う
6 ) 生活の 中 の漢字
7 ) 作文
1 ) の 「知 っ て い ま す か」 では， 当該課の 学習漢字が含 ま れ る 生活素材を提示 し て い る 。 こ こで は，
必ず し も 素材の漢字が全て読め る 必要 は な く ， 既知の漢字が あ る か ど う かを確認 し た り ， 漢字， あ る い
は漢字以外の視覚情報や素材 に 関す る 既知情報か ら ， 書い て あ る 内容を推測 し た り す る こ と で， 学習 内
容への興味を喚起す る こ と が第一の目的 で あ る 。
2 ) の 「今 日 の ポ イ ン ト 」 で は， 1"知 っ て い ま す かJ で確認 し た 漢字を も と に ， 当該課で学ぶ漢字の
シ ス テ ム を確認す る よ う に な っ て い る 。
3 ) の 「漢字の意味 と 読み方を お ぼえ ま し ょ う 」 は， 学習漢字 と そ れ ら の 漢字を用 い た漢字語の リ ス
ト で漢字 と 漢字語の意味や読み を確認す る た め の ペ ー ジ で あ る 。 各語は， 音訓そ れ ぞれを用 い た語が区
別 し て示 さ れて い る 。 ま ずは漢字の意味を確認 し た上で， サ ポ ー タ ー と 共に 漢字語を読ん でみ る こ と で，
学習漢字の音訓が確認で き る よ う に な っ てい る 。
4 ) の 「練習 し ま し ょ う J に は， 当該課で提示 さ れ る 漢字の シ ス テム， そ し て学習漢字の字形や意味
を覚え る た め の ゲ ー ム や活動を配 し た。 こ こ に は漢字を書 く 練習 も 含 ま れて い る が， こ れ は， あ く ま で
字形を覚え て漢字を識別す る 力 を養 う こ と を 目 的 と し た も の で あ り ， 漢字が書け る よ う に な る こ と は基
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本的に は ね ら っ て い な い。
5 ) の 「書 き ま し ょ う 」 は ， 漢字の 書 き 順 と ， 漢字を 書 く 練習 を するた め の枠か ら な る。 こ こ で も ， 4 )
の 「練習 し ま し ょ う 」 同様， 字形 の 記憶 の た め に 書 く 。
6 ) の 「生活 の 中 の 漢字」 で は ， 学習漢字を含ん だ 「学校か ら の お 知 ら せJ r看板Jな ど の 身 の 回 り
の生活素材 を読み な が ら ， 学ん だ漢字が実際の 生活で ど の よ う に 用 い ら れ て いるか を確認する。 各練習
は， 生活素材 と ， 素材から必要 な 情報 を 読 み取るた め の質 問 ( r考え ま し ょ う ! J) ， お よ び， 素材 に 関
連 し た 話題で学習者 と サポ ー タ ー と が対話 を行 う た め の質 問 ( rサポ ー タ ー と 一緒 に 話 し ま し ょ う J) か
ら な る。 な お ， r生活 の 中 の 漢字」 作成上 の 留意点や， 練習 の 目 的 など に つ い て は， 後 の 5 .2 で詳 し く
述べる。
7 ) の 「作文J は ， 身近な 話題 に つ い てサボー タ ー と 対話を行い， そ れ を文章 に する こ と で， 自身 の
経験や考え な ど と 関連付け て 漢字 の 記憶 を促進する こ と ， ま た ， 文 中 で の 漢字語葉の 用法を確認する こ
と を ね ら っ て いる。
な お ， 各課の 3 ) r漢字の 意味 と 読み方を お ぼ え ま し ょ う J 5 ) r書 き ま し ょ う J 6 ) r生活 の 中 の 漢字」
に は， rチ ャ レ ン ジ し よ う ! J と 題 し た ペ ー ジ が含 ま れ て いる。 「 こ こ 漢』は， 漢字 の 学習経験 はあるが，
個 々 の 漢字 を 関連性の な い 別個の も の と し て ， た だひたす ら 覚え よ う と 試み た た め に ， そ の 記憶が継続
しな い と い う 学習者が， 漢字のシス テ ム を 改 め て 学ぶ と い う 場合 に も 使用 で き る。 「 チ ャ レ ン ジ し よ う ! J 
の ペ ージは， こ の よ う な 学習者を対象 と し て 作成 し た。 3 ) で は ， 基本 の ペ ー ジ で は取 り 上 げ て い な い
漢字語や， 当該課 の漢字のシス テ ム に 関 わる， 基本の 学習漢字以外の漢字 と そ れ ら の 漢字を用 い た語 の
リ ス ト を 掲載 し て いる。 5 ) で は， 3 ) の 「 チ ャ レ ンジ し よ う ! J で取 り 上 げ た 漢字 の 筆順が示 さ れ，
書 く 練習 を するた め の枠が設 け ら れ て いる。 6 ) で は， 内容が多少複雑であ っ た り ， 未習語 の 割合が高
い生活素材 を 取 り 上げ， そ れ ら の読み書 き を練習する こ と がで き る よ う に な っ て いる。
5 .  教材作成にあたっての留意点
『 こ こ 漢』の 大 き な 特徴 は ， 3 で述 べ た 通 り ， 1 ) 漢字のシス テ ム と 生活漢字， 両者 を 統合 し た 漢字
教材である こ と と 2 ) サボー タ ー が学習者 の 学 び を識字教育 の枠組 み で支援する こ と を 想定 し ， サポ ー
タ ー に 向 け た メ ッ セ ー ジ を 教材全体 に 配 し て いる こ と の 2 点 である。 こ こ で は ， こ の 2 点 を 教材 と し て
具現化する にあた っ て の 留意点 に つ い て述べる。
5 .  1 r漢字の システム」 の選定
『 こ こ 漢』で取 り 上 げ た 「漢字のシス テ ム 」 は， 大 き く 以下の 2 つ に 分 け ら れる。
1 ) 字形 の 成 り 立ちゃ構造性 に 関 わる も の …第 1 � 3 課， 5 � 8 諜
2 ) 漢字の 造語性 に 関 わる も の …第 4 課， 9 課， 10 課
教材の前半部分 で は字形の識別 に慣れ さ せるため， 主 に1 )を 取 り 上げて いる。 第 l 課， 2 課 の 象形
文字 は 他 の 漢字の 造字成分 と し て も 用 い ら れる も の が多 く ， 後 の 学習 の 基礎 と な る部分 である。 第 5 課
� 7 課 は 部首をシス テ ム と し て取 り 上 げて いる。 こ の 部分 は ， 会意文字 を取 り 上 げ た 第3課で多 く の 漢
字が複数 の 部分 の 組 み 合 わ せ か ら 成る こ と を 学ん だ後で， 字形の 構造の パ タ ー ン を知るた め の 項 目 であ
る。 第 8 課 の 形声文字は， 字形 と 音 と の 関連 と して取 り 上 げ た項 目 である。
主 に 後半部分 で は ， 造語成分 と して の 漢字 に 関 わるシス テ ム を 取 り 上 げ た 。 漢字 の 体系 に つ い て は ，
漢字の字形， 音， 意味 に 加 え ， 造語性や品調性な ど， 漢字語葉 と し て の 用法 に つ い て も 着 目 する必要 の
ある こ と が加納 (1999) な どで指摘 さ れ て いるが， こ の 点 を考慮、 し て こ れ ら のシス テ ム を 組 み 入 れ た 。
第 4 課 は， 当該課の学習漢字が造語成分 と な る漢字語 の意味 に よ り グル ー ピ ン グ し た も の ， 第 9 課 は，
漢字語 の 品詞 に よ り 分類 し た も の である。 第 9 課 で は， r来日 」 や 「見学」 な ど の 学習漢字 を用 い た 漢
字語 を 材料 に ， 漢字熟語 の 語構成 に ついて も 学ぶ こ と を 想定 し て いる。 第 10 課 は， 漢字の 接辞的用法
phd 1ょ
に つ い て 取 り 上 げ て いる。
5 .  2 r生活の中の漢字」 の作成
5 .  2 .  1 r生活の中の漢字」 の 目 的
「生活 の 中 の 漢字J は ， 4 .3 で述べ た よ う に ， 生活素材 と 「考え ま し ょ う J iサボー タ ー と 一緒 に 話 し ま し ょ
う 」 か ら なる (図 1 ) 。
図 1 r生 活の 中 の 漢字」 の例
{のみぐす り 〉
拘 鰻 薬
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実際の生活 に お ける読み書 き で は， 未習漢字が多 く 含 ま れる中 か ら 必要 な 情報 を 把握する こ と が必要
である。 『 こ こ 漢』で取 り 上 げ た 素材 に は， 学習者 に と っ て は未習 と 考え ら れる漢字や漢字語 も 多 く 含
ま れるが， そ こ か ら 情報を読み取る活動 を通 じ て ， 既知 の 漢字や， 例 え ば学校か ら の お 知 ら せ に 添え ら
れ た イ ラ ス ト ， 電気製品の ボ タ ン の 位置や大 き さ な ど， 漢字以外の 視覚情報， 素材 に 関 わる既知情報か
ら 内容 を推測する力 を養 う こ と も ね ら っ て いる。 「考え ま し ょ う 」 の質 問 は ， 学習者が順 に 答 え て い く
こ と で， 必要 な 情報を読み取る こ と が で き る よ う に な っ て いる。 こ の よ う に ， I生活 の 中 の 漢字」 で は ，
素材の 内容を 完全 に 理解する こ と を 目 指 し て いるわ け で は な く ， I読める漢字が増え たJ I全部 は わ か ら
な い け ど， 自 分が知 っ て いる こ と か ら 内容が推測で き たJ と い っ た一定 の達成感や， 漢字学習 が実際の
生活 に 結 びつ い て いるの だ と い う 実感 を 持つ こ と で， 学習 を 継続する動機づ け に な る こ と を ね ら っ て い
る。
な お， 2 で記 し た 教材 の 目 的 の 4 )で も 示 し た よ う に ， r こ こ 漢』 で は， 漢字や漢字語 を 見 て ， そ れ
が何を意味するの か が わ かる と い う こ と を 目 指 し て お り ， 漢字が書 けるよ う に な る こ と を必須 だ と は考
え て い な い。 教材 に は書 く 練習 も 含 ま れ て いるが， そ れ は字形 の 記憶 の 助 け に なる こ と を ね ら っ て いる
も の である。 学習者の ， 漢字が書 けるよ う に な る こ と へ の 負 担感や必要 の 度合 い な ど を 総合 し て考える
と ， ま ず は漢字の識別 が で き る よ う に な る こ と を 目 指 し ， 少 し で も 漢字学習へ の垣根を低 く する こ と が，
継続的 な 学習 に つ な がる と 考えるか ら である。 「生活 の 中 の 漢字」 で も ， 表 2 に 示す よ う に 「書 く 」 練
習 が含 ま れ て は いるが， こ れ は 自 身 の 住所や家族 の 名前な ど， 漢字で書 く 頻度 が高 い も のや生活 で の 必
要度が高 い も の に 限定して いる。 そ れ も ， 覚 え て 書 ける よ う に な る必要 は な く ， 手本 を 見 な が ら 書 ける
よ う に な れ ば い い と 考え て いる 九
ま た ， 素材の 話題 に 関連 し てサポ ー タ ー と 対話を行 う た め の 「サポ ー タ ー と 一緒 に 話 し ま し ょ う 」 は ，
学習者が楽 し み な が ら 学習 に 取 り 組む こ と だ け で な く ， 対話 を通 し て 学習者 と サポ ー タ ー と が互 い の 信
頼関係 を徐 々 に 築 い て い く こ と も ね ら っ て いる。 こ れ は， 継続的 な 学習 に は重要な こ と である。 加 え て ，
相互のや り 取 り に よ っ て， サボ ー タ ー が， 学習者の 新 た な ニ ー ズ を 掘 り 起 こ す， 学習者が生活上で抱え
る問題 に気づ き ， 共 に考える問題 と し て 認識するな ど と い っ た こ と も 考 え ら れるが， こ れ ら の こ と も ，
対話 を し な が ら 学習 を進 める こ と の 大 き な 効用 だ と 考え ら れる。
5 .  2 .  2 r生活の中の漢字」 の作成 にあたって
「生活 の 中 の 漢字」 の 作成 に お い て は， ま ず， 各課で取 り 上 げる生活素材を 選定 し ， 次 に 教材化を行 っ
た。 表 2 は， 各課で取 り 上 げ た 生活素材 と ， そ れ ら の 素材 に 付随する技能 の 一覧である。
表 2 各課 の 生 活素材 と技能
B : ス ー パ ー の ポイ ン トカー ドの 申込書 日 付 ， 住所， 生年月 日 ， 住所， 電話番号 を 書 く
晶圃 晶圃 晶 骨 骨 骨 -....... . .....・ 4砕 ー・・・ ー ー骨骨 骨骨骨' ーー・・ ・....... ・ ー ーー ーーー 晶 ，・・ 晶 ー・ー- ・・ー ーー ー・ ‘ ー・ ‘・・ ー・ ・ ..__...-....‘・・・ ー・・・・‘・・・ ー・・ ........ ・・ ・“
1 I B : ATM の 手数 料の 表示 ‘ 曜日 や時間帯別 の 手数 料を読み取 る
C: 回覧板 - 行事の 日 時 ， 目 的地な どを読み取 る- 回覧板 を 回す 際 に 必要な 行動を確認す る
B : 食品の 表示 食品の量や価格 ， 消費期限を読み取 る
一 一- 一ー ーー 一 一ー 一 一ー ・ 一 一 一一一 ー 一一『一一ー・......‘ _..一一 日 ・一日....・日....... ..晶 '・・ 4酔 唱・・ ・a・ ・ー・ 4酔・a・ ・・・ ・ーー ・・ー ・ー ・・・・.....
2 IB : ス ー パ ー の売り 場案 内 各 食品の売り 場が どこ か を読み 取 る
C: ス ー ノ f ー の チ ラ シ 各 食品の 価格 ， 割引率な どを読み取 る
B : 飲食庖 の 営業時間案 内 庖 の 営業時間 や定休日 を読み取 る
一 ー ー一 一一一 一 一ー ー 一 ー一一一一ー 晶 晶一 一-_-_-_.- 日圃晶・日 ‘一一・叫 日 晶日目 日晶 ....... 晶 日 “ ・ 4酔 a‘・‘ ・ “ +・ . “ ・・・・・ ，・ ・ 合唱・ ・・ー ..... ......... ・・・合........... ・
3 1 B : パ ー ト・ ア ルバ イ トの 募集広告 仕事の 内容 ， 給 料， 勤務時聞 を読み取 る









B : 資源 回収の お知 ら せ・ ・m・ ・ 一 一 ・ 一一
B : ご み収集 日 を 表示 し た 看板
『 一一一 -一 一 一 一- 一 一 -一 一 一一 ・ー』・4・一・ ー・ ・』 ー ・一 一 一一一一 』 ー ・ ・一 色』 一 世 合』合合
B : カ ル チ ャ ー 教室 (親子教室) の 案 内
C: ご み ・ 資源 物の収集 カ レ ン ダ ー
B : 暖房器 ( フ ァ ン ヒ ー タ ー) の ボ タ ン
・ ーー ・....ー・ ーー，骨骨 骨骨 ..........・・ ーー...... ..............‘亭亭 噂・‘.........‘ ‘・‘ ・......-... ・・ ・ ‘・‘・
B : 炊飯器 の ボ タ ン
日 時 晶 一一日 『圃 . .... ...__.......... 日戸圃 ・_...._- .....-_..・ ・m ・・一 一 一 ーー ー』ーー一 一ー 一 色
B : 洗濯機の ボ タ ン
C: DVD レ コ ー ダ ー の説明書
B : 天 気予報
............ .. ......................... .............. ・................. ・ ......・ H・ H・ ・ ..... ・ H ・
B : 電気使用量の お知 ら せ
・ ・・ ‘・ ・‘・‘ ・‘・‘ー，
B : 病院で も ら う 薬 の 袋 の 表示
C: 問診票
B : 通 信販売の 送 料
.........-・ ......... 亭 日時 四 .................. ....... ..................... ............ ー ...... ・p ・ ... ...-・一一 ー
B : 工事案 内の 看板
C: ATM の 表示
B : 注意書 き の 看板
一 一 一 一 一一 一 一一一-一一 一一一 一 一一一一一一一一 一 一 . ....._.....・
B : 車 検の チ ラ シ
C: が ん検診 の お 知 ら せ
B : 地域の 教室の お知 ら せ
B : ス ケ ジュ ー ル帳
C: 図書 館の 利用 案 内
B : 避難 所の 案 内 看板
.......... 骨 骨争 骨 骨骨......... 圃 晶a ・ ・ ・・ ‘ーー ー ‘・
B : 家計簿
C: 駐車 場案 内
回収時間 や回収 物 の種類を読み取 る
一 一 一 一 一 一 一・ “一 一・ 曲 目 一一 一h 一一. ‘一 “一一一吋 合. .... ...... ....._........- .......... ー 晶 日晶 日
収集す る ご み の種類 と 曜日 を読み取 る......... 曲 目台 骨 ..... ........... .................. ........・ .................._..._..... ....... ............. ・
教室の 内容 ， 曜日 と 時間， 問 い合 わ せ方法を読み取 る
収集す る ご み の種類 と 曜日 ， 分別方法を読み取 る
運転開始 ・ 終了 時 ， 温度調節時 の 使用 ボ タ ン を選 ぶ
一 一ー ーー ーー ーー ーー 一一 一 一一一一 一ー 一........_._一- 一 一ー 一一 一一一一一-一一一一一一一一一ー 一一一 一 一ー 一 ・・・ 一 一 一一一一一一' 一 一一 一ー 一一 ーー
炊飯開始時の ボ タ ン を選 ぶ， 各 ボ タ ン の 機能 を確認す る
一一 日 ・ ... .................... ............・ H・ ......_...
洗濯開始時 の ボ タ ン を選 ぶ， 適切な 洗剤 の 量を確認す る
番組 の録画予約方法 ， 録画番組の 視聴方法 を読み取 る
天 気予報の 内容 を読み取 る
..........四 日・ ......... ...................... ................・ ・.-..-・ P・--.._....._......... .....-...・ P・ ・目 .-..・ ・... ・...... 目・ .................... ・....... ・ ・.
該 当 月 ， 電気料金を読み取 る
日 昼日 早白 山 晶 晶 晶一ー.日昼 圃 晶 日 晶 ・ ‘ ・・a 一 一 一ー .日晶 一一・日昼 ・ ・ 晶 一 一 ・ ‘
何 日 分の薬か ， い つ 飲ま な け れ ば な ら な い か を読み取 る
- 問診票 を書 く
- どん な 場合 に 問診票を書 く の か を確認す る
地域ご と の 送 料を読み取 る
......-一 一一 .._- 圃._....... ..........・....... ...... ................・日明日 _...._..._..._..._...- ......... ............ ........ ・ .....................
工事期 間 ， 迂 回路を読み取 る
振込時の使用 ボ タ ン を選 ぶ， 手数 料を読み取 る
看板 の 内容を読み取 る
‘ ド 町酔 守 晶晶晶 晶晶 ・ 晶 晶 晶 .‘・ ‘・‘・‘・.‘・‘・‘・ .‘晶 ‘・‘晶 晶圃 ・・ ‘・・・ ‘・・ ・ ・・ ‘・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・ ・ a ・・・ ‘ー.
車 検時期 ， 予約方法を読み取 る ， 持ち 物を確認す る
検診 の 対 象者 ， 日 時， 料金 ， 申 し 込 み方法を読み取 る
教室の 内容， 日 時 ， 持ち 物を読み取 る
ス ケジュ ー ル を 書 き 込 む
利用方法 ， 本 の 返却方法 ， 開 館時聞を読み取 る
どん な 場合 に 利用 す る も の か を確認す る
一.......................・ H ・ H・リ .............................._...................‘.............刊圃 ...... 晶圃.... . ....._...日晶圃 日昼戸一ー ー一 一ー 一 一
項 目 名 を理解す る ， 家計簿を書 く
料金 ， 割 引 シ ス テ ム を読み取 る
生活素材 の 選定 にあた っ て は， ま ず， 学習者 に と っ て 身近だ と 考 え ら れる生活場面 を取 り 上 げ， そ こ
で必要 と な る読み書 き に 関 わる素材 の う ち ， 既習漢字や既有知識を用 い て 何 と か必要 な 情報を読み取る
こ と が で き る レ ベ ル の も の を 選ん だ。 様 々 な 背景 を 持つ学習者の 使用 が想定 さ れる 「教材」 の 性質 上，
で き るだ け 多 く の 学習者 に 共通 し て 必要 だ と考え ら れる素材 を 選ぶ よ う 留意 し た。 た だ本来は， 本教材
の 素材 を 参考 に し な が ら ， そ れ ぞ れ の 支援者が各学習者の 背景や生活 に 合わ せ た生活素材 を 準備するの
が， よ り 良 い学 び の た め に は 有効 だ と 考 え ら れる。 そ こ で， 可能であれ ば各学習者 に 合 わ せ た素材を準
備する こ と が望 ま し い と い う こ と を ， サポ ー タ ー に 向 け た メ ッ セ ー ジ で示 し て いる。
各課 に素材を配置する にあた っ て は， r ご みJ r電気製品」 な ど， 同ーの生活場面か ら 取 り 出 し た 素材
を可能な 限 り 一つ の 課 に ま と め ， 学習者が学 びやす い よ う に し た 。 た だ， 当該課の 学習漢字を含む も の
と い う 観点 か ら も 素材 を 選ぶ必要があ っ た た め， 異なる生活場面か ら 取 り 出 し た素材 を組み合 わ せ て い
る課 も ある。
5 . 3 サボー タ ーヘ 向 け ての メ ッ セー ジ
『 こ こ 漢』は， サポ ー タ ー の支援 を 受 け な が ら 学習 を 進 める こ と を 想定 し て いる。 そ こ で， 冒頭の 「 こ
の 本 を つ く っ た わ け」 で外国人 の 読 み書 き に 関 わる状況や識字教育の 意義や 目 的 を 述べた上で， そ れ に
続 く 「 こ の本を使 っ てサポ ー ト するみ な さ ん へ」 で， 識字教育の枠組 み で の 『 こ こ 漢』の 目 的， 教材の
内容， 実際の活動 の 進 め 方や留意点 を詳 し く 述べて いる。 ま た ， 本文 中 で も ， 該 当 箇所 に 吹 き 出 し を つ
け . rサボー タ ー の み な さ ん へ」 と し て 活動 を 進 める際 の ポ イ ン ト を 細 か く 示 し て いる。 こ れ ら の メ ッ セ ー
ジ は ， 1 ) 識字教育の 意義や識字教育 の枠組み の 中 で の サポ ー タ ー の 役割 に 関 わる も の と ， 2 ) 活動 を
進める際の方法 に 関 わる も の と が あ る 。
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1 ) の 例 に は， 以下の よ う な も の がある。
① 「 こ の 本 を使 っ て 外国人を サ ポ ー ト するみな さ ん へ」 で の メ ッ セ ー ジ 例 * ( ) は筆者注
• 1 3 . こ の 本の 目 的 は ? J よ り
こ の 教材 を使 っ た 活動 を通 し て ， 学習者が識字学習 を継続的 に行 う の に ， 時 に 寄 り 添い， 時
に 導 い て く れるサボー タ ー を 学習者が得る こ と も ， 大 き な 目 的 の一つ だ と わ た し た ち は考え
て い ま す。
• 1 4 . そ れ ぞれ の 課 の 構成 は ? ど う や っ て 使 っ た ら い い ? J よ り
(1生活 の 中 の 漢字」 を 素材 に し て ) 対話 を 通 し て 相手 の こ と を よ く 知る こ と で， ( 中 略) お
互 い の 信頼関係 を作 っ て い く こ と に も つ な が り ま す。
• 1 5 . サポ ー ト の コ ツ い い伴走者 に な ろ う 」 よ り
外国人か ら は 「一人で は と て も 勉強 を 続 け ら れ な い」 と い う 声を よ く 聞 き ま す。 サ ポ ー ト す
る側 の 大 き な 役割 は ， 相手の 学 び に 寄 り 添 う こ と だ と ， わ た し た ち は 感 じ て い ま す。 た だ相
手 に 知識 を 受 け 渡す と い う の で は な く ， 時 に 外国人 と と も に考え， 時 に ア ド、 バ イ ス し な が ら ，
相手の ペ ー ス に 合 わ せ て サ ポ ー ト し て い く と い い と 思 い ま す。
②本文 中 の 「 サ ポ ー タ ー の 皆 さ ん へ」 で の メ ッ セ ー ジ 例
• 1生活 の 中 の漢字」 の 「サ ポ ー タ ー と 一緒 に 話しま し ょ う 」 に つ い て
自 分 の こ と も 話 し ま し ょ う 。
• 1作文」 に つ い て
(作文 を 書 く 前に サ ボ ー タ ー と 話す段階で) お 互 い の 学校や教育制度 の 違 い を 見 つ けるの も
い い で、す ね。
• 1作文」 に つ い て
サ ポ ー タ ー も 自 分 の こ と を話 し て ， 書 き ま し ょ う 。 そ れ を 外国人参加者 と 一緒 に 読ん で み て
も い い ですね。
② の 本文 中 の メ ッ セ ー ジ にある 「 自 分 の こ と も 話 し ま し ょ う 」 と い う の は， 自 身 を 「教える人」 と 固
定 し て 位置づ け が ち な サ ポ ー タ ー に ， 自 身 も 学習者 と 共 に 学ぶ人で、ある と い う 意識 を 喚起するた め に
繰 り 返 し 記 し て いる。 「違 い を見つ けるの も い い です ね 」 と い う メ ッ セ ー ジ も ， 一方的 に 学習者の こ と
だ け を 聞 く の で は な く ， 互 い に 情報 をや り 取 り する と い う 姿勢をサボー タ ー に促す も の である。 こ れ ら
1 ) に 挙 げ た サ ポ ー タ ー へ の メ ッ セ ー ジ は， 外国人 の 読 み 書 き 教育 を識字教育 と 位置付 け， 支援者 も 含
め て 「何の た め に ， 外国人が読み書 き を 学ぶ の か， そ の 意義 ・ 権利 と 共 に ， 外国人の習得 に 関 わる困難
さ を学ぶ」 こ と を 目 指す 『 こ こ 漢』の特徴 的 な も の と 言えるだ ろ う 。
2 ) の 例 で は， 以下 の よ う な も の がある。
① 「 こ の 本 を使 っ て 外国人 を サ ポ ー ト するみな さ ん へ」 で の メ ッ セ ー ジ 例
• 1 4 . そ れ ぞ れ の 課 の 構成 は ? ど う や っ て 使 っ た ら い い ? J よ り
(1漢字 の意味 と 読み方を覚 え ま し ょ う 」 に つ い て ) こ の リ ス ト に は ， で き るだ け学習者が理
解 しやす い生活 に 密着 し た こ と ば を取 り 上 げ て い ま す。 で も ， 外国人が こ と ば の 意味 が わ か
ら な い場合 は ， そ の こ と ば を使 っ た 例文 を た く さ ん挙 げ て み た り し て ， 意味を確認 し ま し ょ
う 。 辞書 を使 っ て も い い です。
. 1 5 . サポ ー ト の コ ツ 」 よ り
サ ポ ー ト する側が一方 的 に 話す の は避 け ま し ょ う 。 説明するば か り で は な く ， で き るだ け 外
国人 に 問 L 、 か け て ， 相手が答 え ら れ な か っ た ら こ ち ら か ら 提示する と い う こ と を 心が け ま
し ょ う 。
② 「サ ポ ー タ ー の み な さ ん へ」 よ り
・ (学習者が質 問 の 答 え を ) わ か ら な か っ た ら ， す ぐ に 答 え を言 わ ず に ， ヒ ン ト を 出 し た り し て
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ち ょ っ と 待 っ て み ま し ょ う 。
• (1生活 の 中 の 漢字」 の 「サポ ー タ ー と 一緒 に 話しま し ょ う 」 に つ い て ) 今 ま でした 仕事で大変
だ っ た こ と ， 楽しか っ た こ と な ど， こ れ (筆者注 : 教材で示した質 問項 目 ) 以外 に も 話 を広 げ
ま し ょ う 。
・ (1生活 の 中 の 漢字J に つ い て ) 書 い てある内容を 全部理解する必要 はあ り ま せ ん。 一緒 に ( 1 )
� ( 5 ) (筆者注 : 1考え ま し ょ う 」 の質 問) を考え な が ら ， 必要な 部分 に 注 目 して 読ん で も ら
う よ う にしま し ょ う 。
こ れ ま で筆者 ら は， 自身が コ ー デ ィ ネ ー タ ー と して 教室活動全体 を 進行する 中 で， 学習者がサポ ー タ ー
と l 対 1 で学習 を行 う と い う 形式 の 教室で の 地域 日 本語教育実践を行 っ て き た。 こ の 実践 の 中 でサボー
タ ー の 学習支援 の 様子 を観察して いる と ， 非 日 本語教育専門家のサボー タ ー に と っ て は， 活動 の 進 め 方
を具体的 に 示 さ な い と ど う 行動した ら い い の か わ か ら な い の だ ろ う と考え ら れるポ イ ン ト が， 複数のサ
ポ ー タ ー に 共通して 見 ら れ た。 2 ) の メ ッ セ ー ジ は こ れ ら 進 め 方の留意点 を 示した も の であ り ， 教材の
各段階 に お い て 細か く 示す よ う に し た 。
6 . おわ り に
地域教室 で生活者 に 対する読み書 き 教育 の 実践を 重ねる 中 で， 識字教育 と い う 枠組 み で， 学習者 の 漢
字体系の習得の しやす さ に も 配慮、した教材 の 必要性を感 じ ， w こ こ か ら は じ める漢字 100 ーシス テ ム で
学ぶ生活 に 役立つ漢字 一』を作成した 。 本教材 の 特徴 は ， 継続的 な 学習 に つ な げる こ と を 大 き な 目 標 と
して 掲 げ て ， 漢字のシス テ ム と 生活漢字 を 結 ひ'つ け ， そして， サポ ー タ ー が学習者 の 学 び を支援する こ
と を想定し， サポ ー タ ー に 向 け た メ ッ セ ー ジ を教材全体 に 配して いる こ と である。
こ のサポ ー タ ー の 在 り 方が， 識字教育 と して の地域 日 本語読み書 き 教育 に は， 重要である。 サボー タ ー
の 在 り 方が， 読み書 き を ， 単なる 「教え 込 む」 教育か否か を 分 ける一つ の分岐点 に なる と 言 っ て も 過言
で は な い だ ろ う 。
サポ ー タ ー 教育 は ， ま ず支援者 (サボー タ ー ) 養成講座 に 始 ま る。 養成講座 の 内容 と 方法の詳細 に つ
い て は， 紙幅 の 関係 で 別 の 機会 に述べるが， そ こ で最 も 力 点 が置 か れるの が 「何の た め に ， 外国人が読
み書 き を 学ぶ の か， そ の 意義 ・ 権利 と 共 に ， 外国人の習得 に 関 わる困難 さ 」 を ， ホ ス ト 社会側 の 日 本人
が学ぶ こ と である。 こ の 「習得 の 困難 さ 」 と は ， 彼 ら の 認知 的 な も の だ け で な く ， 社会文化的 な 面か ら
も考え ら れ な け れ ば な ら な L 、 。
本教材 に は， 5 .3 で示した よ う な メ ッ セ ー ジ で， サポ ー タ ー の支援 の 手 引 き をし， そ れ に よ り 識字教
育 の 意識喚起 を 多 少 な り と も 促す仕組 み が な さ れ て いる。
識字教育 と し て の読み書 き 教育を 実践 し て み て ， サポ ー タ ー に よ っ て支援が学習者へ の エ ン パ ワ メ ン
ト の 萌芽 を 感 じ さ せる も の であ っ た り ， 反対 に エ ン パ ワ ー ど こ ろ か， デ ィ ス カ レ ッ ジ さ せる も の であ っ
た り ， い ろ い ろ 観察で き る。 教師 (本実践 で は ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー ) の 役割 も 重要であ ろ う 。 サポ ー タ ー
の ど の よ う な支援が， コ ー デ ィ ネ ー タ ー の ど の よ う な 仕掛 けや教育的介入が， エ ン パ ワ メ ン ト に よ り よ
く つ な がるの か， 今後 の 実践の 中 で調査を 続 け て ， 地域 日 本語教育 に 意味のある提言 をして い く こ と が
今後の課題である。
注
( 1) 基本的 な 漢字の シ ス テ ム を簡単に提示す る た め に ， I山J I木」 な どの 漢字 の 例を挙げて は い る が ， I学習漢字」
と し て取 り 上 げ た 漢字 は な し、。
( 2 )  表 l で は 便宜上 「 へん ・ っく り 」 な どの部首名 を記 し て い る が ， 教材で は部首が漢字 の どの 部 分で あ る か と い
う こ と は 問題 と し て お ら ず ， I上下で わ が れ る J I左右で わ か れ る 」 な ど， 字形 の 構造の パ タ ー ン に の み着 目 さ せ
る よ う に な っ て い る 。
ハUつ中
(3) I酒」 の 部首 は 「酉」 だが， I洗J I油」 な ど部首が 「 さ ん ず い」 の漢字 と 併せ て 取 り 上 げ た方が， I さ ん ず い」
の意味を理解す る 上で も ， I酒J を 覚え る 上で も 効果 的 で あ ろ う と い う 判断か ら ， I洗J I油」 な ど と 同 じ グ ル ー
プ と し て こ こ で取 り 上げて い る 。
(4) 新矢他 (1998) で も ， 非漢字系学習者 に 対す る 入門期 の 漢字教育 の 実践 に つ い て ， I書 け る よ う に な る こ と は
漢字認識能力 が十分 に 発達 し て か ら 期待すべ き 能力 で， ま ず認識能力 の 発達が字形習得 の 第一段階で あ る と 考え
た。 こ の 段 階 で 「書 け る こ と 」 を 目 指す こ と は 学生 の 負 担 を 増加 さ せ， 有効 な 指導方法で は な い と 考え ら れ る 」
と し ， I本 プ ロ グ ラ ム で は し ば し ば漢字を 書 く と い う 活動 を 行 う が， こ れ は 書 け る よ う に な る た め に 書 く こ と を
目 指 し て い る の で は な く ， 漢字の字形認識の た め の 活動で あ る 」 と し て い る 。
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1 . 留学生セ ン タ ー 1 年の歩み
富 山 大学留学生 セ ン タ ー は， 学 内共同教育研究施設 と し て ， 1999 年 4 月 に文部省 (現在 の文部科学省)
省令 に よ り 設置 さ れ た 。
富 山 大学 は 2004 年 に 国立大学法人 と な り ， 2005 年 10 月 に は 富 山 大学 (五福地区) ， 富 山 医科薬科大
学 (杉谷地区) ， 高 岡短期大学 (高岡地区) の 県 内 3 大学が再編 ・ 統合 さ れ て 国立大学法人富 山 大学 と な っ
た。 統合後 は， 3 地 区か ら 「富 山 大学留学生 セ ン タ ー運営委員会」 の 委員 が選 出 さ れ， 留学生 セ ン タ ー
の 管理運営 に 関 する重要事項 に つ い て 審議 し て いる。 2011 年度 は， 山 本孝一セ ン タ ー 長 を委員長 と し て ，
3 回 ( メ ー ル 開催を含む。)の運営委員会が開催 さ れ た。
日 本語教育部門で は， 日 本語研修 コ ー ス ， 日 本語課外補講， 総合 日 本語 コ ー ス の 3 コ ー ス を 開講 し た 。
日 韓共同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム に つ い て は， 日 韓生 の 配置 が な か っ た た め ， 開講 し な か っ た 。 各
コ ー ス で は ， こ れ ま で と 同様 に ， 専任教員 が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を務 め ， 毎 日 の 授業内容 と 学生 の 出欠状
況を記録 ・ 閲覧で き る 「授業記録シス テ ム 」 を活用 する こ と に よ っ て ， 学習 の 進捗状況等を 把握 し た上
で 日 々 の 授業 に 取 り 組む こ と がで き た。 日 本語課外補講 と 総合 日 本語 コ ー ス の 授業シ ラ パ ス は， 英語版
と 中 国語版で の 提供 も 行 っ た 。 そ の 他， 日 本語学習 を 支援するた め のサイ ト 「富 山 大学留学生 セ ン タ 一
日 本語学習支援サイ ト RAICHOJ の 運営， 留学生 か ら の 日 本語 に 関 する様 々 な 相談 に 応 じ る 「 日 本語
相談」 の 実施 も 引 き 続 き 行い， 本学で学ぶ留学生の 日 本語学習 を 多方面か ら 支援 し た。
留学生指導部 門 で は ， 留学生が留学生活で困難を感 じる事 が な い よ う に ， 異文化教育 を 始 め 各種オ リ
エ ン テ ーシ ョ ン を 実施 し た。 ま た ， 異文化教育の 一環 と し て ， 異文化交流パ ー テ ィ ー ， ホ ー ム ビ ジ ッ ト ，
ホ ー ム ス テ イ 等 の 留学生 と 日 本人間 の 異文化相互理解 を 深 めるた め の 活動 を行 っ た。 さ ら に ， 留学生や
日 本人学生等 に 対する指導 ・ 助言 お よ び留学相談の た め の 面談 を行 っ た。
学部教養教育 (五福地区)で は， 外国人留学生 の た め に 開講 さ れ て いる 「 日 本語」 と 「 日 本事情」 科
目 を 担 当 し ， 総合科 目 である 「 日 本事情」 で は 担当教員が授業を コ ー デ ィ ネ ー ト し た 。
201 1 年 9 月 お よ び 2012 年 2 月 に は， 留学生指導 の 充実 を は かる た め ， I富 山 大学留学生教育指導連
絡会議」 を 開催 し ， 留学生 に 関 する様 々 な 問題 に つ い て ， 各学部 お よ び事務組織 と 情報交換 ・ 意見交換
を行 っ た。 ま た . 1富 山 県留学生等交流推進会議」 総会 と 合わ せ て 開催 さ れる 「留学生 と の 座談会」 で は ，
参加留学生達へ の 指導 ・ 助言 に 加 え ， 司会 を 担 当 する等の 協力 を し た。
留学生 セ ン タ ー 教員 は， 本年度 も セ ン タ ー 業務を順調かっ確実 に 遂行 し た。 今後 も ， 留学生 に 対する
日 本語教育 ・ 異文化教育お よ び支援 の 充実を は か つ て L 、 く 。
円三uqL 
2 . 日本語教育部門
日本語研修 コ ー ス報告 (201 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
後藤寛樹
1 は じ め に
大学院入学前予備教育 日 本語研修 コ ー ス は， 主 と し て ， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れる大使館推薦国
費研究留学生 お よ び教員研修留学生 を 対象 と し た 日 本語集 中 コ ー ス で， ‘ 毎年 4 月 と 10 月 に 開講 し， 各
期 15 週 間 75 日 の コ ー ス を提供 し て いる。 富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 1999 年 10 月 に 第 1 期 を 開講 し ，
2012 年 3 月 に は 第 25 期生を 送 り 出 し た 。 富 山 大学 に 配置 さ れる国費研究留学生 ・ 教員研修留学生 の 数
は 少 な し 受講定員 に 余裕 がある た め， 2000 年 10 月 開講の 第 3 期 日 本語研修 コ ー ス か ら は， 学内公募
を 実施 し て ， 大学推薦 国費研究留学生や私費研究生等 も 受 け 入 れ て いる。 本稿 で は， 201 1 年 4 月 か ら
開講 し た 第 24 期 と 同年 10 月 か ら 開講 し た 第 25 期 に つ い て 報告する。
2 受講者
第 24 期 は， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れ た 国費研究留学生 l 人， 学 内公募 に よ る私費留学生 2 人 が
受講 ・ 修 了 し た 。 第 25 期 は ， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れ た 国 費教員研修留学生 3 人， 学 内公募 に よ
る私費大学院生 ・ 研究生 2 人が受講 ・ 修了 し た。 受講 ・ 修 了 者 は 表 l の 通 り である。
表 1 日 本語研修 コ ー ス 受講 ・ 修了 者 (第 24 期 ・ 第 25 期)
ラ フ ァ エ ル ブ レ タ ス ヴ ィ エ イ ラ
23 I ヴ ハ イ ニ ン
ブ ラ ジ ル | 富 山大学
ベ ト ナ ム | 富 山 大学
虞 埜 ( グ エ イ ) 中
ガ
国 | 富 山 大学









ア ド エ リ ッ ク コ フ ィ
ラ ウ リ ス ミ ケ ン ス
24 I ヒ ル フ ァ ト ゥ ル ジ ャ ン ナ
ラ ト ピ ア | 富 山 大学
イ ン ド ネ シ ァ | 富 山 大学
李
曹
鰻 ( リ コ ン )
謹 ( ソ ウ シ ン )
中
一中
国 | 富 山大学
園 | 富 山 大学
3 コ ー ス担当者
第 24 期， 第 25 期 と も に ， セ ン タ ー 専任教員 5 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治， 漬
由 美和) と ， 非常勤講師 7 人 (加藤敬子， 高 畠 智美， 中 河和子， 永 山 香織， 藤 田 佐和子， 松 岡裕見子，
横堀慶子) が授業 を 担 当 し ， 後藤寛樹が コ ー ス の コ ー デ ィ ネ ー ト を行 っ た。
4 コ ー ススケ ジ ュ ール
第 24 期 は， 2011 年 4 月 8 日 (金) に 開講式， 周年 9 月 29 日 (木) に修了式を， 第 25 期 は ， 201 1 年
10 月 7 日 (金) に 開講式， 2012 年 3 月 1 日 (木) に 修 了 式を行い， ど ち ら の 期 も 15 週 間 75 日 の 集 中
授業を行 っ た。 各期 の 主な ス ケ ジ ュ ー ル は以下の通 り である。
A斗AnL 
< 第 24 期 >
2011年 4 月 6 日 (水)
4 月 7 日 (木)
4 月 8 日 (金)
4 月 1 1 日 (月 )
5 月 25 日 (水)
6 月 17 日 (金)
6 月 24 日 (金)
7 月 16 日 (土)
7 月 29 日 (金)
8 月 1 日 (月 ) -- 9 日 (火)
8 月 10 日 (水)
9 月 29 日 (木)
< 第25期 >
2011年 10月 4 日 (火)
10月 5 日 (水)
10月 6 日 (木)
10月 7 日 (金)
10月 11 日 (火)
11月 11 日 (金)
11月 16 日 (水)
12月 20 日 (火)
文科省配置学生 : 諸手続 き ， オ リ エ ン テ ーシ ョ ン ， ひ ら が な
学 内公募選考
学 内公募受講生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
開講式
授業開始
異文化交流パ ー テ ィ ー
「私の 国」 発表会
フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ (富 山 市民俗民芸村)
ホ ー ム ピ ジ ッ ト
授業終了
ス ピ ー チ練習， 文集作成
ス ピ ー チ 発表会 ( 1私の 専 門」 発表会)
修了式
文科省配置学生 : 諸手続 き ， ひ ら が な
文科省配置学生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
学 内公募選考
開講式， 学 内公募受講生 : オ リ エ ン テ ーシ ョ ン
授業開始
フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ (高 岡市瑞龍寺 ほ か)
異文化交流パ ー テ ィ ー
「私の 国」 発表会
12月 22 日 (木) -- 2012年 1 月 4 日 (水) 冬季休業
2012年 1 月 21 日 (土) ホ ー ム ビ ジ ッ ト
2 月 10 日 (金) 授業終了
2 月 13 日 (月 ) -- 20 日 (月 )
2 月 21 日 (火)
3 月 1 日 (木)
ス ピ ー チ 練習， 文集作成
ス ピ ー チ 発表会 ( 1私の 専 門」 発表会)
修了式
5 コ ース内容
授業 は月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で 1 日 4 コ マ で， 日 本語 と 日 本事情， コ ン ビ ュ ー タ を 中心 と し た 内容で行 っ
た (表 2 ， 3 参照〉 。 初級 ク ラ ス の 「文法J 10 コ マ 中 8 コ マ と 「語葉 ・ 表現J 1聴解J 1文字 ・ 漢字J 1会
話」 各 l コ マ の 合計 12 コ マ ， お よ び， 中級 ク ラ ス の午前中 の 10 コ マ (1文法J 8 コ マ ， 1聴解J 1会話」
各 l コ マ ) は 日 本語課外補講の 授業 と 合 同 で 開講 さ れる授業である。 通常の 授業 の 他 に ， 学生 の個人 の
習熟度やニ ー ズ に 合 わ せ た 指導 を行 う た め に ， 特別指導 も 行 っ た。 コ ー ス 後半か ら は ， 専門課程へ の 橋
渡 し の 教育 と し て ， 自分の 専門 に つ い て の 口 頭発表 と レ ポ ー ト 作成 を行 う 「私の 専門」 プ ロ ジ ェ ク ト も
課 し た。
第 24 期 は， 日 本語研修 コ ー ス に は 中級 レ ベ ル の 受講者 が お ら ず， 初級 レ ベ ル の 受講者 の み であ っ た
た め， 午前中 は初級 l ク ラ ス で授業を行 っ た が， 午後 の 技能別 ク ラ ス は， 母国あるし 、 は 日 本で一定 の 期
間 日 本語 を 学ん だ こ と がある学生 と 学習歴が ほ と ん ど な い 学生 と に 分 け て授業を行 っ た。 ま た ， 文字 ・
漢字 の ク ラ ス は 漢字 国 出 身者 と 非漢字 圏 出 身者 と に 分 け て 授業 を行 っ た。 第 25 期 は， 受講者 を 日 本語
戸町U円4
能力 に 応 じ て 初級 と 中級の 2 つ の レ ベル に 分 け て 授業を行 っ た 。 ま た ， コ ー ス 開講途 中 で受講者の l 人
が交通事故 に 道 い ， 約 2 週間入院する こ と に な っ た が， 退院後 の 約 2 週間， 日 本語教育部 門 の 教員 が手
分 け を し て ク ラ ス に 復帰するた め の 特別補習 や通院の 付 き 添 い 等 に 当 た っ た。
5 .  1 時間割

















， ， . 、 、
一
コ ン ビ ュ ー タ | コ ン ビ ュ ー タ | 語葉 ・ 表現
(漬 田 ) I (演 田) I (加藤扶)
聴解 | 特別指導 | コ ン ビ ュ ー タ
(藤 田 ) I (加藤扶 ・ 副島) I (後藤)
文字 ・ 漢字 | 日 本事情
(演 田 ) I (出原)
コ ン ビ ュ ー タ | 読解 ・ 作文
(後藤) I (副 島)
特別指導 | 特別指導
(漬田 ・ 後藤) I (加藤扶 ・ 副島)
※網か け の ク ラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス で あ る 。
※ 日 本語研修 コ ー ス の 受講者 で 中 級 ク ラ ス の 午前の 授業 を受講 し た も の は い な か っ た。
表 3 第 25 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割
4 
( 1 4  : 45 � 1 6  : 1 5) 
初級 | 中級
コ ン ビ ュ ー タ | コ ン ビ ュ ー タ | 文法 C
(漬 田 ) I (漬 田) I (加藤扶)
作文 | 特別指導 | 特別指導
(加藤扶) I (加藤扶 ・ 副島) I (漬田 ・ 後藤)
文字 ・ 漢字 | 日 本事情
(演 田 ) I (出原)
コ ン ビ ュ ー タ ! 文法 C
(後藤) I (副 島)
読解 | 特別指導 | 特別指導
(副島) I (漬田 ・ 後藤) I (加藤扶 ・ 副島)
※網か け の ク ラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同 で 開講 さ れ る ク ラ ス で あ る 。
5 . 2 日 本語科 目
初級 ク ラ ス で は， 基本的 な 日 本語文法を習得 し ， 運用 で き る よ う に なる こ と ， 文字 に つ い て もひ ら が
な や カ タ カ ナ ， 基本的 な 漢字 を 習得する こ と を 目 的 と し て 授業を行 っ た 。
中級 ク ラ ス で は ， こ れ ま で に 身 に つ け た文法や語嚢 の 知識を も と に ， 中級 レ ベル の文法や語葉 を習得
し ， 運用力 を つ ける こ と を 目 指 し て 授業 を行 っ た 。 午後 の 「文法 CJ の 時間 に は， 文法事項 の 復習 と 定
着の確認を行 っ た。
phu つ中
ま た ， ど ち ら の ク ラ ス で も ， 独 自開発教材 を用 い て ， 正 し い 日 本語 の 発音 を 身 に 付 けるた め の 指導 も
行 っ た 。
[使用 テ キ ス ト ] (主な も の の み)
< 初級 ク ラ ス >
文 法 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， ll �  ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 み ん な の 日 本語初級 I ， ll 書 い て 覚える文型練習帳� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『毎 日 の 発音練習� (独 自開発 テ キ ス ト )
聴 解 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， II 聴解 タ ス ク 25� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 わ く わ く 文法 リ ス ニ ン グ 99� (凡人社)
『絵 と タ ス ク で学ぷ に ほ ん ご� (凡人社)
『 に ほ ん ご き い て は な し て� ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ)
「楽 し く 聞 こ う � (凡人社)
『 日 本語生 中継』初 中級編 1 ( く ろ し お 出 版) (第 24 期)
語葉 ・ 表現 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， ll �  ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
読解 ・ 作文 『 み ん な の 日 本語初級 1 ， II 初級で読める ト ピ ッ ク 25� ( ス リ ーエー ネ ッ ト ワ ー ク )
「み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『楽 し く 読 も う � (凡人社)
文字 ・ 漢字 『 ス ト ー リ ー で覚える漢字 300� ( く ろ し お 出版)
「漢字系学習者 の た め の 漢字か ら 学ぶ語葉� 1 ， 2  ( ア ル ク ) (第 24 期)
会 話 『 ク ラ ス 活動集 10U r ク ラ ス 活動集 13U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
「楽 し く 話そ う � (凡人社)
『 に ほ ん ご き い て は な し て � ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ)
『聞 く ・ 考える ・ 話す 留学生 の た め の初級に ほ ん ご会話』
( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) (第 24 期)
< 中級 ク ラ ス > (第 25 期 の み該 当 )
文 法 A r J.  Bridge� (凡人社)
文 法 B r 日 本語 中 級 J30U r 日 本語中級 J50U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
文 法 c r み ん な の 日 本語初級 1 ， II � ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『 み ん な の 日 本語初級 I ， ll 書 い て 覚える文型練習帳� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『初級 日 本語文法総 ま と め ポ イ ン ト 20� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク 〉
『中級 日 本語文法要点整理 ポ イ ン ト 20� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
「毎 日 の 発音練習� (独 自開発 テ キ ス ト )
聴 解 『新 ・ 毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 』上 ・ 下 (凡人社)
『毎 日 の 聞 き 取 り plus40� 上 ・ 下 (凡人社)




nntermediate Kanji Book� Vol . 1  (凡人社)
『 日 本語 の 表現技術 読解 と 作文 中級� (古今書院)
『 み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
円iつ山
5 . 3 日 本事情
学内か ら 国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 募集 し た 日 本人学生 と の交流 ・ 活動 を 通 し て ， 日 本社会 に
つ い て 学 び， さ ら に は習得 し た 日 本語を実際 に 使 う 機会 を 提供する。
ま た 留学生 と 日 本人学生が共 に 自 国 の 言語や文化 に 対する関心を高 め， 異文化を理解 し ， 異文化 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を養 う こ と を 目 指す。
5 . 4 コ ン ビ ュ ー タ
こ の 授業で は ， 留学生が 日 本語環境で コ ン ビ ュ ー タ の 基本的 な 操作 を する こ と が で き ， ひ ら がなやカ
タ カ ナ ， さ ら に 漢字な ど も 使 っ て ， 正 し い 日 本語 の 入力 が で き る よ う に なる こ と を 目 指す。 ま た， あわ
せ て ， 大学で の 勉学 に 必要 な 基本 的 な 情報 リ テ ラ シ ー の 習得 も 目 指 し て いる。
日 本語 の コ ン ピ ュ ー タ 用語 に は漢字語やカ タ カ ナ語が多 い た め に難解であ っ た り ， 入力 に お い て も 促
音や劫音 と い っ た特殊音 の 入力 が難 し い な ど， 外国人が 日 本語環境の コ ン ビ ュ ー タ を 用 いる際 に 特有な
問題があるが， こ の 授業で は そ れ を克服で き る よ う に 指導する こ と が大 き な 目 的 である。 ま た ， 専門課
程 で の 勉学 に 備 え て ， ワ ー プ ロ ソ フ ト や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト な ど を使えるよ う に なる こ と も 目 指
し ， 同 時 に 日 本語 で の 電子 メ ー ル の 書 き 方， イ ン タ ー ネ ッ ト の使 い方， お よ び そ れ に付随する著作権や
セ キ ュ リ テ ィ 対策 な ど に つ い て も 指導 を行 っ た。
[使用 テ キ ス ト ] r 日 本語 で で き る! 外国人の た め の パ ソ コ ン の き ほ んj ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
5 . 5 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト
5 .  5 .  1 口 頭発表プロ ジ目 エ ク ト
日 本語研修 コ ー ス に 在籍する留学生 は， そ の ほ と ん ど‘が大学院へ進学する予定の 学生であ り ， コ ー ス
が始 ま っ て半年後 に は そ れ ぞ れ の 専 門課程 に進ん で専門 の 勉強や研究を始め な け れ ば な ら な L 、。 教員研
修留学生 に つ い て も ， こ の コ ー ス が終わる と ， 教育 に 関する さ ま ざ ま な 授業 を 日 本語 で受 け な け れ ば な
ら な い し ， 授業見学を 通 じ て現場 の 教員 と のや り と り が必要 と なる場面 も 多 い。 本 コ ー ス で は， 留学生
が 日 本の 大学院で の 研究活動を 効率的 に 進 め ら れる よ う に ， ス ピ ー チ 発表会で 自 分 の 専 門 の 内容を簡単
に説明する 口 頭発表 を行い， さ ら に レ ポ ー ト に ま と める と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 学生 に 課 し て いる。 学生
そ れ ぞ れ の 留学 目 的 に 合 わ せ て ， 大学院進学予定の 学生 は こ れ ま で 自 国 で研究 し て き た 内容 と 富 山 大学
で研究 し た い 内容 に つ い て， 教員研修留学生 は 自 国 の 教育制度 の説明 と 富 山 大学で学 び た い 内容 に つ い
て ， そ れ ぞれ原稿 と ス ラ イ ド を 作成 し ， ス ピ ー チ発表会 で発表 し ， レ ポ ー ト に ま と める と い う プ ロ ジ ェ
ク ト である。 こ の 活動 は， 一般 日 本語， コ ン ビ ュ ー タ ， そ し て 専 門 の 学習 が一体 と な っ て 行 わ れる も の
である。
具体的 に は， 留学生 は 自 分 の 専門 に つ い て， 専門用語を調べ た り ， 必要な 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト な ど
か ら 得た り ， あ る い は必要 に 応 じ て 所属研究室の 指導教員や学生 に質 問 し た り し た 上で， 作文の 時 間 に
発表原稿 を 作成 し， コ ン ピ ュ ー タ の 時間 に プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト を 使用 し て ス ラ イ ド を 準備 し た。
そ の 後練習 を重ね， 最終的 に は ， コ ー ス 修了前に 開催 さ れるス ピ ー チ 発表会で， 作成 し た ス ラ イ ド を 示
し な が ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を行 っ た (5 .5 .2 参照 )。 さ ら に ， 学生 は 発表原稿 を も と に し て レ ポ ー ト を
作成 し た 。 学生 の 作成 し た レ ポ ー ト は ， 第 24 期， 第 25 期 の も の を ま と め， 日 本語研修 コ ー ス 修了 レ ポ ー
ト 集 『 ら い ち ょ う 』 と し て発行 し た (5 .5 .3 参照) 。
5 . 5 . 2  ス ピーチ発表会
ス ピ ー チ 発表会 は ， 第 24 期 は 201 1 年 8 月 10 日 (水) に ， 第 25 期 は 2012 年 2 月 21 日 (火) に ， そ
れ ぞ れ午後 l 時半 よ り 開催 し た。 第 24 期 は 29 人， 第 25 期 は 26 人の 出 席者があ っ た。 出席者は学生 の
指導教員やセ ン タ ー に 関係 のある教員， 学務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム 職員， 富 山 大学の留学
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生お よ び 日 本人学生な ど で あ る 。
留学生は， 発表会 に 向 け て， 指導教員， 同 じ研究室の先輩留学生， 日 本人学生 に協力 し て も ら い な が
ら 熱心 に 準備を進め た。 発表会 に 向 け た準備 は， 作文 と コ ン ビ ュ ー タ の授業の 中 で行 っ た ほ か， 日 本語
教育部門の 4 人の 教員が そ れぞれ分担 し た学生 に対 し て， 授業時間以外 に も 原稿 チ ェ ッ ク ， 発表練習 な
ど の 指導を行 っ た。
5 . 5 . 3 修了 レポー ト 集作成
ス ピ ー チ 発表会で 口 頭発表を行 っ た原稿を も と に レ ポ ー ト を作成 し ， 修了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て発行 し た。 留学生 は 各 自 の専門 に つ い て の レ ポ ー ト を作成 し た ほ か， そ れ ぞれの期 の 中表紙， 寄
せ書 き ， 写真の ペ ー ジ な どを共同で作成 し た。 各 自 の 能力 を発揮 し ， 話 し合い を 進 め な が ら ， コ ン ビ ュ ー
タ の 授業で学ん だ さ ま ざ ま な文書の作 り 方な どを能率良 ( 活か し ， 完成度 の 高 い文集を作 り 上 げた。
6 成績評価
初級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語Jl) に基づ く 定期試験を実施 し ， ま た ， 1語葉・ 表現」
「文字 ・ 漢字」 の ク ラ ス で は期末試験 を実施 し た。 中級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crJ .BridgeJl r 日
本語 中級 J301J] r 日 本語中級 J501J]) に基づ く 定期試験を実施 し ， ま た ， I聴解J I文字 ・ 漢字」 の ク ラ
ス で は そ れ ぞれ期末試験を実施 し た。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 原稿 と 発表会当 日 の 発表を教
員が採点 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の成績を 出 し た。 コ ー ス 修了時に ， 定期試験， そ の他の試験， 口 頭発表 プ ロ
ジ ェ ク ト の成績を総合 し て， コ ー ス 全体の成績判定を行い， コ ー ス への 出席率 も 含め た成績表を作成 し
て， 受講者本人 と 指導教員へ通知 し た。
7 コ ー ス評価
日 本語研修 コ ー ス で は， コ ー ス 改善 に 役立て る た め に ， コ ー ス 終了 時 に コ ー ス エバ リ ュ エ ー シ ョ ン の
ア ン ケ ー ト を行 っ て い る 。 実施前 に， 成績等 に は全 く 影響 し な い こ と を伝え た上で， 授業の 内容， テ キ
ス ト ， 教師の教え方， コ ン ビ ュ ー タ 授業， 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト ， 日 本人学生 と の 時間， ホ ー ム ス テ イ ・
ホ ー ム ビ ジ ッ ト に つ い て， 調査を行 っ た。 そ れ ぞれ の期の コ ー ス 評価の結果を表 4 ， 表 5 に示す。 な お，
回答方法 は， 5 段階で評点 を つ け る も の と ， 与え ら れ た選択肢か ら 該当す る 答え を選択す る も の と が あ
る が， 回答結果 に つ い て は後者の結果 の み を掲載 し て い る 。 ま た ， 自 由意見は 日 本語 ま た は英語で記入
さ せ， 英語か ら 日 本語への 翻訳， 日 本語の訂正は コ ー デ ィ ネ ー タ ー が行 っ た。
表 4 第 24 期 コ ー ス評価
質問及 び回答結果 . 自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コ ー ス は役 に立 っ た か : C 5 段階評点) - 聴解の授業が も っ と 多 い ほ う が い い と 思 う 。
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
ち ょ う ど い い 3 人
日 本語は上達 し た か :
し た 2 人， 普通 1 人
( 日 本語の 授業)
授業は ど う だ っ た か : C 5 段階評点) - よ か っ た が， ふ つ う の 日 本語法 l を も っ と 勉強
教科書は ど う だ っ た か : C 5 段階評点) し た カ亙 っ た。
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た カ瓦 : C 5 段階評点) - 会話の練習が も っ と 多 い ほ う が い い。
教師の教え方は ど う だ っ た か : C 5 段階評点)
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( テ ス ト )
テ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
テ ス ト は多 か っ た か :
多 い 1 人， ち ょ う ど よ い 2 人
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
授業は役 に 立 っ た か : ( 5 段階評点)
テ キ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
( 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト は た いへん だ っ た か :
ふつ う 3 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
発表会は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
(見学)
見学は楽 し か っ た か :
は い 3 人
見学場所は適当 だ っ た か :
は い 3 人
見学の 時期 は適当 だ っ た か :
は い 3 人
(ホ ー ム ビ ジ ッ ト )
ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 2 人
い い え l 人
時期 は適当 だ っ た か :
は い 3 人
• 2 週 間 で 1 日 全部 テ ス ト を す る の は 多 す ぎ る 。
授業の 時聞 が少な く な る 。
・ テ ス ト の フ ィ ー ド、パ ッ ク が多 い ほ う が L 、 L 、 。
- コ ン ビ ュ ー タ で漢字を た く さ ん 習 っ た。 日 本
語の タ イ ピ ン グ は と て も 大事だ。
- 時間 を か けす ぎ だ。
・ い い活動な の で， 意見は な い。
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 富山 の伝統文化を習 っ た0
. 初め て の場所を見た。
どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ ゆ か た を着 ら れ た し ， パ ー テ ィ ー に も 行 け た0
. 日 本人の生活が体験で き た。
どん な と こ ろ が楽 し く な か っ た か
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー は と て も 親切 だ っ た が， 私
は ホ ー ム ビ ジ ッ ト は好 き で は な い。
• 1 日 で ち ょ う ど い い。
( 日 本事情)
日 本人 と 一緒に勉強す る の は ど う だ っ た か : - ふつ う の 日 本語注2 の練習は と て も大事だ。
- と て も よ か っ た。 日 本語を練習す る の に い いチ ャ
ン ス だ と 思 う 0
・ 日 本人の学生 と 友だち に な れて と て も よ か っ た。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 日 本人の考え方を知 り ， 社会の仕組みを し る こ と
で， 日 本での生活が しやす く な る。
・ 日 本人の う ちへ行 く と き の マ ナ ーやお茶の飲み方
な どがわか っ た。
注 1 ， 注 2 い ず れ も 「 く だ け た 日 本語J I常体 を多用 し た 日 常語」 の こ と を意味 し て い る と 思わ れ る 。
日 本の文化を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か :
思 う 3 人
ハU円《U
質問及び回答結果
表 5 第 25 期 コ ー ス 評価
自 由 意 見
( コ ー ス全体)
コ ー ス は役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
忙 し い 5 人
日 本語は上達 し た か :
し た 2 人， 普通 2 人， し な か っ た 1 人
( 日 本語の授業)
授業は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教科書 は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教師の 教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
- お も し ろ く て勉強 し やすか っ た。
・ こ の コ ー ス は 本 当 に 役 に 立 っ た。 特 に 日 本語
を ま っ た く 知 ら な い人 に と っ て 役 に 立 つ コ ー
ス fご。
- た く さ ん 機会 が あ っ た の で， 新 し い こ と ば が
覚え やす く な っ た。
・ 発音 の テ キ ス ト は 楽 し か っ た。 先生 は 優 し く
て ， 授業は楽 し く な っ た。
・ 会話の練習を も っ と し た ほ う が い い です。
( テ ス ト )
テ ス ト は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
テ ス ト は多 か っ た か :
多 い 1 人， ち ょ う ど よ い 4 人
- い ろ い ろ な テ ス ト は よ か っ た。 特 に テ ス ト 後
す ぐ に フ ィ ー ド パ ッ ク が あ っ た の は と て も よ
か っ fこ。
・ テ ス ト は難 し か っ た が， 復習 に 役 に立 っ た。
( コ ン ビ ュ ー タ 授業)
授業は役に立 っ た か : ( 5 段階評点)
教材は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
教え方は ど う だ っ た か : ( 5 段階評点)
- こ の ク ラ ス で パ ワ ー ポ イ ン ト の プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン が作れ る よ う に な っ た の で， コ ン ピ ュ ー
タ の使 い方が上達 し た。 感謝 し て い る 0
・ 以 前 は 日 本語入力 が で き な か っ た が， 今 は で
き る よ う に な っ た。
( 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト )
プ ロ ジ ェ ク ト は た いへん だ っ た か :
た いへん 3 人， ふつ う 2 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
発表会 は 役 に立 っ た か : ( 5 段階評点)
(見 学) 参加者 4 名
見学 は楽 し か っ た か :
は い 4 人
見学場所は適当 だ っ た か :
は い 4 人
見学の 時期 は 適当 だ っ た か :
は い 4 人
- 大変だ っ たが， 役に立 っ た。
・ プ ロ ジ ェ ク ト は と て も役に立 っ た。 みんな に 自分
の勉強 し た い こ と が伝え ら れた。
何が楽 しか っ たか
・ 初めて 日 本の お寺を見た か ら う れ しか っ た0
. い ろ い ろ な お寺を知る こ と ができ た。
・ 日 本の文化を実際に見る こ と がで き た。
・ 日 本の文化や興味深い場所を見る こ と がで き た。
- 少 し 日 本語がわか る よ う に な っ た と き がち ょ う ど
。、 • • pv 、 • . . ， u w  
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(ホ ー ム ビ ジ ッ 卜 ) 参加者 5 名
ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 5 人
時期 は適 当 だ っ た か :
は い 5 人
何が楽 しか っ たか
・ 家族は親切だ し， 面白か っ た0
・ すべて よ か っ た。
・ い ろ い ろ な 日 本の食べ物 と生活が も っ と よ く わか
る よ う に な っ た0
・ 料理がお い し か っ た。
( 日 本事情)
日 本人 と 一緒 に 勉強す る の は ど う だ っ た か :
日 本の文化を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か :
思 う 5 人
- 日 本人学生 と 知 り 合え た の が よ か っ た。 授業で
習 っ た文法を実際に 自 由 に使 う 機会がで き た。
. r 日 本事情」 と い う ク ラ ス な の で， 日 本の文化，
習慣， 生活様式な ど に つ い て， よ り 多 く 扱 う と
よ い。
- 日 本人学生はみんな優 し く て， ク ラ ス も楽 し か っ
Tこ。
・ い い。 日 本人学生 と 友だち に な れた。 た く さ ん 日
本人の生活を勉強す る こ と ができ た。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 他の文化の知識を得る こ と に よ っ て， よ り よ い人
間 に な れ る と 思 う 。 ま た， 日 本は学ぶべき文化を
豊か に も つ国だ と 思 う 。 例 え ば， r源氏物語』 な
ど も読んでみた い。
・ 日 本に住むな ら ， 日 本の習慣や 日 本人の考え方を
尊重すべ き だ。 そ う す る こ と で， 日 本 に つ い て
以前よ り も理解でき る よ う に な る。
・ 日 本の生活は面白 L 、。
・ 日 本で勉強 して い る の で， 日 本語 と 日 本の文化を
理解す る こ と が必要だ と 思 う 。
・ 日 本文化を知る と ， 日 本人 と 話 し た り ， 日 本を旅
行 し た り し やす く な る。 日 本人や 日 本社会の い
い と こ ろ を知 る こ と がで き る。 日 本で の勉強生
活の た め に そ れは一番重要な こ と だ と 思 う 。
第 24 期， 第 25 期 と も に ， コ ー ス は役 に立 っ た か と い う 問 い に ， 全員 が 5 段階評点 の 5 と 回答 し ， ま
た ， 自 己の 日 本語の上達度 に つ い て の 問 い に も ， 半数が 「上達 し た」 と 答え て お り ， こ れ ら の点か ら 受
講者の コ ー ス に 対す る 満足度 は 高か っ た と い う こ と が う か がえ る 。 コ ー ス の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て は，
第 24 期が全員 「 ち ょ う ど よ いJ， 第 25 期が全員 「忙 し い」 と 答 え， 対照的 な 結果 と な っ て い る が， こ
れ は受講者 の 日 本語 レ ベ ル に よ る ク ラ ス 分 け が両者で異 な っ て お り ， よ り き め 細 か い 指導が で き た 第
24 期 の ほ う が ほ ど よ い進度で あ る と と ら え ら れ た の で は な い だ ろ う か。
日 本語の授業 に つ い て の 問 い で は， ほ と ん ど の項 目 に 対 し て 5 段階評点で平均 4.7 以上の高 い評価が
得 ら れて い る 。 ま た ， テ ス ト に つ い て も 自 由記述の コ メ ン ト を 見 る と ， 学習 内容の復習 あ る い は 自 己の
定着度 を測 る い い機会 と し て と ら え ら れ て い る こ と が わ か る 。 た だ， rテ ス ト の せ い で授業の 時聞が少
つ山内ペυ
な く な る 」 と い う 内容の コ メ ン ト を し て い る 学生 も お り ， 効率的な テ ス ト の実施 に つ い て も 検討が必要
で あ る 。
コ ン ビ ュ ー タ の授業や 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い評価を得て い る 。 コ ン ビ ュ ー タ の
授業 に 関 し て は， 日 本語入力 や コ ン ピ ュ ー タ の ス キ ル に つ い て言及 し た コ メ ン ト の ほ か， í コ ン ビ ュ ー
タ を使用 す る 中 で た く さ ん の漢字を学ん だ」 と い う コ メ ン ト も 見 ら れ た。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 し
て は， í し 、 ぃ活動で あ る J í役 に立 っ た」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト そ の も の を評価す る コ メ ン ト が得 ら れ た一
方で， í時間 を か け す ぎ だ」 と い う コ メ ン ト も 見 ら れ た。 プ ロ ジ ェ ク ト の ひ と つ ひ と つ の ス テ ッ プ を こ
な し て い く の に か か る 時間は学生 に よ っ て も 個人差があ り ， 無理の な い範囲 で ス ケ ジ ュ ー ル を組ん で実
施 し て い る が， 逆 に ス ム ー ズ に 準備が進ん だ学生が い る 場合 に は さ ら に力 を伸 ばす よ う な 課題を追加す
る な ど， 学生 に 飽 き を感 じ さ せな い工夫が必要で あ ろ う 。
見学， ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 概ね良い評価が得 ら れた。 見学や ホ ー ム
ビ ジ ッ ト は ， 日 本の 文化や習慣を直接体験で き る 場 と し て ， ま た 日 本事情の授業は， 日 本語の ク ラ ス で
学ん だ 日 本語を実際に運用 で き る 場 と し て ， と ら え ら れて い る よ う で あ る 。
8 おわ り に
大学院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス は， 2012 年 3 月 に 第 25 期生を送 り 出 し ， こ れ ま での修了
生は， 文部科学省か ら の配置学生， 学内措置 に よ る 受講者を合わせて 166 人 と な っ た。
2009 年度 ま で研修 コ ー ス 単独 の 授業 と し て 開講 し て い た 初級 ク ラ ス の午後 の 授業科 目 の う ち ， 3 つ
の科 目 の 内容を改め た上で， 日 本語課外補講 と の合同科 目 と し て 開講す る よ う に な っ て か ら 2 年が経過
し た。 こ れ に よ っ て ， 日 本語課外補講の受講者で よ り 多 く の 科 目 を受講 し た い と 考え る 学生の希望 に こ
た え ら れ る よ う に な っ た こ と は言 う ま で も な い が， 日 本語研修 コ ー ス の受講者 に と っ て も ， 受講人数が
増え た こ と に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 重視の練習 の 幅が広が り ， 授業が活発化す る と い う 効果が見 ら
れ る 。 し か し ， 人数が増加す る こ と に よ っ て マ イ ナ ス の効果が生 じ て い る の も 事実で あ る 。 7 節で も 触
れ た よ う に ， テ ス ト の実施 に 時間がかか り ， 授業時聞が少な く な っ て し ま う と と ら え た 学生 も い る こ と
か ら ， コ ー ス で実施 し て い る さ ま ざ ま な 活動を効率 よ く 進 め ら れ る よ う な 工夫が必要だ ろ う 。
中級 ク ラ ス に つ い て は， 第 24 期 の よ う に該当す る 受講者が い な い場合 も あ り ， ま た ， 日 本語課外補
講 と の合同化を進め て以来生 じ て い る 問題 に 依然 と し て う ま く 対応 で き て い な い と い う 現状 も あ る 。 今
後， 開講す る コ マ数や設定す る レ ベルな ど， い ろ い ろ な 面での見直 し が必要 と な っ て く る と 思わ れ る が，
そ の 際 に は留学生セ ン タ ー の他の 日 本語 プ ロ グ ラ ム と も 連携を と り な が ら ， 改善の道を探 っ て いか な け
れ ば な ら な い。 特 に ， 留学生セ ン タ ー が 開講す る 日 本語 プ ロ グ ラ ム に は初級、 中級、 上級の 3 レ ベルが
設定 さ れて い る が， 現状で は初級か ら 中級， 中級か ら 上級 と 学期 を追 う ご と に次の レ ベルへ移行 し て い
け る 体制 に 完全 に は な っ て い な い。 限 ら れ た授業 コ マ数の 中 で き め細かい レ ベ ル設定をす る の は難 し い
面 も あ る が， 受講希望者の 日 本語力 や ニ ー ズ， 大学の留学生受 け 入 れ ポ リ シ ー な ど も ふ ま え た上で， よ
り よ い プ ロ グ ラ ム ， 授業科 目 を提供で き る よ う に 努 め て い き た L 、。
ま た ， 5 節で述べ た よ う に ， 第 25 期は ， あ る 受講者が コ ー ス 途 中 で交通事故 に道い， 約 2 週間 に わ た っ
て入院生活を余儀な く さ れ た。 退院後 も し ば ら く の 聞 は週 に 1 ，_， 2 回通院 し な け れ ば な ら ず， 入院 中 に
抜 け た授業内容の特別補習 を す る 一方で， 通院に付 き 添 う な どの手当が必要 と な っ た。 こ れ に つ い て は，
日 本語教育部門 の 4 人の教員 が手分 け を し て対応 し， こ の学生は事故後約 1 ヶ 月 で ほ ぼ通常通 り の授業
に復帰 し， 途 中 で挫折す る こ と な く コ ー ス を終え る こ と がで き た。 こ の学生 自 身 の 精神力 の 強 さ や前向
き に 頑張 ろ う と す る 意欲 に よ る 部分 も 大 き か っ た で あ ろ う が， 専任教員聞 の連携や非常勤講師 の理解 ・
協力 が あ っ た か ら こ そ ， こ の よ う な結果 に た ど り つ け た の で あ り ， 今後の コ ー ス運営 に お い て ， 何か 問
題が生 じ た 際 に 対応を考え る 上での参考 と し た い。
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日本語課外補講報告 (20 1 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
漬由美 和
1 は じ め に
日 本語課外補講は， 富山大学 に在籍す る 外国人留学生及び外国人研究者で あ れ ば誰で も 受講で き る プ
ロ グ ラ ム で あ る 。 日 常生活や大学で の 学習 ・ 研究活動 に 必要な 日 本語の習得を 目 指 し て， 初級， 中級，
上級の 3 つ の レ ベル別 ク ラ ス ， 及 び， 中級・上級 ク ラ ス の共通科 目 「漢字」 を 開講 し て い る 。 201 1 年度 は，
前期 (201 1 年 4 月 -- 9 月 ) と 後期 (2011 年 10 月 -- 2012 年 3 月 ) に そ れぞれ 15 週間開講 し た。
以下， 201 1 年度の 日 本語課外補講の実施状況に つ い て報告す る 。 な お， 2005 年 10 月 に 富 山大学 (五
福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (杉谷主ャ ン パ ス ) ， 高 岡短期大学 (高岡 キ ャ ン パ ス) の 3 大学が再
編 ・ 統合 し た こ と に よ り ， 富 山 大学で実施 さ れて い る 日 本語課外補講は， 五福 キ ャ ン パ ス に お い て留学
生セ ン タ ー が実施す る も の と ， 杉谷キ ャ ン パ ス に お い て 医学部所属の 日 本語 ・ 日 本事情担当教員 が 中心
と な り 実施す る も の と の 2 つ と な っ た が， 本稿では， 五福 キ ャ ン パ ス で留学生セ ン タ ー が実施 し て い る
日 本語課外補講 に つ い て報告す る 。
2 受講者
前期 は， 初級 ク ラ ス が 7 人， 中級 ク ラ ス が 10 人， 上級 ク ラ ス が 21 人 ( う ち 3 人は 中級 ク ラ ス も 同時
に受講) ， 計 35 人が 日 本語課外補講を受講 し て い る 。 35 人の 在籍身分別 の 内訳は， 大学院生 12 人， 研
究生 11 人， 特別聴講学生 6 人， 特別研究学生， 科 目 等履修生 (県費留学生) 各 2 人， 日 本語 ・ 日 本文
化研修留学生， 外国人研究者各 1 人 と な っ て い る 。 国 ・ 地域別 の 内訳 は， 中 国 26 人， ロ シ ア 3 人， 韓
国 2 人， イ ン ド ， タ イ ， バ ン グ ラ デ シ ュ ， モ ル ドバ各 1 人 と な っ て い る 。 ま た ， 所属別の 内訳は， 経済
学部 10 人， 理工学教育部 9 人， 人文学部 7 人， 工学部， 経済学研究科各 3 人， 生命融合科学教育部 2 人，
人間発達科学部 1 人 と な っ て い る 。
後期 は， 初級 ク ラ ス が 8 人， 中級 ク ラ ス が 9 人， 上級 ク ラ ス が 31 人， 計 48 人が 日 本語課外補講を受
講 し て い る 。 48 人の 在籍身分別 の 内訳は， 研究生 12 人， 大学院生 18 人， 特別聴講学生 10 人， 特別研
究学生 3 人， 科 目 等履修生 (県費留学生) 2 人， 学部生， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生， 外国人研究者
各 1 人 と な っ て い る 。 国 ・地域別 の 内訳は， 中国 33 人， 韓国 6 人， ロ シ ア 3 人， イ ン ド ， イ ン ド ネ シ ア ，
エ ジ プ ト ， ベ ト ナ ム ， モ ル ドパ， 台湾各 1 人 と な っ て い る 。 ま た ， 所属別の 内訳 は， 理工学教育部各 14 人，
人文学部 9 人， 経済学部 7 人， 工学部 4 人， 人間発達科学部， 人文科学研究科， 経済学研究科各 3 人，
理学部， 芸術文化学部， 人開発達科学研究科， 医学薬学教育部， 富山発先端 ラ イ フ サ イ エ ン ス 若手育成
拠点、 プ ロ グ ラ ム (テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク ) 採用者各 1 人 と な っ て い る 。
な お， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生， 及 び， 協定校か ら の短期留学生 につ い て は， 日 本語課外補講上
級 ク ラ ス で開講 し て い る 科 目 を， 総合 日 本語 コ ー ス の 科 目 と し て受講 し て い る (詳細は， 総合 日 本語 コ ー
ス 報告， 短期留学生報告を参照)。
3 授業担当者
前期， 後期 と も に ， セ ン タ ー専任教員 4 人 (加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治， 漬 田 美和) ， 及 び謝
金講師 ( 日 本語研修 コ ー ス と の合同授業 に つ いて は非常勤講師) 9 人 (遠藤祥子， 加藤敬子， 高 畠智美，
中河和子， 永山香織， 藤田佐和子， 松 岡裕見子， 要門美規， 横堀慶子) が授業を担当 し た。 前期， 後期
と も に漬田美和が コ ー デ ィ ネ ー ト を行 っ た。
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4 授業 日 程
前期 は 4 月 1 1 日 (月 ) - 7 月 29 日 (金) を授業期間 と し た。 後期 は 10 月 11 日 (火) - 2 月 10 日 (金)
を授業期間 と し た。 12 月 22 日 (木) - 1 月 4 日 (水) は冬季休業， 1 月 13 日 (金) は大学入試セ ン タ ー
試験準備 日 の た め， 休講 と し た。 ま た ， 曜 日 調整の た め， 1 月 10 日 (火) は月 曜 日 の授業を行 っ た。
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は， 前期 は 4 月 7 日 (木) ， 後期 は 10 月 5 日 (水) に 開催 し た。 前期 は 専任教
員 5 人 (出原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治， 漬田美和) ， 後期 は専任教員 4 人 (加藤扶久美，
後藤寛樹， 副 島健治， 漬 由美和) がオ リ エ ン テ ー シ ョ ン を行 っ た。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の案内 は， 留学
生セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載す る 他， 日 本語， 英語， 中国語の 3 カ 国語表記で作成 し た ポ ス タ ー を
五福 キ ャ ン パ ス 内 の 各学部及び留学生セ ン タ ー談話室 に掲示 し ， ま た ， 学期初 め に発行 さ れ る 留学生セ
ン タ ー ニ ュ ー ス の掲示板で も 紹介 し た。 留学生セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ で は， 時間割や授業概要 ( 日 本
語， 英語， 中 国語版を用意) の 閲覧， そ れ か ら ， 受講申請書 と ふ り が な 入 り の 時間割 も PDF フ ァ イ ル
と し て ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に な っ て い る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 受講希望者一人一人 と セ ン タ ー
専任教員 が面接 し ， 受講者の 日 本語の 習熟度 に 応 じ た ク ラ ス を紹介 し ， 受講申請書の提出 に よ り ， 登録
を行 っ た。 た だ し ， 来 日 時期が遅れ る 学生等 に つ い て は， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が面接を行 っ た上で， 開講
期 間 の 途中 か ら の受講 も 認め た。
5 授業内容
5 .  1 時間割
前期， 後期 と も に週 32 コ マ授業を行 っ た。 前期の 時間割を表 1， 後期 の 時間割を表 2 に 示す。
表 1 20 1 1 年度前期 日 本語課外補講時間割
曜 限 上級 ク ラ ス
月 2 生活 日 本語 (加藤扶) 表現技術 1 (演 田)
3 
' 、 - _ - ー ，
2 会話 1 (松岡)火
3 作文 1 (松岡)
4 読解 A 1 (藤 田)
水 2 
3 日 本文化 1 (中河)
2 生活 日 本語 (要門)木
3 聴解 1 (要門)
4 文法 1 (要門)
金
日 読解 B 1 (遠藤〉
3 
* 1 限 8 : 45 � 10 : 15， 2 限 10 : 30 � 12 : 00， 3 限 13 : 00 � 14 : 30， 4 限 14 : 45 � 16 : 15 
* 網掛 け の 授業科 目 は， 日 本語研修 コ ー ス と の 合同授業
phd つd
表 2 20 1 1 年度後期 日 本語課外補講時間割
曜 限 上級 ク ラ ス
月 2 生活 日 本語 (加藤扶) 表現技術 2 (漬田)
3 
2 会話 2 (松 岡)火 作文 2 (松 岡)3 
4 読解 A 2 (藤 田)
水 2 
3 日 本文化 2 (中河)
2 生活 日 本語 (要門)木 3 聴解 2 (要門)




読解 B 2 (遠藤)
* 1 限 8 : 45 � 10 : 15， 2 限 10 : 30 � 12 : 00， 3 限 13 : 00 � 14 : 30， 4 限 14 : 45 � 16 :15 
* 網掛 け の 授業科 目 は， 日 本語研修 コ ー ス と の合 同授業
5 . 2 初級 ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， 月 曜 日 か ら 金曜 日 ま で毎 日 午前中 2 コ マ連続で‘ 「文法」 の授業 と ， 午後 に 「聴解j， l会
話j， I文字 ・ 漢字j， I語嚢 ・ 表現」 の授業を各 l コ マ行 っ た。 ま た， 毎 日 日 本語の授業 に 出席す る こ と
が困難な受講者の た め に， I生活 日 本語」 の授業を週 2 コ マ (月 曜 日 と 木曜 日 の 2 限) 設 け た。
週 10 コ マ の 「文法J の授業で は， r み ん な の 日 本語 初級Jl 1 ， II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) を メ
イ ン テ キ ス ト と し て ， 教科書を 1 日 1 課な い し は 2 日 に l 課の ペ ー ス で初級文型の導入及 び そ の 定着の
た め の練習を行 っ た。 授業の最初 に， r毎 日 の発音練習Jl (独 自 開発教材) を用 い た発音練習 も 適宜取 り
入れ た。
表 3 初級 ク ラ ス 「文法j CWみ ん な の 日 本語 初級Jl) の授業進度
1 課� 4 課 30 課� 32 課
5 課� 7 課 l 課� 6 課試験 33 課� 35 課 26 課� 32 課試験
8 課� 11 課 36 課� 38 課
12 課� 14 課 7 課� 12 課試験 39 課� 41 課 33 課� 38 課試験
15 課� 18 課 42 課� 45 課
19 課� 22 課 13 課� 18 課試験 46 課� 48 課 39 課� 45 課試験
23 課� 26 課 49 課� 50 課 日 本語能力試験
27 課� 29 課 19 課� 25 課試験 復習 3 級模擬試験
「聴解」 の授業で は， r毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 』 上， 下 (凡人杜) ， r絵 と タ ス ク で学ぶ 日 本語Jl (凡人社) ，
『わ く わ く 文法 リ ス ニ ン グ 99Jl (凡人社) ， r楽 し く 聞 こ う Jl 1 ，  II (凡人社) ， r 日 本語 き い て は な し て 』
Vol . 1 ，  Vo1. 2 ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) ， r8ituational Functional J apaneseJl Vol. 1 ，  Vo1 . 2， Vo1 .3  (凡人社) ， 
phu qJ 
『 み ん な の 日 本語初級 聴解 タ ス ク 25Jl ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) の CD や テ ー プ を用 い， 初級 ク ラ ス 「文
法J (rみん な の 日 本語 初級j]) の授業進度 に合わせて， 聴解練習 を 中心に行 っ た。
「会話」 の授業で は， 午前の 「文法」 の 時 間 に 学ん だ文法事項を使 っ て， 特 に話す力 を身 に つ け る た
め の 応用練習 を行 っ た。
「語葉 ・ 表現」 の授業では， 午前の 「文法」 の 時間 に学ん だ語葉や表現を よ り 正確 に 理解 し ， 正 し く
使え る よ う に な る た め の練習 を 中心に行 っ た。
「文字・漢字」 の授業で は， r ス ト ー リ ー で覚え る 漢字 300Jl ( く ろ し お 出版) を メ イ ン テ キ ス ト と し て，
1 日 の授業で 1 課進むペー ス で， ひ ら がな ， カ タ カ ナ， 漢字の読み書 き の練習 を 中心 に 行 っ た。
週 2 コ マ の 「生活 日 本語」 の授業では， r JAPANESE FOR BUSY PEOPLEJl 1 (講談社 イ ン タ ー
ナ シ ョ ナ ル) を メ イ ン テ キ ス ト と し て ， 1 日 の授業で 1 課進むペ ー ス で初級文型 の導入及 び会話力 を伸
ばす た め の練習 を 中心に行 っ た。
な お， 前期 に つ い て は， I文法」 の 受講者が少な か っ た た め， 日 本語研修 コ ー ス の 「文法」 に 日 本語
課外補講の学生 も 参加 で き る よ う に し て ， 火曜午前 「文法」 の授業の一部を 「生活 日 本語」 の受講者が
参加 で き る よ う な 内容に変更 し た。
5 . 3 中級 ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， 午前中週 2 日 2 コ マ連続で 「文法 AJ と 「文法 B J の授業を行い， 1 日 は 「聴解」
と 「会話」 の授業を各 1 コ マ行 っ た。
「文法 A J の 授業で は 「 ジ ェ イ ・ ブ リ ッ ジ Jl (凡人社) を メ イ ン テ キ ス ト と し て ， 3 日 (6 コ マ ) の 授
業で l 課進むペ ー ス で， 中級の文型や表現を導入 し ， そ れ ら を大学生活で道遇す る 場面や様 々 な ト ピ ッ
ク に 合 わ せ て， 運用 で き る よ う 談話練習 な ど も 行 っ た。 一方. I文法 B J の 授業 で は 『 日 本語 中 級 J
301Jl， r 日 本語 中級 ] 501Jl ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) を メ イ ン テ キ ス ト と し て ， r 日 本語 中級 ] 301Jl 
は 1 日 (2 コ マ) の授業で 1 課進むペ ー ス ， r 日 本語中級 ] 501Jl は 2 日 (4 コ マ) の授業で 1 課進むペー
ス で， そ れ ぞれ 中級の語葉や文法事項を導入 し， 主 に読解の力 を 伸 ばす た め の練習を行 っ た。
「聴解」 の授業では， 前期 は 『 日 本語生中継・初 中級編Jl 1， 2 (ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， 後期 は 『毎
日 の 聞 き 取 り 50 日 中級』 上， 下 (凡人社) ， r新・毎 日 の 聞 き 取 り 50 日 中級』 上， 下 (凡人社) を用 い，
中級の語藁や表現を確認 し な が ら ， 聴解練習 を行 っ た。
「会話」 の 授業で は， I文法」 の 授業で の メ イ ン テ キ ス ト 『 日 本語 中級 ] 301Jl， [ 日 本語 中 級 ] 501Jl 
を部分的 に用 い て， 話 し合 い の 練習 や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の練習 を 中心 に ， 大学生活や 日 常生活で出会
う 場面 に応 じ た 日 本語を使 っ て ， 適切 に話す た め の練習を行 っ た。
5 . 4 上級 ク ラ スの授業内容
前期， 後期 と も に ， I読解」 の授業を週 2 コ マ ， I作文J， I聴解J， I会話J， I文法J， I表現技術J， I 日
本文化」 の授業を そ れ ぞれ週 1 コ マ 行 っ た。 上級 ク ラ ス の授業は， 2 期連続 し て受講す る 学生の た め に ，
以前か ら 前期 と 後期 で扱 う テ ー マ や教材等を変え て 対応 し て い た が， 平成 22 年度 よ り 前期 は 科 目 名 の
末尾 に IIJ ， 後期 は 12J を 付 け て ， そ れ ぞ れ の 違 い を 科 目 名 で も 表す こ と に し た。 た だ し ， 授業 目 的
や進め方等の授業概要 は 同 じ で あ る た め， 以下， ま と め て報告す る 。
「読解」 の授業は， I読解 A J と 「読解 B J の 2 科 目 を設け， I読解 A J は 『生 き た素材で学ぶ 中級か
ら 上級への 日 本語Jl ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) を メ イ ン テ キ ス ト と し ， 発音の 指導， 表現や文型練習 な ど も
取 り 入れ な が ら 読解練習 を行 っ た。 学期 ご と に 教科書の奇数ユ ニ ッ ト ， 偶数ユ ニ ッ ト に 分 け ， 2 期続 け
て受講す る と ， 教科書を 全て終え ら れ る よ う に な っ て い る 。 「読解 B J は， 専門書 の 他 に ， 現代 日 本社
会 の 問題を扱 っ た新聞記事， 文学作品， 教養書な ど の生教材を利用 し ， 初 め に論理構成を把握 さ せ， 効
率的な読みの練習 を心が け た。 ブ ッ ク レ ポ ー ト 作成の練習 も 行 っ た。
司iqJ 
「作文」 の授業で は， コ ン ビ ュ ー タ を使用 し な が ら ， レ ポ ー ト や論文を書 く 際 に 必要 と な る 論理的な
文章の 書 き 方の練習を行 っ た。 『留学生 の た め の 論理的な 文章の書 き 方� ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， r大
学 ・ 大学院留学生の 日 本語 4 論文作成編� ( ア ル ク ) 等を参考書 と し ， 練習 問題等 は ワ ー プ ロ 文書で提
供 し た。
「聴解」 の授業で は， 日 本語の聴解教材 と あ わせて， テ レ ビや ラ ジ オ， イ ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な メ デ ィ
ア を用 い て， 大学生活や 日 常生活に必要な 聴解練習 を行 っ た。
「会話」 の授業で は， ロ ー ル プ レ イ 等 の 会話練習等を通 し て， 大学生活や 日 常生活で 出会 う 場面， 状
況での会話力 を伸 ばす練習 を行 っ た。 ま た， 様 々 な ト ピ ッ ク に つ い て 日 本語で的確に説明 ・ 描写す る 練
習， 意見や感想 を述べ る 練習を行 っ た。
「文法」 の授業では， 前期 は 『新完全マ ス タ ー文法 日 本語能力試験 N U (ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ，
後期 は 『 日 本語能力試験 N l ・ N 2 試験 に 出 る 文法 と 表現� (桐原書庖) を メ イ ン テ キ ス ト と し ， 大学
で の 学習， 研究生活 に必要な 上級 レ ベルの 文法 ・ 表現 に つ い て ， 演習形式で確認 し た。 日 本語能力試験
の受験対策 も あ わ せて行 っ た。
「表現技術」 の授業で は， 目 上の 人 と の や り と り や， 不特定多数 の人 に 対 し て情報発信す る 際 に必要
と な る ， フ ォ ー マ ルな 場で用 い ら れ る 日 本語の表現を確認 し た 後， メ ー ルや メ モ な ど 日 常的 ・ 実用 的 な
文章の書き 方や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ ス ラ イ ド を利用 し て の 口 頭発表の練習 を 行 っ た。
「 日 本文化」 の授業では， テ レ ビ番組， ア ニ メ 映画， 漫画， 新聞・雑誌記事， 自 治体広報な ど の 様 々 な メ デ ィ
ア を使用 し て， 震災 と 日 本， 日 本の 中 の外国人， ジ ェ ン ダ ー， ポ ッ プ カ ル チ ャ ー と い っ た視点か ら 現代
日 本社会の 問題を考え た。
5 . 5 中級 ・ 上級 ク ラ ス共通科 目 「漢字J の授業内容
「漢字」 は ， 中級 ・上級 ク ラ ス の共通科 目 と し て ， 前期， 後期 と も に週 l コ マ 授業を行 っ た。 教科書 に は「漢
字 1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOK� Vol . 1 ， Vo1 . 2 (凡人社) を使用 し た。 非漢字国の学
生 に は， 読み方， 書き 方及 び意味 ・ 用法の全体的 な 指導を行い， 漢字国の学生 に は， 読み方 と 意味 ・ 用
法の確認 を 中心 に ， 様 々 な 話題 に つ い て書かれた文章を読み， そ こ で用 い ら れて い る 漢字語を学ぶ こ と
で， 更な る 語嚢の拡充を 図 っ た。 ク ラ ス に は異な る レ ベルの学習者が混在 し て い る た め， 一斉授業で は
な く ， 時間 を 区切 っ て そ れぞれ の レ ベル に合わせた 指導を行 っ て い る 。
6 試験
初級 ク ラ ス 「文法j， 1"聴解j， 1"会話」 で は ， 7 回 の定期試験を実施 し た。 定期試験の 内容は， 筆記試験，
聴解試験， 会話試験で， いずれの試験 も 日 本語研修 コ ー ス 初級 ク ラ ス と 同 じ も の を使用 し た。 初級 ク ラ
ス 「文字 ・ 漢字」 で は ， 毎 回 の 授業で確認 テ ス ト を実施 し た。 中級 ク ラ ス で は， 1"文法 A j は 2 回 の 定
期試験， 1"文法 B j は 3 回 の 定期試験， 1"聴解」 は期末試験を実施 し， 1"会話」 は授業 中 に 発表を課 し た。
上級 ク ラ ス で は， 1"読解 A j， 1"会話j， 1"文法」 は期末試験を実施 し ， 1"読解 B j， 1"作文j， 1"聴解j， 1"表現
技術j， 1" 日 本文化」 は期末 レ ポ ー ト あ る い は発表を課 し た。 中級 ・ 上級 ク ラ ス の共通科 目 「漢字」 で は
毎回の授業での確認テ ス ト と 2 回 の 定期試験を実施 し た。
7 授業評価
日 本語課外補講の受講者 に 対 し て ， 授業内容 と カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト 調査を前期 と 後期の
授業期間 中 に実施 し た。 授業内容 に 関す る ア ン ケ ー ト は ク ラ ス 別 に集計 し ， カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン
ケ ー ト は 回答者全員分を ま と め て集計 し た。
授業内容 に 関 す る ア ン ケ ー ト は， いずれ の ク ラ ス に お い て も ， 基本的 に は科 目 ご と に実施 し た が， 同
一の 教科書を使用 し た 科 目 (初級 ク ラ ス 「文法j， r聴解j， 1"会話j， 1"語葉 ・ 表現j) に つ い て は ま と め
。。円ペU
て実施 し た。
以下， 表 4 に前期初級 ク ラ ス ， 表 5 に前期 中級 ク ラ ス ， 表 6 に前期上級 ク ラ ス ， 表 7 に後期初級 ク ラ
ス ， 表 8 に 後期 中級 ク ラ ス ， 表 9 に 後期上級 ク ラ ス の授業内容の ア ン ケ ー ト 集計結果を ま と め た。 授業
内容 に 関す る ア ン ケ ー ト で は， 中級， 上級 ク ラ ス に つ い て は， 1 人の 学生が複数の 授業科 目 に 答え て い
る た め， 括弧内の人数は L 、ずれ も 延べ人数を表す。 評点 は 5 段階評価で， 値が大 き い ほ ど良 い評点 で あ
る こ と を示す。 「 と て も よ か っ た」 を 5 点， í よ か っ た」 を 4 点， íふつ う 」 を 3 点， íあ ま り よ く な か っ
た」 を 2 点， íぜんぜん よ く な か っ た」 を 1 点 と し て ， そ の平均点 を 出 し た も の で あ る 。
カ リ キ ュ ラ ム に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査 は， 1 人 の 学生 が 1 回 の み 回答す る こ と に な っ て い る 。 表 10
に前期， 表 11 に 後期の結果を ま と め た。
な お， 自 由記述 に つ い て は一部英語で の 回答 も あ っ た が， 筆者が 日 本語 に 翻訳 し た。 ま た， 日 本語の
表記や助調等 の 間違 い は修正 し て 掲載 し た。
表 4 前期初級 ク ラ ス の授業 内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 5 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由記述
1. 授業内容
と て も よ か っ た (3 人)
よ か っ た (2 人) 4.6 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
2. 授業の レ ベ ル
と て も よ か っ た (3 人)
よ か っ た (2 人) 4.6 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
3. 授業の進度 - 少 し遅か っ た。 (fJAPANESE FOR BUSY PEOPLE�) 
ち ょ う ど よ か っ た (l 人)
よ か っ た (3 人) 4.0 ふつ う (l 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (2 人)
よ か っ た (3 人) 4.4 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
5. 教え方
と て も よ か っ た (3 人)
よ か っ た (2 人) 4.6 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
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6. どの ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た理 由
80%- 100% (3 人) - 専門の授業やゼ ミ が あ っ た か ら (3 人)
60% - 80% (2 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら (0 人)
40%- 60% (0 人) - 病気の た め (0 人)
20%- 40% (0 人) - そ の授業 に興味がな か っ た か ら (0 人)
0%- 20% (0 人) - そ の他 (1 人) : ひ ど い雨の た め
7. 予習 ・ 復習を し た か - テ ス ト が多 い ですか ら 。 (rみん な の 日 本語J])
か な り し た (1 人)
す こ し し た (3 人)
ぜんぜん し な か っ た (1 人)
そ の他
・ 火曜 日 に 追加 の 練習 ク ラ ス が あ っ た こ と は， 日 本語を始め た ばか り の 学生 に と っ て と て も 良か っ た。
(r  J AP ANESE FOR BUSY PEOPLEJ]) 
・ 時聞があ っ た ら ， 次の期 も 出席 し た L 、。 (rJAP ANESE FOR BUSY PEOPLEJ]) 
・ 先生 は熱心だ し ， ま じ め だ し ， 経験 も 多 く て ， 私た ち は楽 し い です。 (rみん な の 日 本語J])
• 4 か月 の 間， い い こ と を学ん で， 親切な 先生た ち に 学 び ま し た。 今後 と も 熱心 に勉強 し て 日 本語で話
し ま す。 (rみ ん な の 日 本語J])
表 5 前期 中級 ク ラ ス の 授業 内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 1 6 人)
質問項 目 (回答者数)
1 . 授業内容
と て も よ か っ た (1 1 人)
よ か っ た (5 人)
ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
2 . 授業の レ ベル
ち ょ う ど よ か っ た (10 人)
よ か っ た (5 人)
ふつ う (1 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
3. 授業の進度
ち ょ う ど よ か っ た (10 人)
よ か っ た (4 人)
ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (2 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (10 人)
よ か っ た (6 人)
ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
評点 | 自 由記述
・ お も し ろ い と 思 い ま す。 (文法 A )
・ 日 常会話が多 か っ た です。 と て も 便利です。 本当 に 役 に立っ
と 思 い ま す。 (聴解)




漢字が大好 き です。 中 国語で漢字が あ り ま す け ど， た く さ ん
違 う と こ ろ が あ る か ら ， 勉強 し て か ら ， 本 当 に 役立つ と 思 い
ま す。 (漢字)
- ち ょ っ と 速 い ですが， どん どん慣れ ま し た。 (文法 B )
・ 速す き、た。 (文法 B )
・ 速す ぎ た。 (文法 B )
- 中 国語の漢字 と す ご く 違 う と こ ろ が難 し か っ た。 あ ま り 覚え
ら れ な か っ た。 ち ょ っ と 苦 し か っ た。 (漢字)
- 40 -
5. 教え方 - あ り が と う 。 (文法 A )
と て も よ か っ た (1 1 人)
よ か っ た (5 人) 4 .7  ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
6. どの ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た理 由
80% - 100% (10 人) - 専門の授業やゼ ミ が あ っ た か ら (2 人)
60% - 80% (5 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら (0 人)
40%- 60% (1 人) - 病気の た め (2 人)
20%- 40% (0 人) - そ の授業 に興味がな か っ た か ら (0 人)
0%- 20% (0 人) - そ の他 (4 人) : 一時帰国 の た め
7. 予習 ・ 復習 を し た か - 勉強 に な り ま し た。 本当 に 役立つ と 思 い ま す。 ま た勉強 し た
か な り し た (3 人) い です。 (漢字)
す こ し し た (13 人)
ぜんぜん し な か っ た (0 人)
そ の他
・ 勉強 に な り ま し た。 た く さ ん初級で勉強 し た文法が使え る よ う に な り ま し た。 先生 に 感謝 し て い ま す。
(文法 A )
・ 一学期の勉強で と て も 楽 し か っ た です。 い ろ い ろ な 知識を勉強 し ま し た。 ま た受 け た い と 思 い ま す。
(文法 B )
・ 会話 は お も し ろ か っ た です。 (会話)
表 6 前期上級 ク ラ ス の授業 内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 53 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由記述
1 . 授業内容 - 最初 の 時 は結構むずか し か っ た です。 だ ん だ ん慣れ ま し た。
と て も よ か っ た (28 人) (読解 A )
よ か っ た (24 人) - い ろ ん な 知識を学び ま し た。 (読解 A )
ふつ う (l 人) - 授業で面 白 い テ ー マ が 出 ま し た。 と て も 勉強 に な り ま し た。
あ ま り よ く な か っ た (0 人) (読解 B )
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人) - 元 々 あ き ら か で な か っ た知識が授業を通 し て あ き ら か に な っ
た。 (作文)
- 以後 の 論文， 研究計画書 の 書 き 方 に 大 き な 影響を 及 ぼ し て ，
い い授業 と 思 い ま す。 (作文)
- 授業で面白 い テ ー マ が出 ま し た か ら ， と て も 興味深 く ， 勉強に
な り ま し た。 多方面で知識を増やす こ と がで き ま し た。 (聴解)
- 日 本 の す ば ら し い風景や， あ き ら め な い姿勢な どがわか る よ
4.5 う な ビデオ を い っ ぱ い見 る こ と がで き て よ か っ た。 (聴解)- ビデオ を見た り ， 練習 問題をや っ た り し て ， と て も 楽 し か っ
た です。 (聴解)
- 日 本の文化 に つ い て い ろ ん な ビデオ を見て， と て も 勉強 に な
り ま し た。 (聴解)
- 日 本の ド ラ マ ， ア ニ メ に つ い て聴解を練習 し た い です。 (聴解)
- 日 本の文化及 び 日 本の社会の テ ー マ の ビデオ を見て， い い勉
強 に な り ま し た。 (聴解)
- 映画な どを見れ ば も っ と い い と思い ま す。 (会話)
- 基本文法の勉強 も 難 し い文法の勉強 も す る 必要があ る と 思 い ま
す。 (文法)
- 授業の 内 容 は 大変興味深 く ， と て も 勉強 に な り ま し た。 (表
現技術)
- 内容は よ か っ た け ど， な か な か覚え ら れ な か っ た。 (表現技術)
旬lムAせ
2 . 授業の レ ベル
ち ょ う ど よ か っ た (35 人)
よ か っ た (16 人)
ふつ う (2 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
3. 授業の進度
ち ょ う ど よ か っ た (31 人)
よ か っ た (17 人)
ふつ う (5 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (30 人)
よ か っ た (21 人)
ふつ う (2 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
5. 教え方
と て も よ か っ た (37 人)
よ か っ た (16 人)
ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
4.6 
- 授業 の 内 容 は い つ も お も し ろ か っ た で す。 て い ね い な 話 し
方を勉強 し て， 日 本で の生活が も っ と 安心 し て送れ る よ う に
な っ た と 思 い ま す。 (表現技術)
・ 多方面か ら 考え る 練習が で き て よ か っ た。 ( 日 本文化)
・ 日 本の歴史， 茶道な どの文化が勉強 し た い です。 ( 日 本文化)
・ 日 本の政治， 文化 に す ご く 興味を持つ よ う に な り ま し た。 テ
レ ビ番組を見な が ら ， 討論す る 形式が最高だ と 思 い ま す。 そ
し て ， ニ ュ ー ス に興味が生 じ る よ う に な り ま し た。 ( 日 本文化)
・ 現在 日 本で流行す る 話題 に つ い て 勉強 し て ， 自 分の意見を述
べ る 機会 も あ っ て ， と て も よ か っ た と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
. 日 本 に 関す る 文化や今 ま で矧 ら な か っ た知識な ど を勉強 し ま
し た。 と て も よ か っ た です。 ( 日 本文化)
・ 日 本文化 と い っ て も ， 古 く て伝統的 な 文化で な く て よ か っ た
と 思 い ま す。 現代の 日 本文化 に触れ る チ ャ ン ス が少な い です
か ら 。 ( 日 本文化)
- と て も 勉強 に な り ま し た。 (漢字)
・ 日 常生活で使 う 漢字を勉強 し た い です。 (漢字)
・ ち ょ っ と 高か っ た ですが， 頑張れ ば， 大丈夫 に な り ま し た。 (読
解 A )
・ 予習す る 時聞が あ れ ば， そ ん な に難 し く な L 、。 (読解 A )
・ ま だ ま だ知 ら な い単語 も い っ ぱ い あ り ま すが， そ の 単語を覚
え る き っ か け に な っ て よ か っ た。 (聴解)
・ ち ょ う ど よ か っ た と 思 い ま す。 速 さ も 内容 も 。 (聴解)
・ 聴解が弱 L 、ですか ら ， も し テ レ ビ番組の話す 内容が授業の後
で配 ら れ る と う れ し い です。 ( 日 本文化)
・ ち ょ う ど い い と 思 い ま す。 (読解 A )
・ ち ょ う ど い い です。 (読解 A )
・ 常 に 時間 がた り な い と 思 い ま す。 ， ( 日 本文化)
・ 聴解の 時 は ち ょ っ と ペ ー ス が速 い と 思い ま す。 ( 日 本文化)4 .5  
4 . 5  
- 適切な教材で し た。 (読解 A )
・ 中級の本 と し て は い い です。 (読解 A )
・ 多方面か ら 知識を深め ま し た。 (聴解)
・ 教材が も っ と 詳 し け れ ば い い と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
4 .7  
- 先生 は と て も ま じ め で し た。 (読解 A )
・ わ か り や す い です。 (読解 A )
・ 実際 に作文を完成 し て か ら ， 先生 と 相談 し な が ら 訂正 し た ほ
う が も っ と い い と 思 い ま す。 (作文)
・ 先生は と て も親切です。 教え方 も 分か り やすか っ た です。 (作文)
・ レ ポ ー ト を書 く 方法を い ろ い ろ 教え て い た だ き ， あ り が と う
ご ざ い ま し た。 (作文)
・ 先生 は と て も や さ し く て ， 分か り やす く 教え て く だ さ い ま し
た。 (聴解)
・ 熱心でや さ し く て ， と て も よ か っ た と 思い ま す。 (聴解)
・ 先生 が お 菓子 と か を 紹介 し て く れ た こ と は 非常 に お も し ろ
か っ た です。 (聴解)
・ 先生の教え方はす ご く 面 白 い です。 ( 日 本文化)
・ い ろ ん な 媒体を通 じ て 勉強す る 形式 は い い と 思 い ま す。 ( 日
本文化)
・ ダイ ナ ミ ッ ク な教え方に 目 を 引 き つ け ら れ ま し た。 ( 日 本文化)
つ臼Aせ
6. どの ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た理由
80%- 100% (45 人) - 専門の授業や ゼ ミ が あ っ た か ら (9 人)
60% - 80% (7 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら (0 人)
40% - 60% (0 人) - 病気の た め (4 人)
20% - 40% (1 人) - そ の授業 に 興味がな か っ た か ら (0 人)
0%- 20% (0 人) - そ の他 (0 人)
7 . 予習 ・ 復習 を し た か - 難 し か っ た の で， 最初か ら 復習 し な け れ ば な ら な L 、。 後 は慣
か な り し た (24 人) れ ま し た。 (読解 A )
す こ し し た (27 人) - 忙 し い の で， 予習す る 時間 は あ ま り な か っ た です。 (読解 A )
ぜん ぜん し な か っ た (2 人) - 復習 を通 し て た く さ ん の 単語が覚え ら れ ま し た。 (聴解)
- 色 々 な知識を身 に つ け る た め， 復習 は大切な こ と だ と 思い ま
す。 ( 日 本文化)
- 授業の 中 で発表が あ る 場合 は 予習 し ま す。 で も ， 復習 は あ ま
り し ま せん。 ( 日 本文化)
- 自 分 で は す ご く がん ば っ た と 思 っ て い ま す。 (漢字)
そ の他
・ も っ と 勉強 し た い と 思 い ま す。 (読解 A )
・ 人が少な い の で， 授業中 は あ ま り お も し ろ く な い。 授業中 に ゲ ー ム を し た い です。 (読解 A )
・ 私 に と っ て こ の授業は と て も お も し ろ か っ た。 テ キ ス ト の 内容が興味深 く て， 日 本語の レ ベル と し て
も ち ょ う ど よ か っ た と 思 う 。 能力試験の準備 も か な り で き た と 思 う 。 (読解 B )
・ 先生， あ り が と う ご ざ い ま し た。 内容 も 教え方 も と て も よ か っ た です。 お か げ さ ま で JLPT の読解 の 時，
時間 に ま に 合い ま し た ! (読解 B )
・ 前期 も 後期 も 聴解は私に と っ て一番楽 し み に し て い た一番お も し ろ い授業で し た。 先生， ど う も あ り
が と う ご ざ い ま し た。 ま た ， 身 に つ け た知識は 日 本語能力試験 に と て も 役 に立 っ た と 思 う 。 (聴解)
・ す ご く 面 白 く て ， 興味深 い授業で し た。 大好 き です ! (聴解)
・ 会話の授業を通 し ， ほ か の 学生た ち と 友情を結ぶ こ と は い いですね。 (会話)
・ 先生の教え方 も 教科書 も と て も よ く て ， 勉強 に な っ た と 思 う 。 (文法)
・ 授業の前の先生 と の相談がお も し ろ い です。 い ろ い ろ 勉強 に な り ま し た。 ( 日 本文化)
・ 一年間 こ の授業を取 っ て ， 日 本 に つ い て い ろ い ろ 勉強 し て， 本当 に い い勉強 に な り ま し た。 ( 日 本文化)
・ 授業で使 っ て い る 教科書 も 先生の教え方 も と て も よ か っ た と 思 い ま す。 自 分で漢字を書け る か ど う か
は と も か く ， 少 な く と も 漢字の 内容や読み方に も っ と 詳 し く な っ て， う れ し い です。 (漢字)
・ 先生， いつ も こ の授業を受 け る 時 に感 じ る ん です け ど， 本当 に 実力 が 向上す る の が 自 分 自 身 に も 見え
ま す ! と て も 良 い授業だ と 思 い ま す。 (漢字)
表 7 後期初級 ク ラ ス の 授業 内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 5 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由記述
1. 授業内容 - 先生は と て も 親切です。 授業は楽 し い し ， お も し ろ い。 本当
と て も よ か っ た (4 人) に い い です ね。 (rみ ん な の 日 本語.])
よ か っ た (l 人) 4.8 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜ ん ぜん よ く な か っ た (0 人)
2. 授業 の レ ベ ル - 先生の 日 本語， と て も す ご い です ね。 (rみ ん な の 日 本語.])
と て も よ か っ た (4 人)
よ か っ た (0 人)
ふつ う (0 人) 5 .0  
あ ま り よ く な か っ た (0 人)




と て も よ か っ た (4 人)
よ か っ た (0 人)
ふつ う (0 人) 5 .0  
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
無回答 (1 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (4 人)
よ か っ た (0 人)
ふつ う (0 人) 5.0 
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
無回答 (1 人)
5. 教え方 - い ろ い ろ な 先生の 教え方が違 い ま す。 で も ， お も し ろ い です。
と て も よ か っ た (4 人) (Wみ ん な の 日 本語.D
よ か っ た (0 人)
ふつ う (0 人) 5 .0 
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
無回答 (1 人)
6. どの ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た理 由
80%� 100% (3 人) - 専門の授業や ゼ ミ が あ っ た か ら (3 人)
60% �  80% (1 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら (0 人)
40% �  60% (0 人) - 病気の た め (1 人)
20%� 40% (1 人) - そ の 授業 に 興味がな か っ た か ら (0 人)
O%� 20% (0 人) - そ の他 (2 人) : 会議， 試験の準備
7. 予習 ・ 復習 を し た か - 毎 日 予習や復習 を す れ ば， 日 本語が上手 に な り ま す。 (Wみん
か な り し た (1 人) な の 日 本語.])
す こ し し た (4 人)
ぜんぜん し な か っ た (0 人)
そ の他
・ こ の ク ラ ス は， 私 に と っ て と て も 役 に 立 ち ま し た。 (WJAPANESE FOR BUSY PEOPLE.]) 
・ 先生 は親切です。 先生の教え方が好 き です。 会話の科 目 数を 多 く し て ほ し い。 作文の 科 目 を作 っ て ほ
し い。 (Wみ ん な の 日 本語.])
表 8 後期 中 級 ク ラ ス の授業 内容 に つ い て の ア ン ケ ー 卜 結果 (回答者 6 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由記述
1. 授業内容
と て も よ か っ た (6 人)
よ か っ た (0 人) 5 .0 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
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2. 授業の レ ベル
ち ょ う ど よ か っ た (5 人)
よ か っ た (1 人) 4.8 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜ ん ぜ ん よ く な か っ た (0 人)
3. 授業の進度
ち ょ う ど よ か っ た (4 人)
よ か っ た (2 人) 4. 7  ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た は 人)
よ か っ た (2 人) 4 .7  ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
5. 教え方
と て も よ か っ た (6 人)
よ か っ た (0 人) 5 .0 ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
6. どの ぐ ら い 出席 し た か 欠席 し た理由
80% � 100% (6 人) - 専門の授業やゼ ミ が あ っ た か ら (2 人)
60% �  80% (0 人) - ア ルバ イ ト が あ っ た か ら (0 人)
- 病気の た め (0 人)40% �  60% (0 人)
20% �  40% (0 人) - そ の授業 に興味がな か っ た か ら (0 人)
O%� 20% (0 人) - そ の他 (0 人)
7. 予習 ・ 復習 を し た か
かな り し た (2 人)
す こ し し た (3 人)
ぜんぜん し な か っ た (1 人)
表 9 後期上級 ク ラ ス の授業 内 容 に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 45 人)
質問項 目 (回答者数) 評点 自 由記述
1 . 授業内容 - 興味深 い授業で し た。 (読解 A )
と て も よ か っ た (32 人) - 読ん だ テ キ ス ト が読解 の 教科書か ら 取 ら れ た も の で は な く
よ か っ た (1 1 人) て ， 新聞 や雑誌か ら ， あ る い は本か ら 取 ら れ た も の で と っ て
ふつ う (2 人) も 面 白 か っ た です。 (読解 B )
あ ま り よ く な か っ た (0 人) - お も し ろ い テ ー マ で授業す る こ と がで き て， 本当 に よ か っ た
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人) 4 .7  です。 (読解 B )
- 授業で読ん だ テ キ ス ト は と て も 面 白 か っ た です。 (読解 B )
- 毎回 の 内容 は異な り ， 科学， 映画， 美食な ど の 内容で あ る 。
お も し ろ か っ た。 (読解 B )
- 内容 は お も し ろ か っ た です。 読解 の 能力 を 高 め る の を 助 け
た。 (読解 B )
Fhd Aせ
2 . 授業の レ ベ ル
ち ょ う ど よ か っ た (28 人)
よ か っ た (16 人)
ふつ う (1 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人上 4.6 
- す ご く 勉強 に な り ま し た。 論文の 書 き 方を し っ か り 勉強 し ま
し た。 (作文)
・ 文章を作 る と き に 役 に 立 ち ま し た。 (作文)
・ と て も お も し ろ く て ， 日 常生活で役 に 立 ち ま す。 勉強 に な り
ま し た。 (会話)
・ 内容 は お も し ろ か っ た。 話す こ と が い っ ぱ い で き て ， 嬉 し
か っ た です。 (会話)
・ 外国人留学生 に と っ て実用性が あ る 。 (会話)
・ 文法 に つ いて勉強 し て か ら ， す ぐ さ っ き 勉強 し た文法の練習
を し て， そ れか ら す ぐ 問題 に つ い て 説明 し た ほ う が い い と 思
う 。 (文法)
・ 互い に話 し合 っ て ， 文法を使 っ た文章を作 る の は面 白 か っ た
ですo (文法)
・ 文法の授業だが， も し や り 方を も う す こ し 多様化 さ せ る 方法
が あ れ ば も っ と お も し ろ く な る と 思 い ま す。 (文法)
・ 自 分で使 い方の例文を作 り 出 し て， そ れ を き っ か け に ， 各国
の習慣の こ と を教え て も ら っ た の が楽 し か っ た です。 (文法)
・ と て も 面 白 か っ た。 (表現技術)
・ と て も 勉強 に な り ま し た。 (表現技術)
・ た く さ ん 敬語を勉強 し ま し た。 す ご く 助か り ま し た。 (表現
技術)
・ ま ち がいやす い敬語の説明が役に立っ と思い ま す。 (表現技術)
・ 科学や， 文化や， い ろ い ろ 分野を含 め て ， と て も豊富で し た。
( 日 本文化)
・ 日 本だ け で は な く ， 世界の い ろ ん な 知識が勉強で き た。 ビデ
オ も お も し ろ か っ た。 ( 日 本文化)
・ こ の授業 は と て も 面 白 か っ た。 た く さ ん の こ と を学ん だ。 内
容 も 幅広か っ た。 ク ラ ス で討論す る の が一番 よ か っ た。 ( 日
本文化)
・ 内容が豊富です。 ( 日 本文化)
・ 必要 な テ ー マ に 関 す る 漢字 や そ の 語葉 を 勉強す る の が役 に
立っ と 思 い ま す。 (漢字)
・ 1 回 の授業を と る こ と に よ っ て覚え な け れ ば な ら な い漢字が
ち ょ っ と 多 か っ た と 思 い ま し た。 (漢字)
・ と て も 勉強 に な り ま し た。 ま た ， 日 本 の 事実 に つ い て 記事
が使用 さ れ ま し た の で， 実用 的知識を得 る こ と がで き ま し た。
(漢字)
・ 本の 中 の 内容 も 生活の 中 の 内容 も 含 ま れ て い た の で， た く さ
ん漢字を勉強 し ま し た。 お も し ろ か っ た です。 (漢字)
・ 今， 自分の 日 本語能力 は l 級 と 2 級 の 間 で あ り ， 授業の レ ベ
ル は ち ょ う ど よ か っ た。 (読解 A )
・ 今度授業 を受 け る と き は も っ と 難 し い 内容 を勉強 し た い で
す。 (読解 A )
・ 外国人に合わせ た テ キ ス ト で は な く ， 日 本人向 け の テ キ ス ト
を読むの が役 に立 っ た と 思 い ま す。 (読解 B )
・ 最初 は簡単な テ キ ス 卜 か ら 始 め て ， そ れか ら 新聞の記事や小
説な どを読ん で よ か っ た と 思い ま すo (読解 B )
・ 最初 は難 し か っ た です。 (読解 B )
・ 最初 は難 し か っ た です が， 先生の お か げで， だん だん簡単 に
な っ た と 思い ま す。 〈作文)
・ 最初は難 し か っ た です。 (文法)
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3. 授業の進度
ち ょ う ど よ か っ た (30 人)
よ か っ た (8 人)
ふつ う (7 人)
あ ま り よ く な か っ た (0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た (0 人)
4. 教科書 ・ プ リ ン ト
と て も よ か っ た (27 人)
よ か っ た (16 人)
ふつ う (0 人)
あ ま り よ く な か っ た (1 人)
ぜん ぜん よ く な か っ た (1 人)
4.5 
- 今， 私の レ ベル は 1 級 と 2 級 の 間 だか ら ， こ の授業の レ ベル
は ち ょ う ど よ か っ た。 (文法)
・ 新 し い文法 も 勉強 し た し ， 前に勉強 し た文法 も 復習 で き ま し
た。 (文法)
・ 想像 し た よ り ち ょ っ と や さ し か っ た です が， N 1 の 復習 に は
役 に立 っ た の で は な い か と 思 い ま す。 (文法)
・ 難 し く な い と 思 い ま す。 (表現技術)
・ プ リ ン ト が あ る か ら ビデオ を見 ら れ る か ら ， そ ん な に難 し
く な か っ た。 ( 日 本文化)
・ 先生か ら 新 し い 日 本語 の 表現が で き て ， う れ し か っ た。 ( 日
本文化)
・ こ の授業の レ ベル は私の 日 本語の レ ベ ル よ り 高 い です。 だか
ら ち ょ っ と 難 し い と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
・ 時 々 難題が与え ら れ ま すが， 新 し い分野， 未熟な こ と に 出会
い， 考え さ せ る 場を作 っ て い た だ い て あ り がた い と 思 っ て い
ま す。 ( 日 本文化)
・ 1 級の漢字を勉強 し た こ と が あ り ま すが， も う 1 年間が経 っ
て ， 段 々 忘れて し ま う 傾向 が あ っ た の で， 復習や学習 に は相
応 し い レ ベルだ っ た と 思 い ま す。 (漢字)
・ 初級か ら 上級 ま で， ず っ と 勉強 し続 け て い る の で， そ ん な に
難 し く な か っ た です。 (漢字)
・ も う ち ょ っ と 速 く な っ て も 大丈夫です。 (読解 A )
・ 自 分の せ い で最初 は ち ょ っ と 速か っ た です け ど， 慣れて き た
か ら ， そ ん な に 速 く な L 、。 (読解 B )
・ す ご く い い と 思い ま す。 (作文)
・ ぜん ぜん速 く な い と 思い ま す。 (作文)
・ 先生は学生の 反応 に よ っ て 適切な 速 さ で進めた。 (会話)
・ ず っ と よ か っ た です。 (文法)
・ 文法を勉強 し た り ， 文法の 文 の 内容 に つ い て し ゃ べ っ た り ，
こ の感 じ が い い と 思 い ま す。 (文法)
・ ク ラ ス で色 々 な レ ベル の 学生がL 、 ま すか ら ， 皆が分か る の に
授業の速 さ は よ か っ た と 思 い ま す。 (文法)
・ 時に は ち ょ っ と お そ か っ た が， だ い た い よ か っ た です。 (文法)
・ よ か っ た。 (表現技術)
・ は や く な い と 思 い ま す。 (表現技術)
・ ビデオ の ス ピ ー ドが速か っ た け ど， 先生 に説明 し て い た だ い
た の で， よ く 理解で き ま し た。 ( 日 本文化)
• 1 回の授業で一つ の テ ー マ を め ぐ っ て討論 し ， 新 し い知識を
学び， ス ピ ー ド は ち ょ う ど い い と 思 う 。 ( 日 本文化)
・ 実は ち ょ う ど い い 速 さ だ と 思 う が， も っ と 多 く の 内容 に触れ
た い です。 ( 日 本文化)
・ ち ょ っ と 速か っ た気 も し ま す。 (漢字)
・ 予習 し た ら ， 先生がお っ し ゃ っ た 内容が理解 し や す い。 速 く
な い と 思 い ま す。 (漢字)
・ も し教材の 中 に ， 名人の ス ピ ー チ と か， お も し ろ い話が あ れ
ば ， も っ と い い。 (読解 A )
・ 教科書 よ り 普通の テ キ ス ト が読め て よ か っ た です。 (読解 B )
・ 資料が よ か っ た と 思 い ま す。 (作文)
・ 「序論J I本論J I結論」 を わ け で， レ ポ ー ト の 書 き 方を教え
て く れ る 方法 は い い と 思 う 。 (作文)
4.  5 
月iAせ
- 勉強 に な り ま し た。 (作文)
• N 1 と N 2 両方あ る の で， よ か っ た と 思い ま す。 (文法〉
• 1 級の実際の 問題を入れた ほ う が も っ と い L 、。 (文法)
- あ ま り よ く な か っ た。 授業中使 っ た教科書 よ り も っ と い い教
科書が あ り ま す。 使 っ た教科書で の文法の教え方は あ ま り 詳
し く な か っ た。 (文法)
- 教科書以外に文法の勉強 に使え る 普通の文章 と か， 日 常会話
の プ リ ン ト も 使用 し な が ら 展開 し た ほ う が良 い か も し れ ま せ
ん。 (文法)
- 教科書を買 わ な か っ た の で， ち ょ っ と 不便で し た が， 友達 と
一緒 に そ の本を使 っ て い た ら 大丈夫で し た。 (文法)
- 授業で も ら っ た プ リ ン ト は と て も役に立つ と思 う 。 (表現技術)
- 材料がす ご く 助か り ま し た。 (表現技術)
- 材料が と て も 面 白 か っ た です。 興味深 く て ， 勉強す れ ばす る
ほ ど， 面 白 く な っ て来 ま し た。 ( 日 本文化)
- い い と 思 う 。 ( 日 本文化)
- 多様な 教材が使われて， 内容 も豊かで し た。 先生の い ろ い ろ
な 工夫 に感謝 し て い ま す。 ( 日 本文化)
- 授科書や予習 シ ー ト が良か っ た と 思 い ま す。 (漢字)
- 内容は お も し ろ く て ， 勉強 に な り ま し た。 (漢字)
• nntermediate Kanji Bookj は と て も 面 白 く て， い い 教科
書な の で， そ れ を使 っ て勉強 し て よ か っ た。 (漢字)
- 教科書を使わ な い の で， 毎回先生か ら プ リ ン ト を用意 し て い
た だ い て ， あ り が た い です。 (漢字)
- 日 常生活 に近い の で， そ の ぐ ら い の漢字を勉強すれ ば， 役 に
立つ と 思 い ま す。 勉強 し た い い な あ と 思 っ て い ま す。 (漢字〕
- ぜんぜん よ く な か っ た。 正直， 本の値段 も 高か っ た け ど， そ
ん な に使 っ た と は思 わ な い。 そ し て本の 内容 も 見て み た ら 逆
に むずか し い。 (漢字)
5. 教え方 - 先生が大好 き です。 (読解 A)
と て も よ か っ た (38 人) - わ か ら な い と こ ろ を全て教え て も ら え て よ か っ た です。 (読
よ か っ た (7 人) 解 B )
ふつ う (0 人) - 皆が積極的 に授業を 受 け る よ う に教え導 い て 下 さ い ま し た。
あ ま り よ く な か っ た (0 人) そ れで， 集中す る こ と が よ く で き ま し た。 (読解 B )
ぜん ぜん よ く な か っ た (0 人) - 文章を読解す る だ け で は な く ， DVD や ビ デオ を見せ， 授業
を す る の は よ か っ た と 思 う 。 (読解 B )
- 先生 は や さ し い し ， ま じ め だ し。 (読解 B )
- 理解 し やす い です。 上手です。 (作文)
- 親切です。 (作文)
- 分か り やす か っ た です。 (作文)
4.8 - 先生 の 話が分か り や す く て ， 内容が お も し ろ く て ， 関心深
か っ た で、す。 (会話)
- 先生が大好 き です。 (会話)
- お も し ろ か っ た です。 (文法)
- 私 は先生が大好 き です。 (文法)
- 別 の教科書を使 っ た ら ， 先生 に と っ て も 教え やす く な る と 思
い ま す。 (文法)
- 先生 は や さ し く て ， 質問 に対 し て も 親切 に 解説 し て く だ さ っ
て あ り が と う ご ざ い ま す。 (文法)
- 教え方が わ か り やす く て よ か っ た です。 (文法)
- い ろ い ろ な 資料を も ら い ま し た。 教え方が理解 し やす L 、。 (表
現技術)
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6. どの ぐ ら い 出席 し た か
80% - 100% (42 人)
60% - 80% (3 人)
40% - 60% (0 人)
20%- 40% (0 人)
0%- 20% (0 人)
7. 予習 ・ 復習 を し た か
か な り し た (23 人)
す こ し し た (20 人)
ぜんぜん し な か っ た (2 人)
- ビデオ と 材料を も ら っ て ， 教 え 方 は と て も よ か っ た。 ( 日 本
文化)
・ ビデオや レ ジ メ を使い， 学生 と 一緒 に考え， 問題 に つ い て討
論 し て， よ か っ た。 ( 日 本文化)
・ 先生の考え方は世界性が あ り ま す。 ( 日 本文化)
・ い つ も つ い 「な る ほ ど」 と い う 実感を さ せ ら れ ま し た。 ( 日
本文化)
・ す ご く わ か り やす く ， 考え て さ せ る 力 を持つ講義で し た。 ( 日
本文化)
・ 間違えやす い と こ ろ を示 さ れ， と て も わ か り やす か っ た と 思
い ま す。 (漢字)
・ 漢字を教え る だ け で は な く ， プ リ ン ト の 内容 に つ い て ， 質問
を し ， 答え を 聞かせて い た だ く こ と も あ り ま す。 (漢字)
・ プ レ ゼ ン が あ る の で， 見 な が ら 勉強す る の が い い と 思 い ま
す。 日 常生活の 中 の 内容 も 含 ま れ た か ら ， す ご く 理解 し やす
い。 (漢字)
欠席 し た理由
・ 専門 の授業や ゼ ミ があ っ た か ら (1 人)
・ ア ルバイ ト が あ っ た か ら (0 人)
・ 病気の た め (3 人)
・ そ の授業 に興味がな か っ た か ら (0 人)
・ そ の他 (1 人) : 旅行
・ こ の授業を受け て か ら ， 自分の発音が よ く な っ て い ま す。 (読
解 A)
・ お も し ろ か っ た。 予習が必要だ と 感 じ て い る 。 (読解 A)
・ 読解の文章 は お も し ろ か っ た。 日 本語だ け で は な く ， 各方面
の知識 も 学ん だ。 (読解 B )
・ 最初 は難 し か っ た の で， 予習 し な け れ ば な り ま せ ん で し た。
(読解 B )
・ 予習 し な か っ た ら ， 授業を受け ら れな く ， 理解で き な い と 思
う 。 (作文)
・ 予習 し た ほ う が い い と 思 う か ら 。 (会話)
・ 会話の能力 が大切だ。 (会話)
・ 難 し か っ た です。 文法が た く さ ん似て い る も の が あ る の で，
よ く 覚え ら れ な い です。 (文法)
・ 復習 の た め の 資料 は と て も よ か っ た と 思 い ま す。 (文法)
・ 自 分の教科書を持 っ て い な く て ， ち ょ っ と し かで き ま せん で
し た。 (文法)
・ 外国人 に と っ て ， 敬語な どの知識が重要ですか ら よ く 勉強す
る べ き 。 (表現技術)
・ 最初が難 し か っ た です。 勉強す れ ば簡単 に な り ま す。 (表現
技術)
・ 復習 の 時聞がそ ん な に あ り ま せん で し た。 (表現技術)
・ 授業終わ っ た か ら ， 次の授業の材料を も ら え る か ら ， 予習で
き る 。 ( 日 本文化〉
・ 満足。 ( 日 本文化)
・ 復習 は し ま す が， 予習 は し よ う と し て も ， 授業の 内容が分か
ら な い の で， 予習 で き ま せん。 ( 日 本文化)
・ 授業の前 に ， 次の授業の 内容が よ く 分か り ま せん。 だか ら 予
習 は どの よ う に し た ら よ いか も よ く 分 り ま せん。 ( 日 本文化)
・ 漢字が多 く て， 復習 し な い と 覚え ら れな い と 思 い ま す。 (漢字)
・ 予習 シ ー ト が毎週 あ っ た の で， 予習 し た し 、。 す ご く 役 に立っ
と 思 い ま す。 (漢字)
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そ の 他
・ も し 授業 の 中 で， 少 し 日 本語能力試験問題を練習 す れ ば， も っ と い い と 思 い ま す。 (読解 A )
・ 先生 と 一緒 に 本 を読ん だ り ， 問題を や っ た り し ま し た。 す ご く お も し ろ か っ た です。 (読解 A )
・ も し 次 の 期 も 読解 B の 授業が あ れ ば， ま た 参加 し た い と 思 い ま す。 (読解 B )
・ テ キ ス ト を読 む だ け で は な く ， ビデオ を 見 る の は と て も 役 に 立 っ た と 思 い ま す。 (読解 B )
・ 今度 ま た こ の 授業 を 取 り た い です。 (読解 B )
・ 本 当 に勉強 に な り ま し た。 今度 ま た 参加 し た い と 思 い ま す。 (読解 B )
・ レ ポ ー ト の 作成 に 役立:つ 知識 を 得 る こ と が で き ま し た。 (作文)
・ 授業が楽でお も し ろ か っ た と 思い ま す。 欠席 し た り 遅刻 し た り し て本当 に 申 し訳あ り ま せんで し た。 (会話)
・ 授業 の 中 で， 20 分 ぐ ら い 勉強 し た 文法 に つ い て の 練習 を し て か ら ， わ か ら な い 問題 を す ぐ 先生 に 聞
い て ， 先生か ら 説明 し て も ら っ た ほ う が い い と 思 い ま す。 90 分 ① 40 分 : 文法を勉強 (先生 と 学生)
② 20 分 : 練習 (学生， 自 分です る ， 先生 は休み) ③ 30 分 : 練習 の説明 (先生 は 答 え ) (文法)
・ も し ， ク ラ ス の み ん な は 同 じ ぐ ら い の レ ベルで し た ら ， 授業の 内容を充実 さ せ る こ と がで き た か も し
れ ま せん。 (文法)
・ 勉強 に な り ま し た。 楽 し か っ た です。 (表現技術)
・ こ の 1 年間 日 本 に 関す る こ と を い ろ い ろ 教 え て く れ て ， ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 ( 日 本文化)
・ も し ， 自 分の 日 本語が上手 に な れ ば， 日 本語がぺ ら ぺ ら 話せ れ ば， 自 分の考え方を皆 に 教 え た い。 し
か し ， い ま 自 分 の 日 本語 は そ ん な に 上手で は な く て， 残念だ と 思 い ま す。 ( 日 本文化)
・ こ の 授業 に 参加 さ せて い た だ い て， す ご く 勉強 に な り ま し た。 来期 も い ろ い ろ な 分野 の 知見 ・ 知識 を
紹介 し て い た だ く の を 楽 し み に し て い ま す。 ( 日 本文化)
・ こ の 授業の お か げ で， 日 本 の い ろ ん な 面 に つ い て さ ら に わ か る よ う に な り ， と て も 役立つ と 思 い ま す。
そ し て ， 先生 の 授業の 行い方 も 多彩で， デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど も 参加 さ せて い た だ い て ， か な り お も
し ろ い です。 ま た ， 思考の訓練 に も な る と 感 じ ま す。 あ り が と う ご ざ い ま し た。 ( 日 本文化)
・ 漢字 と い う 授業が一つ で， そ の 内 で グル ー プ を 分 け て 授業が行わ れ た が， 教科書一つ で み ん な ゆ っ く
り 時間 を と っ て 授業を行 う と ， も っ と 集 中 で き る し い い と 思 う と こ ろ も あ り ま す。 (漢字)
・ レ ベルで組を分 け て よ か っ た。 (漢字)
・ 来期の授業ま た 取 り た い と 思 い ま す。 今学期本当 に 勉強 に な り ま し た。 半年間楽 し か っ た です。 (漢字)
・ 先生 の 教 え 方， レ ベ ル， 速 さ な ど全体 的 に よ か っ た と 思 い ま す。 し か し ， 個人的 に は レ ベ ル に 分 け
て 授業 し た の は ち ょ っ と よ く な か っ た と 思 い ま す。 30 分授業を う け て 1 時間 も 自 分で勉強 し た の は，
わ る か っ た と 思 い ま す。 (漢字)
表 1 0 前期 の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の ア ン ケ ー ト 結果 (回答者 1 6 人)
1 . 日 本 語 課 外 補講 を ど こ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 出 席者 (12 人) - オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示を見 た (4 人)
で知 っ た か (複数回答) - 学部 の 教員 に き い た (1 人)
- 留学生セ ン タ ー の 教員 に き い た (4 人)
- 友だ ち に き い た (3 人)
- 県費留学生 の 担 当 者 に き い た (1 人)
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 欠席者 (4 人) - 学部 の 教員 に き い た (2 人)
- 留学生 セ ン タ ー の教員 に き い た (2 人)
2. 授業科 目 数の 希望 今の ま ま で い い (16 人) : 初級 5 人， 中級 5 人， 上級 6 人
3. 授業科 目 の 希望 今の ま ま で い い (15 人) : 初級 5 人， 中級 4 人， 上級 6 人
新 し い科 目 を 作 っ て ほ し い (1 人) : 中級 l 人
4. 来 期 の 授 業 時 間 帯 の 希 専 門 の 時間割がわ か ら な い の で こ た え ら れ な い ( 8 人) : 初級 2 人， 中級 2 人，
望 上級 4 人
午前 1 ・ 2 限 ( 3 人) : 初級 1 人， 中級 2 人
午後 3 ・ 4 限 ( 3 人) : 中級 1 人， 上級 2 人
い つ で も い い ( 1 人) : 初級 1 人
そ の 他 ( 1 人) : 初級 l 人 (実験 の た め， 受講す る の は難 し そ う です。 )
そ の 他
・ 日 本 の 映画を見 た ほ う が い い です。 (初級)
・ 教え て く れ て あ り が と う ご ざ い ま す。 (初級)
・ 会話 の練習 を し た い です。 (上級)
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表 1 1 後期の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の ア ン ケ ー 卜 結果 (回答者 1 1 人)
1. 日 本語 課 外 補 講 を ど こ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 出席者 (11 人) - オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示を見 た (3 人)
で知 っ た か (複数回答) - 学部 の 教員 に き い た (4 人)
- 留学生 セ ン タ ー の 教員 に き い た (3 人)
- 友 だ ち に き い た (1 人)
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 欠席者 (0 人)
2. 授業科 目 数の 希望 今 の ま ま で � \ � 、 (9 人) : 初級 2 人， 中級 2 人， 上級 5 人
多 く し て ほ し い (2 人) : 初級 (会話) 2 人
3. 授業科 目 の 希望 今 の ま ま で い い (10 人) : 初級 3 人， 中級 2 人， 上級 5 人
新 し い 科 目 を作 っ て ほ し い (1 人) : 初級 (読解 と 作文) 1 人
4. 来 期 の 授 業 時 間 帯 の 希 専 門 の 時間割が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い (3 人) : 初級 l 人， 上級 2 人
望 午前 1 ・ 2 限 (5 人) : 初級 1 人， 中級 2 人， 上級 2 人 (午前 中 に 授業を し て ほ し い です。
午後に な っ た ら， ねむ く な る ので。)
い つ で も し 市 、 (2 人) : 初級 1 人， 上級 1 人
無回答 (1 人) : 初級 1 人
そ の 他
・ で き れ ば こ の 教科書 (rJAPANESE FOR BUSY PEOPLEJ) を終え た 後 に ， ほ か の 教科書を使 っ て 勉強を続 け
ら れ た ら い い と 思 い ま す。 (初級)
・ も し 授業の 中 で少 し 日 本語能力試験 N 1/ N 2 の 試験問題を練習す れ ば も っ と い い と 思 い ま す。 (上級)
ま ず， 各 ク ラ ス の 授業内容 に 関す る ア ン ケ ー ト 結果 に つ い て は ， す べ て 4.0 点以上で， 全体 の 9 割が 4.5
点以上 と な っ て お り ， 概ね良 い評価 を 得て い る と 言 っ て よ い だ ろ う 。
少数意見で は あ る が， 今後の コ ー ス 改善 に 向 け て の 検討材料 と す る た め に ， I あ ま り よ く な か っ たJ ，
「全然 よ く な か っ た」 と い う 回答 に つ い て 詳 し く 見て お き た し 、。 「 よ く な か っ た」 と い う 回答 は ， 前期 の
中級 ク ラ ス の 授業進度 と 後期 の 上級 ク ラ ス の 教科書 に つ い て 見 ら れ た 。
前期 の 中級 ク ラ ス の 授業進度 に つ い て は， I文法 B J で 「 よ く な か っ た 」 と い う 回答者が 2 人 い た 。
いずれ も 速す ぎ た こ と を理 由 に 挙 げ て い た。 中級 ク ラ ス の 授業科 目 の 中 で も 「文法 B J は ほ か の 科 目 よ
り も 難易 度 を や や 高 め に 設定 し て あ り ， 専 門 の 学習 ・ 研究 の た め に 日 本語 の 学習時聞が十分 に 取 れ な か っ
た 受講者 に と っ て は ， 授業進度が速 く 感 じ ら れ た も の と 思 わ れ る 。 後期 の 上級 ク ラ ス の 教科書 に つ い て
は， I文法」 と 「漢字」 で 「 よ く な か っ た」 と い う 回答者が l 人 い た。 「文法」 に つ い て は文法 の 説 明 が
詳 し く な か っ た こ と ， I漢字」 に つ い て は 内容 の 難 し さ な ど が そ の 理 由 と し て 挙 げ ら れ て い た。 い ず れ
も 上級 ク ラ ス の 中 で は 日 本語力 が や や 不足 し て い る 学生か ら の コ メ ン ト で， 教科書を十分 に 利用 で き て
い な か っ た こ と が う か が わ れ る 。
次 に ， カ リ キ ュ ラ ム に 関す る ア ン ケ ー ト 結果 を 見 る と ， こ れ ま で と 同様， 日 本語課外補講 に 関す る 情
報 は， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 掲示 を 見 て知 っ た と い う 回答 と ， 教員 や友人か ら き い た と い う 回答が多か っ
た。 ま た ， 授業時間帯 に つ い て は ， I専門 の 時間割 が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い」 と い う 回答が最
も 多 か っ た が， 午前 と 午後 で は ， 午前を 希望す る 学生 の ほ う が多 か っ た 。 授業科 目 数や 内容 に つ い て は
「今 の ま ま で い いJ と い う 回 答 が い ず れ の 期 も 最 も 多 か っ た。
8 おわ り に
前年度 ま で に 進 め て き た 日 本語研修 コ ー ス と の 合 同授業化 に よ っ て ， 開講科 目 も 増 え ， 学生 は 多 く の
科 目 を 受講で き る よ う に な っ た。 し か し ， 受講対象者を 広 げ た こ と に よ っ て ， 受講者の 日 本語 の 習熟度
に は こ れ ま で以 上 に ば ら つ き が見 ら れ る よ う に な っ た。 日 本語課外補講の 受講者の 中 に は， 専 門 の 学習
や研究が忙 し く て ， 継続的 に 参加 で き な い 学生 も い る た め ， 授業期 間 中 に 受講者聞 の 習熟度 の 差が広 が っ
て し ま う こ と も あ る 。 現在 は， 授業内容や 指導方法 の 工夫 に よ っ て 対応 し て い る が， 今後受講者間 の 日
本語の 習熟度 に さ ら に 大 き な 聞 き が見 ら れ る よ う に な っ た 場合 は ， プ ロ グ ラ ム 全体 の ク ラ ス の レ ベ ル分
け を 見直す と い っ た 対応が必要 と な っ て く る も の と 思 わ れ る 。
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総合日本語コ ー ス報告 (201 0 年 1 0 月 ，_ 201 1 年 9 月 )
漬由美 和
1 は じ め に
総合 日 本語 コ ー ス は ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に， 2004 年 10 月 に 新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山 大学の 外 国人留学生全体 の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は低 い た
め， 本 コ ー ス の 授業科 目 は L 、ず れ も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合 同 授業 と し て 開講 し て い る 。 2005
年 9 月 に ， 初 め て 本 コ ー ス の修了生を送 り 出 し ， 2010 年 10 月 に 7 期 目 の 学生 を迎え た 。
以下， 2010 年度秋期 (2010 年 10 月 � 201 1 年 3 月 ) 及 び春期 (2011 年 4 月 � 9 月 ) の 総合 日 本語 コ ー
ス の 実施状況 に つ い て報告す る 。
2 受講学生
，2010 年度富 山 大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に 参加 し た 学生 は 1 人で， そ の 学生 は
秋期， 春期 と も に 総合 日 本語 コ ー ス を受講 し た。 学生 の 出身国 は ロ シ ア で， 所属 は人文学部 で あ る 。 な
お ， 2006 年 10 月 よ り ， 本学 と の 学術交流協定 に基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に 参加可能 と な っ
た が， 短期留学生 の 受講状況等 に つ い て は 別 に報告す る 。 (，短期留学生報告」 参照)
総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 と し て ， 2010 年度 は秋期 と 春期， 各期 9 科 目 を 提供 し た。 総合 日 本語 コ ー
ス の 授業科 目 は必修科 目 で は な い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修了要件の ーっ
と し て ， 学部や教養教育 の 授業科 目 及 び総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上の履修が
義務つ。 け ら れ て い る 。
2010 年度の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生の 総合 日 本語 コ ー ス の 受講状況 は， 10 科 目 (秋期 5， 春期 5)
だ っ た。
3 担当者
秋期， 春期 と も に， 1 人 の セ ン タ ー 専任教員 (演 田美和) ， 及 び， 6 人の 謝金講師 (遠藤祥子， 高 畠 智
美， 中河和子， 藤 田佐和子， 松 岡裕見子， 要門美規) が授業 を 担 当 し た。 い ず れ の 期 も ， セ ン タ ー 専任
教員 (演 田美和) が コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 っ た。
4 スケジ' ュ ール
秋期 は ， 2010 年 10 月 8 日 (金) � 201 1 年 2 月 9 日 (水) を 授業期 間 と し た。 12 月 22 日 (水) � 1 
月 3 日 (月 ) は冬季休業， 1 月 14 日 (金) は 大学入試 セ ン タ ー試験準備 日 の た め， 休講 と し た 。 ま た，
曜 日 調整 の た め， 1 月 1 1 日 (火) は 月 曜 日 の授業を行 っ た 。
春期 は， 201 1 年 4 月 11 日 (月 ) � 7 月 29 日 (金) を授業期 間 と し た。
学期 ご と に ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー が オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は 2010 年 10 月 4 日 (月 ) ， 春期 は 2011 年 4 月 6 日 (水) で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は， 学生 に
各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等を掲載 し た 授業概要 の 冊子 (授業概要 は留学生 セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ 上 に も 掲載， Web 版 は 日 本語， 英語， 中 国語 の 3 言語で の 閲覧 が可能) を 渡 し ， コ ー ス
の 内容， 各授業科 目 の 詳細 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。 春期 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で は ， 履修 の 際 の 参考 と
な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書 を 学生 に 渡 し て い る 。 履修登録 は ， 授業開始後 1 週間以 内 に 行 い， 履
修登録を 行 っ た 授業科 目 に つ い て 学期終了 時 に 成績 を 出 す シ ス テ ム と し て い る 。
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5 授業内容
総合 日 本語 コ ー ス は， 上級 レ ベル の 日 本語課外補講 の 授業 と 合 同 で授業 を行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価が必要で な い た め ， 授業科 目 に よ っ て は必要 に 応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の 受講者だ け に
別課題や試験 を課す な ど の 方法 を 取 っ て い る 。 科 目 別 の 授業概要 は 表 1 の 通 り で あ る 。
表 1 総合 日 本語 コ ー ス授業概要 (20 1 0 年 1 0 月 � 201 1 年 9 月 )
論理的 な 文章を書 く た め に 必 要 な 構成， 表現， 文法 の 基本 を 学 び， 学
習 し た 項 目 を 用 い て ま と ま っ た 文章を 書 く こ と で， レ ポ ー ト や論文 を
書 く 力 を つ け る 。 文章 を 書 く 練習 は コ ン ビ ュ ー タ を 使 っ て 行 い ， ワ ー
プ ロ 文書 で の レ ポ ー ト 作成方法 も 同 時 に 学ぶ。
大学で講義を 聞 い た り ， 演習 や研究会 に 参加 し た り す る 際 に 必要 な 聴
解力 や， 日 常生活 に 必要 な 聴解力 を 身 に つ け る た め に ， 様 々 な 種類 の
聴解練習 を 行 う 。 日 本語 の 聴解教材 と あ わ せ て ， テ レ ビ や ラ ジ オ ， イ
ン タ ー ネ ッ ト な ど， 様 々 な メ デ ィ ア を用 い た 練習 を 行 う 。
ロ ー ル プ レ イ 等 で の 会話練習 を 通 し て ， 大学生活や 日 常生活 で 出 会 う
場面や状況 で の 会話力 を 伸 ばす。 ま た ， 人や物， 経験 な ど様 々 な ト ピ ッ
ク に つ い て 日 本語 で 的確 に 説明 ・ 描写す る 力， 意見や感想 を述べ る 力
を 養 う 。
日 常生活や大学 の 講義で用 い ら れ て い る 漢字 ・ 漢字語 の 意味 を 理解 し ，
正 し く 読み， 使 う 力 を 身 に つ け る 。 学生一人一人 の レ ベ ル に 応 じ た テ
キ ス ト (r漢字 1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOKJl Vol . 1 ，  
Vo1 . 2  (凡人社) 等) を 用 い， 大 学 で の 学習， 研究生活 に 必要 な 漢字
を 習得す る 。
目 上 の 人 や初対面 の 人 と や り と り す る ， あ る い は ， 不特定多数 の 人 に
対 し て 情報発信す る 際 に 必要 と な る ， フ ォ ー マ ル な 場 で用 い ら れ る 日
本語 の 表現， 日 常 的 ・ 実用 的 な 文章 の 書 き 方， 日 本語 で の 口 頭発表の
ス キ ル を 習得す る 。
留 学生 と し て 日 本社会 を 分析す る 試 み (情報 の 読 み と り ， 整理 な ど)
を TV 番組， 新聞 ・ 雑誌記事， 自 治体広報 な ど の 様 々 な メ デ ィ ア を 用
い て す る 。 日 本社会 を 読 み解 く た め の 身 の 回 り の リ ソ ー ス を 活用 す る
手 だ て を 与え， そ こ か ら 得 た も の を 日 本語で発信す る 力 を養成す る 。
* 1 限 8:45 � 10 : 15， 2 限 10 :30 � 12 :00， 3 限 13:00 � 14:30， 4 限 14:45 � 16 : 15 
秋期 : 読解 A 2
春期 : 読解 A 1 
(火 曜 4 限)
秋期 : 読解 B 2 
(水曜 2 限)
春期 : 読解 B 1 
(金 曜 2 限)
秋期 : 文法 2
(水曜 1 限)
春期 : 文法 1
(木曜 4 限)
秋期 : 作文 2
春期 : 作文 l
(火曜 3 限)
秋期 : 聴解 2
春期 : 聴解 l
(木曜 3 限)
秋期 : 会話 2
春期 : 会話 1
(火曜 2 限)
秋期 : 漢字 2
春期 : 漢字 l
(月 曜 3 限)
秋期 : 表現技術 2
春期 : 表現技術 l
(月 曜 2 限)
秋期 : 日 本文化 2













日 本人 向 け に 書か れ た文章の読解を通 し て， 大学で の 学習 や 研究 に 必
要 と さ れ る 実践 的 な 日 本語読解能力 を 身 に つ け る 。 主教材 と し て 『生
き た 素材で学ぶ 中級か ら 上級へ の 日 本語Jl (The J apan Times) を使
用 し ， 秋期 は 奇数 ユ ニ ッ ト ， 春期 は偶数 ユ ニ ッ ト を 学ぶ。 こ の 他， 適
宜 テ ー マ に 合 っ た生教材 も 取 り 入れ， 中上級の 表現， 文法， 語葉 を 習
得す る 。
大学生活 で 出 会 う 様 々 な テ キ ス ト タ イ プ の 読み物 を 扱 い ， そ れ ぞ れ の
タ イ プ の 読 み 物 の 特徴 と な る 基本的 な 構造， 文体等 を 把握 し ， そ れ に
慣 れ る 手 だ て を 見 つ け る 。 特 に 留学生 に と っ て 必要 な 専 門書， 論文，
教養書 を 読 み 解 く 技能 を 多 面 的 に 養 う と と も に， ブ ッ ク レ ポ ー ト の 際
の 基本的技術を マ ス タ ー す る 。
大学 で の 学習， 研究生活 に 必要 な 上級 レ ベル の 文法 ・ 表現 (時を表す
表現， 接続表現， 文末表現な ど) を， 実践的 な 演習 を通 し て 習得す る 。
日 本語能力試験受験対策 も あ わ せ て行 う 。
qJ Fhu 
いずれ の 科 目 も 秋期 と 春期 で 同ーの 授業概要 ( 目 的) と な っ て い る が， 秋期 に履修 し た 科 目 を春期 に
続 け て履修で き る よ う に ， 授業で取 り 上 げ る ト ピ ッ ク や タ ス ク の 内容 は期 ご と に 変え て い る 。
な お ， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケ ー ト は ， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て 実施 し た。 授業評価
ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告の 7 授業評価 を 参照 い た だ き た い。
6 成績評価
成績評価 の 方法 に つ い て は， 成績評価 の 基準を授業概要 に 明記す る と と も に ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で
も 説 明 し て い る 。 こ の 基準 を も と に 授業担当 者 が， 優 (80 点 � 100 点 ) ， 良 (70 点 � 79 点 ) ， 可 (60
点� 69 点 ) ， 不可 (59 点以下) で判定 を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 に つ い て は 単位が 出 な
い こ と に な っ て い る 。 学生へ の 成績の 通知 は ， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の 修 了 時 に ，
成績 を記 し た 履修証明書の発行 を 留学生 セ ン タ ー 長名 で行 っ て い る 。
7 学生か ら の評価
前述 の 通 り ， 各授業科 目 に 関す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講 と ま と め て 実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て は イ ン タ ビ ュ ー 調査 (実施 日 : 2011 年 8 月 4 日 (木) ， 調査対象 :
2010 年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 (1 人) ) を行 っ た。 こ の 結果 を 表 2 に 示す。
表 2 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生) イ ン タ ビ ュ ー 調査結果
1 . 総合 日 本語 コ ー ス :
科 目 に つ い て
2. 総合 日 本語 コ ー ス :
レ ベル に つ い て
- 十分 だ っ た が， 秋期 は 多 く と り す ぎ た の で， 大変だ っ た。 学部 の 授業
が予習 も し な い と い け な い の で， 大変だ っ た。 春期 は 学部 の 授業を と
ら な か っ た の で， 秋期 と 比べ て 楽だ っ た。 留学生 セ ン タ ー の 授業 は お
も し ろ く て ， 予習 に も そ ん な に 時間 が か か ら な か っ た。
・ ち ょ う ど良か っ た。
3. 自 身 の 日 本語力 に
つ い て
4. 富 山 で の 留学生活 に
つ い て
- ま ず 日 本 に 来 て 一番難 し か っ た の は 聴解 だ っ た の で， 聴解を と っ て ，
聴解の レ ベ ル を上達 さ せ た い と 思 っ た。 7 月 に 日 本語能力 試験 を受 け
た と き ， 聴解 は簡単だ っ た。 日 本語能力試験で は ， 読解が難 し か っ た。
こ と ば で は な し 総合理解が難 し か っ た。 似 た 選択肢 の 中 か ら 答え を
選ぶ の が難 し か っ た。 そ れ か ら ， (留学生 セ ン タ ー の 授業 を 受 け て ， ) 
丁寧語 と か も わ か る よ う に な っ た 。 今 メ ー ル を 書 く と き は ， そ ん な に
大変な こ と じ ゃ な く な っ た。
・ 楽 し め た。 も う 一度来た い ぐ ら い。 富 山 の生活は静か だ け ど， 日 本 は
狭 い の で， ど こ で も 自 由 に 行 く こ と がで き る の で， 静 か な と こ ろ に 住
ん で よ か っ た。 自 然 も 食べ物 も よ く て ， う れ し い。 日 本人 は 礼儀正 し
く て ， 親切。 も ち ろ ん い や な こ と も あ っ た け ど， い や な こ と は 記憶 に
残 ら.な か っ た 。 震災 の と き も ， 全然大丈夫だ っ た。 国 の 両親 も 母国 の
友人か ら 電話で心配 し て い た が， 自 分 と 話 し た 後 は ， 大丈夫 だ と 思 っ
て く れ た 。 日 本 に来て一番大変な の は人 と の 関係。 日 本人 の 態度 を 見
て ， ど う や っ て 行動 し た ら い い か を考え た ら い い と 思 う 。 自 分 を適応
さ せ る の が大事。 日 本 で は ， 友達 を つ く る の が難 し L 、。 日 本人 は な か
な か声 を か け て く れ な い。 日 本人 と 友達 に な る の は難 し い が， 富 山 大
学で 日 本人の友達を 2 人作 る こ と が で き た。 00 さ ん と は 親友 に な れ
た 。
コ ー ス の 日 本語 の 科 目 や レ ベ ル に つ い て は適当 だ っ た よ う で あ る 。 自 分 自 身 の 日 本語力 の 伸 び に つ い
て は ， 聞 く 力 を 中心 に 日 本語力 の 伸 び を 実感 し て い る こ と が わ か る 。 富 山 で- の 留学生活 に つ い て は， 静
か に 学習 に 取 り 組 め る 環境 に 満足 し て い る 様子が う か が え る 。 友人を つ く る の に は 苦労 し た よ う だ が，
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帰国前 に は 親友 と 呼べ る 友人がで き た こ と を 大変 う れ し そ う に 話 し て い た 。
8 おわ り に
2010 年度秋期， 春期 は従来通 り の カ リ キ ュ ラ ム で， こ れ ま で と 同様 の 科 目 数で開講す る こ と が で き た。
こ れ は ， い ず れ の 科 目 も 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と の 合 同授業で あ る こ と か ら 実現 で き て い る が， こ
こ 数年， 上級 ク ラ ス の 受講者数が増加傾向 に あ る 。 こ れ に 伴 っ て ， 受講者の 日 本語 の 習熟度 の 聞 き が以
前 よ り も 顕著 に な っ て き た 。 こ れ に ど の よ う に 対応 し て L 、 く かが今一番大 き な 課題 と 言え る 。 授業 内容
等 の 工夫 に よ っ て あ る 程度 の 改善 は で き る が， 今後 さ ら に 上級 ク ラ ス の 受講者数が増え 続 け る よ う で あ
れ ば， I読解」 以 外 の 科 目 に つ い て も レ ベル別の ク ラ ス を設 け る な ど新た な 対策が必要で あ る 。
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短期留学生報告 (201 0 年 1 0 月 -.. 20 1 1 年 9 月 )
加藤扶久美
1 . は じ め に
富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 学術交流協定校か ら の 短期留学生が学部 お よ び大学院で学習 ・ 研究が
円 滑 に 進 め ら れ る よ う に ， I富 山 大学短期留学生受入れ体制要項」 に 基づ き ， 日 本語教育 お よ び見学旅
行 「 ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ」 の 立案 ・ 実施 を し て い る 。
富 山 大学 に 在籍 し た 短期留学生 は ， 2010 年度後期 (2010 年 10 月 - 201 1 年 3 月 ) が 14 人， 201 1 年
度前期 (201 1 年 4 月 - 9 月 ) が 14 人 で あ っ た。 表 1 に 所属別短期留学生数 を ， 表 2 に 出 身大学別短期




人文 人発 経済 理工 芸文
2010 年度後期 7 2 4 1 。 1 4 
201 1 年度前期 8 3 1 1 4 
* 人文 は 人文学部 と 人文科学研究科， 人発 は人間発達科学部， 経済 は経済学部 と 経済学研究科， 理工 は
理工学教育部， 芸文は芸術文化学部 を示す。
表 2 出身大学別短期留学生数
2010 年度後期 2011 年度前期
韓国 国民大学校 4 3 
江原大学校経営大学
慶北大学大学院 。
中 国 山 東大学 2 2 
遼寧大学 1 1 






タ イ チ ュ ラ ロ ン コ ン 大学大学院 。 l 
フ ィ ン ラ ン ド ラ ハ テ ィ 応用化学大学 。 1 
(合 計) 14 14 
本稿 で は， 表 1 ， 表 2 に 示 し た短期留学生 に つ い て ， 2010 年度後期 と 2011 年度前期 の 日 本語 プ ロ グ
ラ ム (五福 キ ャ ン パ ス ) の 受講状況 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プへ の 参加状況 に つ い て 報告す る 。
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2 日 本語プ ロ グ ラ ム (五福キ ャ ンパス) の受講状況 に つ い て
2 .  1 総合 日 本語 コ ー ス
上級 レ ベ ル の 短期 留 学生 は， 総合 日 本語 コ ー ス を 受講 で き る 。 受講者 は ， 2010 年 度 後期 が 7 人，
201 1 年度前期が 5 人 で あ る 。
表 3 に 所属別「総合 日 本語 コ ー ス 」受講者数を示 し た 。 「総合 日 本語 コ ー ス 」 の 受講者 は 文系 の 人文学部，
人文科学研究科， 人間発達科学部， 経済学部 に 在籍 し て い る 。
表 3 所属別 「総合 日 本語 コ ー ス」 受講者数
人文 人発 経済 合計
2010 年度後期 6 。 1 7 
201 1 年度前期 4 。 5 
L....-・E・-
* 人文 は人文学部 と 人文科学研究科， 人発 は 人間発達科学部， 経済 は経済学部を示す。
表 4 - 1 と 表 4 - 2 に ， 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス 」 受講者数 を 示 し た。
表 4 - 1 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス」 受講者数
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表 4 - 2 授業科 目 別 「総合 日 本語 コ ー ス 」 受講者数
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平均受講 コ マ 数 は ， 2010 年度後期 が 3 コ マ ， 2011 年度前期 が 4.4 コ マ で あ る 。
2 . 2  日 本語課外補講
初級 ・ 中 級 レ ベ ル の 短期留学生 は 日 本語課外補講 を 受 講 で き る 。 受講者 は ， 2010 年度後期 が 4 人，
201 1 年度前期 が 3 人で あ る 。
表 5 に 所属 別 「 日 本語課外補講」 受講者数 を 示 し た。 2010 年度後期 は， 経済学部 l 人 と 経済学研究
科 2 人 と 理工学教育部 l 人 の 計 4 人 が， 初級 ク ラ ス を 受講 し た。 2011 年度前期 は， 経済学部 l 人 が 中
級 ク ラ ス を ， 経済学研究科 I 人 と 理工学教育部 1 人の 計 2 人が初級 ク ラ ス を受講 し た 。
高 岡 キ ャ ン パ ス 芸術文化学部 で は， 201 1 年度前期に 短期留学生が 1 人在籍 し た が， 時 間 割 の 都合で，
五福 キ ャ ン パ ス で 開講 さ れ て い る 日 本語課外補講が受講で き な か っ た。
門iphd 
表 5 所属別 「 日 本語課外補講」 受講者数
経済学部 経済学研究科 理工学教育部 合計
2010 年度後期 2 4 
201 1 年度前期 3 
2 . 3 成績評価
上級 レ ベ ル の 短期留学生 に つ い て は， 受講 し た 総合 日 本語 コ ー ス の 科 目 の 成績評価 が な さ れ る (í総
合 日 本語 コ ー ス 報告」 参照) 。 学生へ の 成績通知 は， 日 本語教育部門短期留学生担当 の 加藤扶久美が 「学
業成績通知書」 を 作成 し ， 学期末 に 個別 に 渡 し て い る 。 人文学部 に つ い て は， 学部長名 で， í富 山 大学
人文学部短期 ( 1 年) 留学生 プ ロ グ ラ ム (受 け入れ) J に基づ く 「履修証明書」 が発行 さ れ て い る 。
初級 ・ 中級 レ ベ ル の 短期留学生 に つ い て は ， 依頼 に 応 じ て ， 受講 し た 日 本語課外補講の 「受講証明書」
が発行 さ れ る 。
3 ス タ デ. ィ ・ ト リ ッ プの実施状況
3 .  1 見学
2010 年 11 月 12 日 (金) の 「外国人留学生の た め の 見学 (歴史 ・ 文化探訪) J の 一環 と し て ス タ デ ィ ・
ト リ ッ プ を 実施 し た。 経費 は 学長裁量経費 と 留学生経費で， 貸切パ ス で 出 か け た。 行 き 先 は 瑞龍寺 (高
岡市) ， 瑞泉寺 (南砺市) ， 井波彫刻総合会館で， 参加者 32 人の う ち ， 短期留学生 は 12 人 で あ っ た。 留
学生指導部門 の 出 原節子 と 短期留学生担当 の 加藤扶久美が企画 し ， 出 原節子， 加藤扶久美， 副 島健治 お
よ び学務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム 員 の 4 人 で 引 率 し た。
3 . 2  フ ィ ール ド ・ ト リ ッ プ と の合同見学
日 本語研修 コ ー ス の フ ィ ー ル ド ・ ト リ ッ プ と の 合 同見学 と し て ， 201 1 年 6 月 24 日 (金) の 午後 に 富
山 市民俗民芸村 と 五百羅漢 に 出 か け た 。 参加者 6 人 の う ち ， 短期留学生 は 1 人で あ っ た。 短期留学生担
当 の 加藤扶久美が企画 し ， 加藤扶久美， 副 島健治 お よ び後藤寛樹が 引 率 し た。
4 おわ り に
学術交流協定 に 基づ く 短期留学生 に 対す る 留学生 セ ン タ ー の 支援 は ， 日 本語教育 と ス タ デ ィ ・ ト リ ッ
プ で あ る 。 日 本語教育 に つ い て は， 日 本語課外補講を受講す る 初級 ・ 中級 レ ベ ル の 学生 お よ び総合 日 本
語 コ ー ス を受講す る 上級 レ ベ ル の 学生 に 対 し て ， 今後 も 学部等 と の 連携 を と り な が ら 支援体制 を さ ら に
充実 さ せ て い き た い。
ま た， ス タ デ ィ ・ ト リ ッ プ に つ い て は， 広 く 全学向 け 見学 ツ ア ー の 一環 と し て企画 し 実施 し た が， 大
変好評で あ っ た の で， 今後 も 同様の 企画を盛 り 込ん で進 め て い き た L 、。
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日韓共同理工系学部留学生プ ロ グ ラ ム報告
(201 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
副 島健治
1 は じ め に
1998 年 の 日 韓首脳会議 に お け る 121 世紀 に 向 け た 新 た な 日 韓パ ー ト ナ ー シ ッ プ」 の 構築 の 合意 に 基
づ き ， 具体的 な 行動計画 と し て 「 日 韓共 同理工系学部留学生事業」 が立 ち 上 げ ら れ た 。 こ の 事業 は， 韓
国 で選抜 さ れ た 高校卒業生 を ， 留学生 と し て 日 本の 国立大学 の 理工系学部が受 け入れ る プ ロ グ ラ ム で あ
る 。 1999 年 に 第一期生 の 募集が開始 さ れ， 富 山 大学 は こ れ ま で に こ の プ ロ グ ラ ム に 基づ く 留学生 (以下，
「 日 韓生」 と す る ) を の べ 9 人受 け 入 れ た。
2 201 1 年度の本事業 に よ る 富山大学への学生配置 に つ い て
富 山 大学の 理 ・ 工学部 の 日 韓生受 け 入 れ可能数 は 各学科 の 合計 で 16 人 で あ っ た が， 2011 年度 の 日 韓
生 の 新 た な 配置 は な か っ た。
3 富山大学配置の在籍 日 韓生
こ れ ま で に ， 第 7 期生 ま で が本学の 理学部 ・ 工学部か ら 巣立 っ て 行 っ た。 201 1 年度 の 本 プ ロ グ ラ ム
の 学部在籍者 は 第 10 期生 2 人 (理学部 1 人， 工学部 1 人) で あ る 。
4 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討ワ ーキ ン グ
4 .  1 構成員
本学 に お け る 日 韓共同理工系学部留学生事業 に よ る 日 韓生 の 受入れ の た め の 準備 と 円 滑 な 遂行の た め
に 「 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グJ (以下 「 日 韓W G J と す る ) が 2001 年
4 月 に 立 ち 上 げ ら れ， 若干の メ ン バ ー の 交代 を 経て 現在 に 至 っ て い る 。
20日 年度の メ ン バ ー は 石川義和 (理学部， 日 韓W G の 長) ， 柿崎充 (理学部) ， 宮武滝太 (工学部) ，
加藤扶久美 (留学生 セ ン タ ー) ， 副 島健治 (留学生 セ ン タ ー) ， 村崎美紀 (学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー
ム ， 201 1 年 4 月 � 201 1 年 5 月 ) ， 朝野真 (学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム ， 201 1 年 5 月 � 2012 年 3 月 )
で構成 さ れ て い る 。 た だ し ， 宮武滝太 は年度途 中 で 学内異動が あ っ た た め， 2012 年 2 月 か ら 飴井賢治 (工
学部) に 交替 し た。 ま た ， 201 1 年 12 月 ま で は， 豊本光世 (学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム ) が朝野
真 の 代理 と し て 日 韓W G の 活動 に 加 わ っ た。 副 島が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を務 め て い る 。
4 . 2 日 韓W G の ミ ーテ ィ ン グ
201 1 年度 は 以 下 の よ う に， 日 韓W G の ミ ー テ ィ ン グ が 7 回持 た れ， 日 韓共 同 理工系 学部留学生事業
に よ る 日 韓生 の 本学受入れ等 に つ い て 話 し 合 わ れ た 。 ミ ー テ ィ ン グ に はW G の メ ン バ ー の 他， 必要 に 応
じ て 2010 年度， 201 1 年度の 「 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア 」 参加者 も 加 わ っ た。
0第 32 回 (2011 年度第 1 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 5 月 11 日 (水) 15 :00 留学生 セ ン タ ー 長室
。第 33 回 (2011 年度第 2 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 6 月 21 日 (火) 16:30 留学生 セ ン タ ー 長室
。第 34 回 (201 1 年度第 3 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 2011 年 7 月 7 日 (火) 15 :00 留学生 セ ン タ ー長室
nud phu 
0第 35 回 (201 1 年度第 4 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 7 月 25 日 (月 ) 15 :00 留学生 セ ン タ ー長室
。第 36 回 (201 1 年度第 5 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 8 月 4 日 (木) 13:00 留学生 セ ン タ ー長室
。第 37 回 (201 1 年度第 6 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 10 月 6 日 (木) 16:30 留学生 セ ン タ ー長室
。第 38 回 (2011 年度第 7 回) 日 韓W G ミ ー テ ィ ン グ
日 時 ・ 場所 : 2012 年 3 月 6 日 (火) 16 :30 留学生 セ ン タ ー長室
4 . 3 その他の活動
韓国 ソ ウ ル で開催 さ れ る 「 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア 」 へ の 参加者 と 日 韓W G の メ ン
バ ー の 一部で， 出発直前の最終打 ち 合 わ せ を行 っ た。
o r 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア 」 直前最終打 ち 合 わ せ
日 時 ・ 場所 : 201 1 年 8 月 25 日 (木) 10:00 場所 : 留学生 セ ン タ 一長室
5 日 韓共同理工系学部留学生事業協議会
本事業参加 の 国立大学 の 全 国協議会が， 201 1 年度 は 下記 の 日 時 ・ 場所 で 開催 さ れ た 。 本学か ら は 宮
武滝太 (工学部) ， 副 島健治 (留学生 セ ン タ ー) が参加 し た 。
日 時 : 201 1 年 7 月 1 日 (金) 13:00 
場所 : 熊本大学 工学部 l 号館 2 階大会議室
6 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア
本事業 の 筆記試験合格者 と そ の 保護者お よ び関係者 を 対象 と し て ， 下記の 日 時 ・ 場所で フ ェ ア が 開催
さ れ た。 こ の フ ェ ア に は ， 日 本 の 37 の 国立大学が参加 し た (資料展示の み の 3 大学を 含 む) 。
日 時 : 201 1 年 8 月 28 日 ( 日 ) 9 :30 - 17 :00 
場所 : 大韓民国国立国際教育院 (韓国 Seoul 特別市鐘路 区東崇洞 181)
本学か ら は柿崎充 (理工学研究部理学系 ) ， 宮武滝太 (理工学研究部工学系) ， 豊本光世 (留学支援 チ ー
ム ) の 3 人が参加 し ， 韓国人学生 2 人 (本学経済学部 l 年生 と 江原大学校か ら の交換留学生) も ボ ラ ン
テ ィ ア で手伝 っ た。
会場で は， 午前 中全体 に 対す る 説明会 と 各参加大学の 1 分間 ス ピ ー チ が講堂で行わ れ た 後， 午後， 本
事業 (第二次) の 採用候補者を 対象 と し て 各参加大学の ブ ー ス に お い て 説明 が行わ れ た。 本学の ブ ー ス
へ は 13 人 の 訪 問 が あ っ た。
7 おわ り に
本事業 は 10 年計画 で開始 さ れ た が， 10 年 を 経 た の ち も 「第 2 次事業」 と し て 継続 さ れ て い る 。 こ の
事業 に お け る 日 本 の 国立大学へ の 日 韓生 の 配置 は ， こ れ ま で通 り ， 日 韓生候補生が 「志望調査」 で ど の
大学を望ん だか に よ り ほ ぼ決定 さ れ， 受 け 入れ よ う と す る 日 本 の 国立大学 は ， 自 大学が希望大学 と し て
選 ば れ る よ う に 努力 し な け れ ば な ら な い と い う 形 に な っ て い る 。 富 山 大学 と し て も ， 日 韓生が配置 さ れ
る よ う に 努力 し た が， 201 1 年度 は配置が得 ら れ な か っ た。
学 内 に お い て 日 韓共同理工系学部留学生事業へ の 参加 の 是非が費用 対効果 の観点か ら 議論 さ れ始 め て
い る こ と と も 相侯 っ て ， こ の事業 に よ る 留学生 の 受入れ を 追求す る こ と に 困難 も 少 な く な い。 富 山 大学
と し て は ， 全学的合意を も っ て ， も し 今後 も 日 韓生 の 配置 を 目 指す と す る な ら ば， 大学 と し て の 国 際戦
略 の 観点 か ら 富 山 大学の将来像を考え た上で， 全学を あ げ て の さ ら な る 取 り 組 み が望 ま れ る と 言え る 。
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教養教育 「日本語J r日本事情」 報告
(201 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
加藤扶久美
1 は じ め に
富 山 大学の 学部 に お け る 教養教育 は ， 2005 年 に 富 山 大学 (五福 キ ャ ン パ ス ) ， 富 山 医科薬科大学 (杉
谷 キ ャ ン パ ス ) お よ び高 岡短期大学 (高 岡 キ ャ ン パ ス ) を 再編 ・ 統合 し て か ら も ， 旧実施体制 を 引 き 継
い だ カ リ キ ュ ラ ム に よ り キ ャ ン パ ス ご と に 実施 し て い る 。 本稿で は， 五福 キ ャ ン パ ス で実施 さ れ て い る
教養教育 「 日 本語J I 日 本事情」 に つ い て 報告す る 。
五福 キ ャ ン パ ス の 教養教育 で は ， 外 国語科 目 と し て 「 日 本語 AJ I 日 本語 BJ を ， 総合科 目 と し て 「 日
本事情 IJ I 日 本事情 ll J I 日 本事情 ill J を 開講 し て い る 。 以 下 に ， 2011 年度 の 教養教育 「 日 本語J I 日
本事情」 の 実施状況 に つ い て述べ る 。
2 r 日 本語」
「 日 本語 AJ は 学部正規留学生 l 年生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 AlJ を ， 後学期 に 「 日
本語 A2J を 開講 し て い る 。 「 日 本語 BJ は， 2 年生以上の 学部正規留学生 と 各学部か ら 受講 申 請願 い
の 出 さ れ た 聴講生， 科 目 等履修生 を 対象 と し た 科 目 で， 前学期 に 「 日 本語 B3J を ， 後学期 に 「 日 本語
B4J を 開講 し て い る 。
授業で は 中 ・ 上級用 の 日 本語教材， 視聴覚教材， 新聞 や雑誌 の 記事を使 っ て ， 四技能 (聞 く ， 話す， 読む，
書 く ) の 面でバ ラ ン ス の と れ た 日 本語能力 の 養成 と ， 大学で の 学習 や 研究活動 に 十分 な 日 本語能力 の 養
成 を 目 的 と し て い る 。 主 に 文法 ・ 作文 中心の授業 と 読解 ・ 聴解中心 の 授業が あ る 。
2 .  1 20 1 1 年度の実施状況
前学期 は ， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 人開発達科学部 ・ 経済学部 ・ 芸術文化学部対象) の 「 日 本語 AlJ
を 火 曜 日 3 時限 と 金 曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 AlJ を 火
曜 日 3 時限 と 金曜 日 2 時限 に 各 1 コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た 。 「 日 本語 B3J は ， 主 に 経済学部 の 留学生
を 対象 と し て 火曜 日 3 時限 に l コ マ 主 に 人文学部 の 留学生 を対象 と し て 火 曜 日 4 時限 に 1 コ マ ， 全学
部留学生 を 対象 と し て水 曜 日 4 時限 に l コ マ ， 主 に 工学部 の留学生 を 対象 と し て金曜 日 2 時限 に l コ マ ，
合計 4 コ マ 開講 し た。
後学期 は ， 文系 ク ラ ス (人文学部 ・ 人開発達科学部 ・ 経済学部 ・ 芸術文化学部対象) の 「 日 本語 A2J
を 火 曜 日 3 時 限 と 金 曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 理系 ク ラ ス (理学部 ・ 工学部対象) の 「 日 本語 A2J を 火
曜 日 3 時限 と 金曜 日 2 時限 に 各 l コ マ ， 合計 4 コ マ 開講 し た。 「 日 本語 B4J は ， 主 に 経済学部 の 留学生
を 対象 と し て 火 曜 日 3 時限 に 1 コ マ ， 全学部留学生を 対象 と し て 火曜 日 l 時限 と 水 曜 日 4 時 限 に 各 1 コ
マ ， 合計 3 コ マ 開講 し た。
2 . 2  授業科 目 及び授業担当者
前学期 は， I 日 本語 AlJ を 留学生 セ ン タ ー専任教員 4 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副 島健治)
が担当 し ， I 日 本語 B3J を 学部留学生専門教育教員 3 人 (人文学部 ; 山 崎 け い子， 経済学部 ; 村上剣十
郎 ， 工学部 ; 宮武滝太) 及 び非常勤講師 1 人 (横掘慶子) が担当 し た。
後学期 は， I 日 本語 A2J を セ ン タ ー 専任教員 2 人 (後藤寛樹， 副 島健治) ， 人文学部留学生専門教育
-Ei po 
教員 1 人 ( 山 崎 け し 、子) ， 水質保全セ ン タ ー専任教員 l 人 (宮武滝太) が担当 し . r 日 本語 B4J を セ ン タ ー
専任教員 1 人 (演 田美和) ， 経済学部留学生専門教育教員 1 人 (村上剣十郎) 及 び非常勤講師 l 人 (横
掘慶子) が担当 し た。
2 . 3 受講者
前学期 の 受講者は， r 日 本語 AlJ が 37 人で あ り ， r 日 本語 B3J が火曜 日 3 時限 に l 人， 火曜 日 4 時
限 に 5 人 ， 水曜 日 4 時限に 9 人， 金 曜 日 2 時限 に O 人 で あ っ た。
所属別 の 内訳 は， r 日 本語 AlJ が人文学部 l 年生 6 人， 人開発達科学部 l 年生 2 人， 経済学部 1 年
生 5 人， 工学部 l 年生 22 人， 芸術文化学部 1 年生 2 人で あ り ， 火曜 日 3 時限の 「 日 本語 B3J が工学部
2 年生 l 人 で あ り ， 火曜 日 4 時限 の 「 日 本語 B3J が人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 1 人
で あ り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が芸術文化学部 1 年生 3 人， 人文学部聴講生 4 人， 人文学部科
目 等履修生 2 人で あ る 。
国 ・ 地域別 の 内訳は， r 日 本語 AlJ が 中 国 21 人， マ レ ー シ ア 10 人， ベ ト ナ ム 5 人， 韓国 1 人で あ り ，
火曜 日 3 時限の 「 日 本語 B3J が 中 国 1 人で あ り ， 火曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が 中国 4 人， ロ シ ア l
人で あ り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B3J が 中 国 7 人， マ レ ー シ ア 1 人， ロ シ ア 1 人で あ る 。
後学期 の受講者 は， r 日 本語 A2J が 35 人 で あ り ， r 日 本語 B4J が火曜 日 3 時限 に 0 人， 火曜 日 l 時
限 に 4 人， 水曜 日 4 時限 に 5 人で あ っ た。
所属別 の 内訳 は， r 日 本語 A2J が人文学部 6 人， 人間発達科学部 l 年生 2 人， 経済学部 5 人， 工学
部 22 人で あ り ， 火曜 日 l 時限の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 2 人， 人間発達科学部聴講生 2 人で あ
り ， 水曜 日 4 時限の 「 日 本語 B4J が人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 l 人で あ る 。
ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は， r 日 本語 A2J が 中 国 19 人， マ レ ー シ ア 10 人， 韓国 l 人， ベ ト ナ ム 5
人 で あ り ， 火曜 日 1 時限 の 「 日 本語 B4J が 中 国 2 人， 韓国 2 人で あ り ， 水 曜 日 4 時限の 「 日 本語 B4J
が 中 国 2 人， 韓国 3 人で あ る 。
3 r 日 本事情J
「 日 本事情」 は 学部正規留学生 を対象 と し た 科 目 で， 1 年生後学期 (第 2 期) に 「 日 本事情 IJ を，
2 年生前学期 (第 3 期) に 「 日 本事情 ll J を， 2 年生後学期 (第 4 期) に 「 日 本事情 皿」 を 開講 し て い
る 。 3 科 目 と も ， 留学生セ ン タ ー の専任教員 が コ ー デ ィ ネ ー ト し て い る 。
「 日 本事情 IJ で は， 日 本 の 文化や芸術 に つ い て の理解 を 深 め る と と も に ， 母国 の 文化 を 客観的 に 見
る 目 を養 う こ と ， r 日 本事情 ll J で は， 日 本の 自 然， 産業， 社会， 文化等 に つ い て の理解を深め， 日 本
と 母国 と の 比較がで き る よ う に な る こ と ， r 日 本事情 III J で は ， 日 本 と い う 「異文化」 を理解 し ， 異文
化への対処の仕方を身 に つ け， さ ら に 「異文化」 を通 し て 自文化への理解を深め る こ と を 目 標 と し て い る 。
3 . 1 201 1 年度の実施状況
201 1 年度前学期 は ， r 日 本事情 ll J を木曜 日 2 時限 に ， 後学期 は， r 日 本事情 IJ を火曜 日 5 時限 に ， r 日
本事情III J を木曜 日 5 時限 に 開講 し た。
201 1 年度 に 2 年生 と な っ た 学生 は， 前学期 開講の 「 日 本事情 ll J と 後学期 開講の 「 日 本事情 III J を
受 け る こ と に な る 。 ま た ， 1 年生 は 後学期間講の 「 日 本事情 IJ を初めて受 け る こ と に な る 。
3 . 2  受講者
「 日 本事情 IJ の受講者は 47 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は， 人文学部 1 年生 6 人， 人間発達科学部 l
年生 2 人， 経済学部 1 年生 5 人， 工学部 1 年生 22 人， 工学部 3 年生 2 人， 人文学部聴講生 5 人， 人文
学部科 目 等履修生 3 人， 人開発達科学部聴講生 2 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は， 中 国 21 人，
つ白円。
マ レ ー シ ア 12 人， 韓国 6 人， ベ ト ナ ム 5 人， ロ シ ア 3 人 で あ る 。
「 日 本事情 II J の 受講者は 23 人で あ っ た。 所属別の 内訳 は， 人文学部 2 年生 2 人， 経済学部 2 年生 3 人，
理学部 3 年生 1 人， 工学部 2 年生 14 人， 人文学部科 目 等履修生 3 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳 は，
中国 11 人， マ レ ー シ ア 8 人， ロ シ ア 2 人， 韓国 l 人， ベ ト ナ ム l 人で あ る 。
「 日 本事情 ffi J の 受講者は 17 人 で あ っ た。 所属別 の 内訳 は， 人文学部 2 年生 1 人， 経済学部 2 年生 1 人，
工学部 2 年生 5 人， 工学部 3 年生 2 人， 人文学部聴講生 4 人， 人文学部科 目 等履修生 2 人， 人間発達科
学部聴講生 2 人で あ る 。 ま た ， 国 ・ 地域別 の 内訳は， マ レ ー シ ア 6 人， 中 国 5 人， 韓国 4 人 ， ベ ト ナ ム l 人 ，
ロ シ ア 1 人で あ る 。
3 . 3 コ ーデ ィ ネ ー タ ー と 授業担当者
前学期 は， I 日 本事情 II J の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を加藤扶久美が担当 し ， 学部教員 8 人 (青地正史， 石
原外美， 黒 田重靖， ー小松美英子， 竹内章， 松井隆幸， 山 田茂， 龍世祥) と 非常勤講師 1 人 (稲本裕) と
加藤扶久美が授業を担当 し た。
後学期 は， I 日 本事情 IJ の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を演 由 美和が担当 し ， 学部教員 6 人 (鈴木景二 ， 隅敦 ，
立川健治， 鼓み ど り ， 林夏生， 二村文人) と 非常勤講師 4 人 (桂博子， 三遊亭良楽， 清水星栄， 経津菩
汀) と 漬田美和が授業を担当 し た。
「 日 本事情 ffi J は， 出原節子が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を担当 し ， 学部教員 8 人 (大熊敏之， 神川康子， 久
保田真功， 呉羽長， 島添貴美子， 鼓み ど り ， 堀 田裕弘， 水内豊和) と 非常勤講師 l 人 (彼谷環) と 出原
節子が授業を担当 し た。
3 . 4  授業内容
以下の よ う な テ ー マ で-授業がな さ れ た。
「 日 本事情 IJ






「富 山 の 歴史 と 観光」
隅 敦 (人間発達科学部) I 日 本か ら 世界へ - Visual Culture の 広が り 」
立川 健治 (人文学部) I 日 本人の身体所作j
鼓 み ど り (人開発達科学部) I 日 本の 美術」
経津 普汀 (非常勤講師) I書道」
林 夏生 (人文学部) I 日 本社会 と 漫画 ・ ア ニ メ 」
二村 文人 (人文学部) I 日 本の伝統芸能」
漬田 美和 (留学生セ ン タ ー) I情報収集 ・ レ ポ ー ト 作成J I ポ ス タ ー作成 ・ 発表」




黒 田 重靖 (工学部)
「高度経済成長期 の 日 本人」
「 日 本 に お け る 最近の技術者倫理教育」
「漆 ジ ャ パ ン と 各国 の 漆事情J I木育 と 食育」
「 日 本の化学 と 工業」
小松美英子 (大学院理工学部研究部) I 日 本 に生息す る マ リ ン ペ ス ト 」
竹内 章 (理学部) I 日 本の地殻変動 と 海底資源」
松井 隆幸 (経済学部) I 日 本の繊維工業 一 産業用繊維を 中心に し て 一 」
内〈uphv 
山 田 茂 (工学部) r ヨ ー ロ ッ パ， ア メ リ カ ， 日 本か ら 中国へ移 る 機械産業の歴史」
龍 世祥 (経済学部) r環 日 本海地域 に お け る 環境協力」
加藤扶久美 (留学生セ ン タ ー) r異文化理解J r異文化体験発表」
「 日 本事情ill J
大熊 敏之 (芸術文化学部) r 日 本の造型」
彼谷 環 (非常勤講師) r 日 本の法律 : 人権状況 と 絡 め て」
神川 康子 (人開発達科学部) r 日 本 の す ま い ・ 住宅事情」
久保 田真功 (人開発達科学部) r 日 本の教育事情」
呉羽 長 (人文学部) r 日 本文学」
島添貴美子 (芸術文化学部) r世界の音の文化/ 日 本の音の文化」
鼓 み ど り (人開発達科学部) r 日 本の美術」
堀 田 裕弘 (工学部) r 日 本 に お け る 情報通信事情」
水内 豊和 (人間発達科学部) r 日 本の 障害児教育」
出原 節子 (留学生セ ン タ ー) r異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」
4 おわ り に
五福 キ ャ ン パ ス の教養教育 に お い て は， r 日 本語」 の授業担当者は， 留学生セ ン タ ー教員 5 人 と 学部
留学生専門教育担当教員 (人文， 経済， 工) 3 人の計 8 人 と ， 長年大学の 日 本語教育 に 関 わ っ て い る 非
常勤講師 1 人 で あ り ， 全員が留学生教育の経験が豊富で， 日 々 留学生の指導 に携わ っ て い る 。
今年度 の 後期 に、 工学部留学生専門教育担当教員が水質保全セ ン タ ー専任教員 と し て転出す る こ と に
な っ た が， 後任教員が欠員 の た め， 計画通 り に授業担当を行 っ た。
入学 し て l 年 目 の 学部正規留学生 を対象 と し た 「 日 本語 AJ で は， 授業を 通 し て 生活上の 指導 ・ 助
言がで き る よ う に ， ま た ， 2 年生以上の留学生を対象 と し た 「 日 本語 BJ で は、 学部の専門性を考慮、 し
た ア ド、パイ ス が で き る よ う に ， 担当教員 が連携 し て， き め細 か い指導を行 っ て い る 。
ま た ， r 日 本事情」 に つ い て も ， セ ン タ ー専任教員 3 人が コ ー デ ィ ネ ー ト し て ， 学部教員等 と の連絡・
調整を し な が ら 授業を進め て い る 。 何か問題があ れ ば， 学部留学生専門教育教員 と も 連携を し て 対処 し
て い る 。
今年度 は高 岡 キ ャ ン パ ス の 芸術文化学部 1 年生が， 前期だ け週に 2 回 シ ャ ト ルパ ス を利用 し ， 五福 キ ャ
ン パ ス 前期間講の 「 日 本語 AlJ (金 2 ) と ， r 日 本語 B3J (水 4 ) を受講 し て単位を取得 し た。 時間割
の 都合で後期 は受講で き な か っ た が， 高岡 キ ャ ン パ ス の 教職員 と 連携 し て 対応で き た と 考え ら れ る 。
今後 の課題 と し て， 高 岡 キ ャ ン パ ス の学生の 日 本語受講 に つ い て の議論が望 ま れ る 。
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日本語教育部門活動報告 1 一 日本語相談 ー
(20 1 1 年 4 月 ，._ 201 2 年 3 月 )
加藤扶久美
は じ め に
日 本語教育部門で は， 2003 年度 よ り 毎週水曜 日 の 昼休 み を 利用 し て， 日 本語教育部 門 の 教員 が留学
生か ら の 日 本語 に 関す る 相談や質問 に 答え る 「 日 本語相談」 を実施 し て い る 。 こ れ は， 普段の 日 本語の
授業の 中 で は 聞 き に く い よ う な ， 日 本語 に 関す る 様 々 な 相談 に 応 じ る も の で， 授業の復習， 小論文の練
習， 作文の添削， 漢字の練習， ス ピ ー チ練習 な ど， 多岐 に わ た る 目 的で利用 さ れた。
本稿で は ， 201 1 年度の 「 日 本語相談」 の実施状況 に つ い て報告す る 。
2 r 日 本語相談」 の概要
日 本語相談の概要は次の と お り で あ る 。
1 ) 実施場所
留学生セ ン タ ー 1 階談話室 に お い て実施 し た。
2 ) 実施期間 お よ び実施 日 時
毎週水曜 日 の 昼休み 12 時か ら 13 時 ま で の 時聞 を 利用 し て 実施 し た。 2011 年度 は， 前期 に 201 1 年
5 月 11 日 (水) か ら 7 月 27 日 (水) ま で の 12 回， 後期 に 2011 年 11 月 2 日 (水) か ら 冬季休業を
は さ ん で 2012 年 2 月 8 日 (水) ま で の 12 回実施 し た。
3 ) 担当者
日 本語教育部門の教員 4 人 (加藤， 副 島， 漬田， 後藤) が， 1 回 ご と に交代 し て 担当 し た。
3 r 日 本語相談J の実施状況
3 . 1 r 日 本語相談」 への来談者
相談 に訪れた来談者の数を， 表 1 I所属別来談者数」 に ま と め た。
前期 は 19 人で， 内訳は， 人文学部が 4 人， 人間発達科学部が 3 人， 経済学部が 7 人， 工学部が 2 人，
そ の 他が 3 人で あ る 。 後期 は 18 人で， 人文学部が 6 人， 人開発達科学部が 3 人， 経済学部が 2 人， 理
学部が l 人， 工学部が 3 人， そ の他が 3 人で あ る 。 全体を通 し て ， 文系学部の学生の利用 の方が多 L 、。
表 1 所属別来談者数
(単位 : 人)
3 . 2  相談内容
相談 に訪れた学生の相談 内容を， 表 2 I相談内容別件数」 に ま と め た。
前期 と 後期 の合計を見 る と ， I授業 に 関連 し た作文や レ ポ ー ト の添削」 と 「 日 本語学習 に 関す る 質問 ・
phd phu 
相談」 が 29 件で最 も 多 く ， 全体の 78.4 % を 占 め て い る 。
表 2 相談内容別件数
授業 に 関連 し た作文や レ ポ ー ト の添削 8 7 15 
日 本語学習 に 関す る 質問 ・ 相談 8 6 14 
進学 ・ 就職活動 に し た質問 ・ 相談 2 
そ の他 2 4 6 
ムロ 計 19 18 37 
4 小論文の書 き方 コ ース
留学生セ ン タ ー で は， 留学生セ ン タ 一 公式サ イ ト と は別 に ， 富 山大学で学ぶ留学生の 日 本語学習 を支
援す る た め に 日 本語学習支援サ イ ト RAICHO を 開設 し て い る (1 日 本語教育部 門活動報告 2 一 日 本語
学習支援サ イ ト RAICHO - J を 参照) 。 こ の RAICHO サ イ ト 内 に 「小論文の書 き 方 コ ー スj と い う コ
ン テ ン ツ を設け， 大学院入学試験の小論文科 目 の た め の必要な 情報を提供す る と と も に， 実際 に練習を
重ね る た め の 課題 も 提示 し て い る 。
こ の 「小論文の書 き 方 コ ー ス 」 を利用す る 学生は， ま ず 「 日 本語相談」 に 来て コ ー ス 登録を し ， 担当
教員 と 相談の上， そ れ ぞ れ に 適 し た 内容 ・ レ ベル の 課題を決め る 。 そ し て次の週 ま で に そ の課題を仕上
げて， 1 日 本語相談」 の場で添削 ・ 指導を し て も ら う と い う 流れ に な っ て い る 。 今年度 は コ ー ス に登録
し た学生 は い な か っ た。
5 おわ り に
「 日 本語相談」 の実施 も 201 1 年度で 9 年 目 と な り ， 相談の 内容は， 大学院入学試験の 準備， 授業 に 関
連 し た質問， 就職活動 に 関連 し た質問， 留学生活を送 る 上で の 相談 と 多岐 に わ た っ て い る 。 こ の よ う に ，
日 本語の 学習や専門課程での学習 ・ 研究 に 関す る 質問 ・ 相談だ け で は な く ， 進学や就職 も 含め た広 い意
味での留学生活 に 関 わ る 相談 の場 と し て 「 日 本語相談」 が活用 さ れ る よ う に な っ て き て お り ， 留学生の
学習 ・ 研究面を主 と し た支援体制 と し て有効 に機能 し て い る と 考え ら れ る 。
ま た ， 1 日 本語相談」 実施 日 以外 に も ， 修了 レ ポ ー ト の 添削， ス ピ ー チ 発表会の 指導， 談話室で の 自
習 中 の質問 な どが個別 に 日 常的 に な さ れて い る が， こ の よ う な こ と は 「 日 本語相談」 が き っ か け に な っ
て い る と 考え ら れ る 。
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日本語教育部門活動報告 2 一 日本語学習支援サイ ト RAICHO -
(20 1 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
後藤寛樹
日 本語学習支援サイ ト RAICHO の概要
「 日 本語学習支援 サ イ ト RAICHOJ (以下， iRAICHO サ イ ト 」 と す る ， http ://tisc . isc.u-toyama. 
ac.jpj) は ， 富山大学に在籍す る 留学生の 日 本語学習 を総合的 に支援す る た め の一つ の 手段 と し て ， 留
学生セ ン タ 一 日 本語教育部門が開設 ・ 運営 し て い る サ イ ト で あ る 。 サ イ ト 開設の ね ら い は， 富 山大学で
学ぶ留学生の学習 を支援す る と い う 点 に あ り ， タ ー ゲ ッ ト を富 山 大学の 留学生 に 限定す る こ と で， サ イ
ト に掲載す る 情報を絞 り 込み， 利用者が必要な 情報 に 容易 に ア ク セ ス で き る よ う に す る と い う 点 に 重点
を お い て い る (た だ し ， サ イ ト 自 体は 学 内外 を 問 わず利用 で き る ) 。 イ ン タ ー ネ ッ ト は わ れ わ れ の 生活
に 深 く 浸透 し ， イ ン タ ー ネ ッ ト を介 し て あ り と あ ら ゆ る 情報 に ア ク セ ス で き る よ う に な っ た が， イ ン タ ー
ネ ッ ト 上 に は膨大な 量の情報が あ り ， 求め る 情報を効率 よ く 探 し 出 す た め に は， こ の膨大な量の情報の
中 か ら 必要 と す る も の を取捨選択す る 能力 が必要 と さ れ る 。 し か し ， 必要な 情報の 取捨選択 は そ れ ほ ど
容易 で は な く ， 留学生が 日 本語学習の リ ソ ー ス を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に求め た と し て も ， 自 己の学習 に 有
益な 情報を う ま く 選ぶ こ と がで き な け れ ば， リ ソ ー ス を学習 に効率的に生かす こ と は で き な い。 そ こ で，
本学で学ぶ留学生 に 必要な 情報を一括 し て 提供す る Web サ イ ト が あ れ ば， 留学生 に と っ て の 利便性が
高 く な る だ ろ う と い う ね ら い の も と で開設 ・ 運営 さ れ て い る の が， RAICHO サ イ ト で あ る 。 本稿で は，
RAICHO サ イ ト の 2011 年度の整備状況 に つ い て 報告 し ， 今後の展望を述べ る 。
2 20 1 1 年度 RAICHO サイ ト 整備状況およ び利用状況
2011 年度 は， 1" 日 本語 自 己学習」 の 文法 の ク イ ズ を追加 し た。 そ の他 に つ い て は， ま だ十分な コ ン テ
ン ツ 開発が進ん で い な い。
RAICHO サ イ ト の 利用状況 に つ い て は， 引 き 続 き 学内外か ら 多数 の 利用 の 声が寄せ ら れ て い る 。 特
に 今年度 は， 日 本語未習 で来 日 し た 学生 が文字の 学習 に サ イ ト を活用 す る 場面が多 く 見 ら れ た。 ま た ，
「 日 本語研修 コ ー ス 」 の報告で も ふ れ た コ ー ス 途 中 で交通事故 に 遭 っ た 学生 も ， コ ー ス 復帰 に 向 け た 日
本語学習 の 中 で RAICHO サ イ ト を頻繁 に 利用 し て い た。 RAICHO サ イ ト 内 の 「 日 本語 自 己学習」 コ
ン テ ン ツ は ユ 『 ザ登録を す る こ と に よ っ て， 利用者が 自 身 の 解答履歴を参照 で き る よ う に な っ て い る が，
201 1 年 4 月 か ら 2012 年 3 月 ま で の 1 年間 に ， 新た に 265 人がユ ー ザ登録を し て こ の コ ン テ ン ツ を利用
し て い る 。
3 今後の展望
RAICHO サ イ ト は 開設か ら 約 9 年が経過 し た が， サ イ ト 内 の コ ン テ ン ツ の 開発， 特 に 「 日 本語 自 己
学習」 コ ン テ ン ツ で提供す る 練習 問題の 開発 は十分 と は言え な い状況が続い て い る 。 テ キ ス ト デー タ を
利用 し た練習問題 は， さ ま ざ ま な も の を提供 し て い る が， 画像デー タ ， 音声デ ー タ を利用 し た練習 問題
の提供が遅れて い る 。 そ の 背景 に は， 問題で使用 す る 画像デー タ ， 音声デー タ の作成 に 膨大な 時間 と 労
力 が必要 と な る と い う 事情があ る が， デー タ 作成を効率的 に進め る 方法を考え る な ど し て， 開発を進め
て い か な け れ ば な ら な い。
ま た， こ こ 数年 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト PC の 普及 に よ っ て， 利用 で き る ツ ー ル の 幅が大 き く
広が っ て き て い る 。 統計的 デ ー タ に よ る も の で は な い が， 留学生が所有 し て い る 携帯電話 も ほ と ん ど
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が ス マ ー ト フ ォ ン に な っ て き て い る 。 そ れ に と も な っ て ， RAICHO サ イ ト へ も パ ソ コ ン か ら の ア ク
セ ス だ け で な く ， ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト PC か ら の ア ク セ ス が増え て い く と 思 わ れ る 。 現在の
RAICHO サ イ ト は パ ソ コ ン か ら の ア ク セ ス を前提 と し て デ ザ イ ン さ れ て い る の で， ス マ ー ト フ ォ ン
や タ ブ レ ッ ト PC か ら の ア ク セ ス に も 支障 の な い デザ イ ン ， 仕様 に 変 え て い く 必要 が あ る 。 特 に ， I 日
本語 自 己学習」 内 の ひ ら が な ， カ タ カ ナ 学習 の コ ン テ ン ツ や， ITISC 開発教材」 内 の コ ン テ ン ツ で は
Flash 動画を使用 し て い る も の が多 く ， ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト PC で は こ れ ら が再生で き な い ケ ー
ス も 多 い の で， 改良が必要 と な る 。 こ の よ う に 新 じ い ツ ー ル の 普及 に よ り ， RAICHO サ イ ト の デ ザ イ
ン や機能を変え て い か な け れ ば な ら な い部分 も あ る が， こ う し た ツ ー ル は， 留学生の 日 本語習得を支援
す る の に 効果的 に 利用す る こ と も 可能であ る 。 例え ば ス マ ー ト フ ォ ン で利用 で き る ア プ リ の 中 に も 日 本
語学習 に利用 で き る も の が存在す る し ， ソ ー シ ャ ルネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビス 安利用 し て 日 本人 と つ な が り ，
交流を深め て い く こ と も 可能で あ る 。 た だ し ， こ う し た ツ ー ル や サ ー ビ ス の存在を知 ら な け れ ば， あ る
い は知 っ て い て も 活用 の 幅 に気づ い て い な け れ ば， 効果的 な 利用 に はつ な が っ て い か な い。 こ の よ う な
ツ ー ル や サ ー ビ ス の 活用 の ヒ ン ト を 「情報提供」 コ ン テ ン ツ か ら 提供す る こ と に よ り ， 留学生の 日 本語
学習 を 間接的 に支援す る こ と がで き る と 考え ら れ る の で， 新 た な 練習 問題を提供 し て い く の は も ち ろ ん
の こ と ， I情報提供」 の ペ ー ジ の 充実化 も 進 め て い く 必要が あ る だ ろ う 。
富山大学は 3 つ の キ ャ ン パ ス か ら な る 総合大学で あ る が， 留学生数の違い や留学生の専門分野の違い，
キ ャ ン パ ス ご と の事情な ど も あ り ， 3 つ の キ ャ ン パ ス で 同 内容の 日 本語支援を行 っ て い く の は難 し い と
い う 現状が あ る 。 で き る 限 り ， 同 内容の 日 本語支援 を行 っ て い く の が望 ま し い形 で は あ る が， 一方で，
RAICHO サ イ ト を利用 す る こ と で， 各 キ ャ ン パ ス で行 わ れ る 授業 で は 補 い き れ な い部分 に つ い て の支
援を行 う こ と も 可能で あ る 。 た だ し ， こ の サ イ ト の 管理 ・ 運営を担 っ て い る の は五福 キ ャ ン パ ス に い る
留学生セ ン タ ー専任教員 で あ り ， 他の キ ャ ン パ ス の実情 に 即 し た コ ン テ ン ツ の 開発は行え て い な い。 特
に杉谷キ ャ ン パ ス に は 日 本語 ・ 日 本事情担当 の専任教員 も い る の で， う ま く 協力 ・ 連携す る こ と がで き
れ ば， こ の サ イ ト を利用 し た留学生の 日 本語学習支援が強化 さ れ る の で は な い か。
今後 も ， イ ン タ ー ネ ッ ト を利用 し た サ イ ト の機能や特長を生か し て， 留学生の 日 本語学習支援を さ ら
に 進 め て い け る よ う ， RAICHO サ イ ト の 充実を は か つ て い き た し 、。
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1 は じ め に
3 . 留 学 生 指 導 部 門 報 告
(201 1 年 4 月 ，_ 201 2 年 3 月 )
留学生指導部門で は， 部門担当教員 (出原) が以下の よ う な 業務を行 っ て い る 。
1 . 外国人留学生 に 対す る 修学 ・ 研究上， 生活上及 び異文化適応上の 指導 ・ 助言
2 . 異文化教育及び 日 本語教育
3 . 留学生 と 日 本人学生の相互理解， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を高め る た め の活動
出原節子
4 . 日 本で の留学生活 に 関 わ る 各種情報の提供， 地域交流団体等が主催す る 行事の案内
5 . 海外留学 に 関す る 情報の 提供及 び留学相談
小稿で は ， 201 1 年度に留学生指導部門が行 っ た主な 活動 に つ い て， 報告す る 。
2 指導 ・ 助言
以下の よ う に 面談時間 (OH) を設 け た が， 面談時間以外 に も 訪ね て来 る 学生 が し 、 る の で， 時間 の あ
る 限 り 対応 し て い る 。







月 OH I OH 
火 OH 火 OH OH 
7l< OH 7l< OH OH 
木 OH 木 OH OH 
金 OH 金 OH OH 
指導部 門 に 寄せ ら れ た様 々 な 問題 に 対 し て は， 留学生セ ン タ 一 日 本語教育部門教員及 び非常勤講師を
は じ め， 各学部， 留学支援 チ ー ム ， 学生支援 グルー プ等 と 連携 し て 対処 し た。
( 1 ) 留学生 に対する指導 ・ 助言
留学生の 日 常生活 に 関す る 相談 (ex: ムムを修理 し た い。 安い00を買 い た い。 x x へ行 き た L 、。 等)
は ， 留学生セ ン タ 一事務室の事務補佐職員 が対応 し て お り ， 指導部門教員 の手を煩わせ る こ と な く 解決
し て い る 。 そ れ ら の相談件数は以下の件数 に は 含 ま れ て い な い。
件数 : 41 件
( 2 ) 日 本人学生 に対す る 指導 ・ 助言
件数 : 12 件
( 3 ) その他 (富 山大学教職員， 卒業生， 地域住民等か ら の 相談)
件数 : 27 件
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3 異文化理解 ・ 交流
( 1 ) r 日 本事情J
日 本語研修 コ ー ス 「 日 本事情」 の 授業に， 学内か ら 募集 し た 『国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア 』 に 参
加 し て も ら い， 留学生 と の合同授業を行 っ て い る 。 こ の授業は， ① 日 本語能力 の 向上， ② 日 本人学
生 に よ る 留学生支援， ③異文化理解， ④ 自 文化理解， ⑤異文化交流活動の拠点化， を 目 的 と し て い る 。
( 2 ) 見学
前期 と 後期 に原則各 1 回， 日 本文化への理解を深め る た め， 日 本語研修 コ ー ス の フ ィ ー ル ド ト リ ッ
プを実施 し て い る 。 そ れ と 同時 に 「富 山大学短期留学生受入れ体制要項」 に基づ く 短期留学生の た
め の ス タ デ ィ ト リ ッ プ も 実施 し て い る 。 見学 に は学部生や研究生等 も 希望が あ れ ば参加 を認め て い
る 。 日 本人学生 も 付 き 添 い と し て参加 を認め， 異文化交流の場 と し て い る 。 今年度前期 の フ ィ ー ル
ド ト リ ッ プ & ス タ デ ィ ト リ ッ プ は ， 加藤教員が担当 し た の で， こ こ で は報告 し な い。
- パ ス ツ ア ー (平成 23 年度留学支援関係経費)
< 実施 日 ・ 見学場所 >
2011年11月 11 日 (金)




セ ン タ 一教員 (付添) 3 人
( 3 ) ホ ー ムステイ
公益財団法人 (旧財団法人) と や ま 国際セ ン タ ー の斡旋 に よ り ， 1999 年度後期 よ り 留学生セ ン タ 一
所属 の文部科学省国費留学生 (予備教育生) に対 し 1 泊 2 日 の ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム を実施 し
て い る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2012年 1 月 21 日 (土) -22 日 ( 日 ) 3 人 (25期生)
( 4 ) ホーム ビ唱 ジ ッ 卜
日 本語研修 コ ー ス に は， 文部科学省か ら の 国費留学生だ け で な く ， 学内公募 に よ る 受講生を受け
入れ て い る 。 「留学生セ ン タ ー 在籍者 ホ ー ム ス テ イ 実施要項」 制定時 に は， 学内公募の学生が い な
か っ た た め， こ れ ら の 学生 は ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム の 対象者 に含 ま れ て い な い。 そ こ で， 富山
市民国 際交流協会の協力 に よ り ， r 日 本語研修 コ ー ス 受講学生』 を対象 と し た 1 日 家庭訪問 プ ロ グ
ラ ム を 2002 年度前期 よ り 実施 し て い る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
201 1年 7 月 16 日 (土)




( 5 ) 異文化交流パーテ ィ ー
留学生 と 日 本人学生の 交流を 目 的 と し た パ ー テ ィ ー を春 と 秋の 年 2 回， 留学生セ ン タ ー の談話室
で開催 し ， 200 円 の 参加費で， ス ナ ッ ク 菓子 と 飲物を用意 し て い る 。
< 開催 日 時 ・ 参加者数 >
2011年 5 月 25 日 (水) 17 : 00- 50人
2011年11月 16 日 (水) 17 : 00- 46人
( 6  ) お し ゃ べ り タ イ ム
毎週木曜 日 の 12 : 00 - 13 : 00 に留学生セ ン タ ー の談話室で 「お し ゃ べ り タ イ ム」 を 開催 し ， 留
学生 と 日 本人学生が昼食を食べな が ら 語 り 合 う 時間を設け て い る が， 木曜 日 以外 に も 留学生 と 日 本
人学生が談笑 し た り ， 一緒 に勉強 し た り す る 姿が み ら れ る 。
( 7 ) 異文化理解教育等への協力
県 内 の 教育機関 で行わ れて い る 異文化理解教育や市 ・ 町 ・ 村主催 の 国際交流行事， 地域の各種団
体等が主催す る 行事等 に参加依頼 ・ 協力依頼があ っ た場合は， そ の 要請 に 応 じ て ， 都合の つ く 留学
生 に 参加協力 を依頼 し て い る 。 今年度 は教育機関か ら の 派遣依頼の要請 は な か っ た が， 中 日 本エ ク
シ ス 株式会社か ら の 協力依頼に応え， 10 人の 留学生を派遣 し た。
< 参加 日 ・ 内容 >
2011年 5 月 29 日 ( 日 ) 北陸 自 動車道サ ー ビ ス エ リ ア に 対す る 外国人の意見 ・ 要望の調査
4 各種情報の提供
全学の留学生を対象 に， 留学生活 に 関 わ る 情報を提供 し ， 地域の交流団体等が主催す る 行事等の案内
を留学生セ ン タ ー の談話室 に掲示 し て い る 。
国際交流団体お よ ひや行事内容に つ い て は 「外国人留学生関係行事一覧」 を参照 し て い た だ き た L 、。
5 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
( 1 ) 学部新入留学生のためのオ リ エ ンテ ー シ ョ ン
学部教職員 や学生支援 グルー プ等の協力 に よ り ， 全学の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と は別 に ， 学部新入
留学生を対象 と し た オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を実施 し て い る 。
< 実施 日 時 >
201 1 年 4 月 4 日 (月 ) 9 : 30 - 13 : 45 
< 参加者 >
学部新入留学生 28人
ヰ 東 日 本大震災及び福島第一原発事故の影響で， マ レ ー シ ア政府派遣留学生 10 人の来 日 が遅れた。
こ の 10 人 に は， 後 日 簡略な オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を別 に実施 し た。
セ ン タ 教員
学部教職員
学務部職員 (留学支援 チ ー ム ・ 学生支援 チ ー ム )
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
・ ガ イ ダ ン ス - 1 授業料， 授業料免除， 奨学金等 に つ い て の説明
可lムウd
- 2  留学生セ ン タ ー か ら の 注意事項 (危機管理等)
- 3  学部教職員か ら の 注意事項 (大学生活の心得， 除籍・懲戒・退学・休学， チ ュ ー
タ ー制度， ア ルバイ ト 等)
・ 懇親会 (昼食)
・ キ ャ ン パ ス ツ ア ー
( 2 
) 新規来 日 非正規生 (研究生， 科 目 等履修生， 特別聴講学生) のためのオ リ エ ンテ ー シ ョ ン
< 実施 日 ・ 参加者数 >
201 1 年 4 月 1 1 日 (月 ) 3 人
201 1 年 10 月 5 日 (水) 17 人
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
- 学内 ・ 学外 に お け る 諸手続 き に つ い て
. 留学生セ ン タ ー に つ い て
・ 学生生活 に つ い て
. 留意事項 ・ 危機管理 に つ い て
6 海外留学相談
留学生セ ン タ ー の 1 階 に 「留学情報資料室」 を設置 し て海外留学を希望す る 学生 に 情報の提供を行 う
と と も に ， “異文化理解" の 観点 か ら 留学の相談 に の っ て い る 。
面談回数 : 12 回








希望留学先 : 英語圏諸国 ( カ ナ ダ， ア メ リ カ ， イ ギ リ ス 等) . 韓国， 中国
な お， 日 本人学生への啓蒙の た め， 留学体験記 「留学の ス ス メ 」 を五福地区の全学部新入生 に配布 し た。
7 その他
( 1 ) 富山大学留学生教育指導連絡会議
2002 年 9 月 24 日 に 「富 山大学留学生指導連絡会議要項」 を制定 し， 以来留学生指導等の充実を 図 る
た め に連絡会議 を 開催 し ， 留学生 に 関す る 様 々 な 問題 に つ い て各学部の教員及 び事務 と の 情報交換 ・ 意
見交換を行 っ て 来 た が. 2006 年 7 月 21 日 に 「富 山大学留学生教育指導連絡会議」 と し て再 ス タ ー ト し ，
引 き 続き 留学生の 教育及び生活指導等の充実を 図 る こ と を 目 的 に ， 各学部や留学支援室 と 連携 し て会議
を 開催 し て情報 ・ 意見の 交換， 収集を行 っ た。 2009 年度か ら は， よ り 緊密な連携 の た め， 教員 だ け で
な く 各学部の事務職員 も 会議 に 参加 し て い る 。
つ山門i
< 開催 日 >
201 1 年 9 月 27 日 (火) 14 : 00 --
2012 年 2 月 23 日 (木) 14 : 00 --
8 おわ り に
2012 年 2 月 現在， 富山大学 に は 328 人の外国人留学生が在籍 し て い る 。
富山県で は ， 県内在住の 大学等の私費留学生 に 対 し ， 県か ら 「富山 県国際交流奨学金」 が支給 さ れ て
い る 。 ま た， 国民健康保険料の 助成 も お こ な わ れて い る 。 さ ら に ， 2002 年 10 月 よ り 公益財団法人 と や
ま 国際セ ン タ ー が， 富山県， 富 山県婦掬会， 留学生を受け入れ る 富 山県内の大学 ・ 短大 ・ 高専， 宅地建
物取 引業の 団体な ど の 連携協力 の も と に ， r留学生住宅確保支援制度」 を実施 し て い る 。 こ う し た地域
の 人 々 の 暖か い支援 に よ り ， 留学生が よ り 安定 し た環境の 中 で安心 し て留学生活を送 る こ と がで き る よ
う に な り ， 大変感謝 し て い る 。
こ れか ら も 地域 と の緊密な 連携を は か り ， 留学生支援体制 の充実の た め一層 の 努力 を し て い き た し 、。
qtu ni 
4 . 留学生セ ン タ ー 関連行事等
富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 201 1年 4 月 か ら 2012年 3 月 ま で の 聞 に以下の よ う な 行事等 に 関 わ っ
た。
2 0 1 1 年
4 月 4 日 (月 ) 平成23年度前期 日 本語 プ ロ グ ラ ム 講師 ミ ー テ ィ ン グ
4 月 5 日 (火) 外国人留学生学部新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
4 月 6 日 (水) 第24期 日 本語研修 コ ー ス 学内公募
4 月 6 日 (水) 総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生)
4 月 6 日 (水) 総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (短期留学生)
4 月 7 日 (木) 日 本語課外補講オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
4 月 8 日 (金) 第24期 日 本語研修 コ ー ス 開講式
4 月 8 日 (金) 学部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (新入生 に 対す る 「留学生 セ ン タ ー」 概要説明)
4 月 8 日 (金) 学部新入留学生の た め の 時間割作成オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
4 月 11 日 (月 ) 新規来 日 留学生 (非正規生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
4 月 13 日 (水) 国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア 説明会
5 月 11 日 (水) 第32回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ イ ン グ
5 月 25 日 (水) 異文化交流パ ー テ ィ ー
6 月 8 日 (水) 富 山県留学生等交流推進会議 (参加 2 人)
6 月 17 日 (金) 日 本語研修 コ ー ス 「私の 国」 発表会
6 月 21 日 (火) 第33回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ イ ン グ
6 月 24 日 (金) 見学 ( 日 本語研修 コ ー ス フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ/短期留学生 ス タ デ ィ ト リ ッ プ)
6 月 29 日 (水) 平成23年度第1回富山大学留学生セ ン タ ー運営委員会
7 月 1 日 (金) 日 韓共同理工系学部留学生事業協議会 (参加 l 人)
7 月 7 日 (木) 第34回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ ィ ン グ
7 月 16 日 (土) ホ ー ム ビ ジ ッ ト
7 月 25 日 (月 ) 第35回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ ィ ン グ
8 月 4 日 (木) 第36回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ ィ ン グ
8 月 10 日 (水) 第24期 日 本語研修 コ ー ス ス ピ ー チ発表会
8 月 28 日 ( 日 ) 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア
9 月 27 日 (火) 平成23年度第1回富山大学留学生教育指導連絡会議
9 月 29 日 (木) 第24期 日 本語研修 コ ー ス 修了式
9 月 29 日 (木) 平成23年度後期 日 本語 プ ロ グ ラ ム 講師 ミ ー テ ィ ン グ
10月 4 日 (火) 総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生)
10月 4 日 (火) 総合 日 本語 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン (短期留学生)
10月 5 日 (水) 日 本語課外補講オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
10月 5 日 (水) 新規来 日 留学生 (非正規生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
10月 6 日 (木) 第37回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ イ ン グ
10月 6 日 (木) 第25期 日 本語研修 コ ー ス 学内公募
必斗A門i
10月 7 日 (金) 第25期 日 本語研修 コ ー ス 開講式
10月 12 日 (水) 国際交流学生ボ ラ ン テ ィ ア説明会
11月 11 日 (金〉 見学 パ ス ツ ア ー ( 日 本語研修 コ ー ス フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ / 短期 留 学生 ス タ デ ィ ト
リ ッ プ)
11月 16 日 (水) 異文化交流パ ー テ ィ ー
12月 14 日 (水) 平成23年度第 2 回富山大学留学生セ ン タ ー運営委員会
12月 20 日 (火) 日 本語研修 コ ー ス 「私の 国」 発表会
2 0 1  2 年
1 月 1 1 日 (水) 平成23年度第3回富山大学留学生セ ン タ ー運営委員会 ( メ ー ル開催)
1 月 21 日 (土) ホ ー ム ビ ジ ッ ト
1 月 21 日 (土) -22 日 ( 日 ) ホ ー ム ス テ イ
2 月 15 日 (水) 平成23年度第 4 回富山大学留学生セ ン タ ー運営委員会
2 月 21 日 (火) 第25期 日 本語研修 コ ー ス ス ピ ー チ発表会
2 月 23 日 (木) 平成22年度第 2 回富 山 大学留学生教育指導連絡会議
3 月 1 日 (木) 第25期 日 本語研修 コ ー ス 修了式
3 月 6 日 (火) 第38回 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ ミ ー テ ィ ン グ
Fhu 円i
平成 23 年度外国人留学生関係行事一覧
No. 行 事 名 期 日 主 催 団 体 名 参加人数(留学生)
1 ノ 〈 ス ハ イ ク 4 月 29 日 (祝) 日 豪ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド協会 6 
2 食文化交流会 5 月 15 日 ( 日 ) 富山雷鳥ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 16 
3 生 け 花鑑賞会 7 月 9 日 (土) 草月 木陽会 6 � 10 日 ( 日 )
4 ゆ か た着付 け 教室 7 月 10 日 ( 日 ) 富 山市民国際交流協会 7 
5 お わ ら 踊 り 教室 7 月 31 日 ( 日 ) 富山市民国際交流協会 5 
6 は つ か い ち 平和 ツ ア ー m 広 島 2011 8 月 4 日 (木) 廿 日 市市国際交流協会� 8 日 (月 )
7 富 山 ま つ り お わ ら 踊 り で参加 8 月 6 日 (土) 富山市民国際交流協会 10 
8 ジ ャ ノ f ン テ ン ト 8 月 18 日 (木) ジ ャ パ ン テ ン ト 開催委員会 2 �24 日 (水)
9 女子留学生 日 本語弁論富 山県大会 9 月 24 日 (土) W F W P と や ま 5 
10 国際交流 フ レ ン ド リ ー III 婦朔会 10月 9 日 ( 日 ) 富 山県婦朔会 8 
1 1  民俗民芸村で遊ぼ う 10月 23 日 ( 日 ) 富山市民国際交流協会 10 
12  国際交流 フ ェ ス テ ィ パル 1 1月 12 日 (土) 国際交流 フ ェ ス テ ィ パル 30 (各国 の ブー ス 担当、 踊 り 、 カ ラ オ ケ) � 13 日 ( 日 ) 201 1 実行委員会
13 チ ャ リ テ ィ ・ ク リ ス マ ス 会 12月 3 日 (土) W F W P と や ま 5 
14 華道体験 12月 18 日 ( 日 ) 富山市民国際交流協会 8 
15 留学生 ホ ー ム ス テ ィ 年末か ら 年始 に か け て 富 山県婦期会 9 
16 平成 23 年度 「第 2 回世界の仲間 と ゆ く 12月 30 日 (金) 国立青少年教育振興機構 3 年 く る 年~体験 日 本の お正月 �J � 1 月 2 日 (月 )
17 2012 新春国際交流の つ ど い 1 月 15 日 ( 日 ) 富 山市民国際交流協会 10 
18 料理交流会 2 月 23 日 (木) 富山市民国際交流協会 l 
19 ボ ー リ ン グ交流会 2 月 26 日 ( 日 ) 富山市民国際交流協会 5 
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5 . 留学生セ ン タ ー教員 ・ 担当業務
富山大学留学生セ ン タ ー で は， 2011年度 に お い て ， セ ン タ ー長以下， 日 本語教育部門 4 人， 留学生指
導部門 l 人の専任教員が， 次の よ う な 業務を行 っ た。
【留学生セ ン タ ー教員】
セ ン タ ー長
副 セ ン タ ー長
山本 孝一 (人文学部併任)
出原 節子
日 本語教育部門 加藤扶久美 ( 日 本語 ・ 日 本事情担当)
副 島 健治 (大学院入学前予備教育担当)




【 コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ 一等 (201 1年度) 】
コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー
日 本語研修 コ ー ス 後藤 寛樹
日 本語課外補講 演田 美和
日 韓共同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム 副 島 健治
総合 日 本語 コ ー ス 漬 由 美和
短期留学生担当 加藤扶久美
(紀要報告執筆担当， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 開催， 成績管理等)
教養教育 「 日 本語J I 日 本事情」 担当 加藤扶久美
(紀要報告執筆担当， I 日 本語AJ 受講者名 簿作成等
【授業担当 (2011年度) 】 ⑮ : 日 本語研修 コ ー ス ， ⑮ : 日 本語課外補講， @ :総合 日 本語 コ ー ス ， 骨 :教養教育
目司 学 期 後 学 期
⑮初 中級 「語葉 ・ 表現J (月 4 ) ， 1特別 ⑮中級 「文法 CJ (月 4 ) ， 中級 「作文J (火
指導J (火 4 ， 金 4 ) ， ⑮ ⑮初級 「語葉 ・ 3 ) ， I特別指導J (火 4 ， 金 4 ) ， ⑮⑮初
加藤扶久美 表現J (月 3 ) ， 初級 「文字 ・ 漢字J (水 級 「聴解J (月 3 ) ， 中級 「聴解J (火 1 ) ， 3 ) ， ⑮初級 「生活 日 本語J (月 2 ) ， ⑧ 初級 「文字 ・ 漢字J (水 3 ) ， ⑮初級 「生
外国語科 目 「 日 本語 Al (文系) J (火 3 ) ， 活 日 本語J (月 2 )
総合科 目 「 日 本事情 IIJ (木 2 ) 
⑮初 中級 「読解 ・ 作文J (木 4 ) ， 初 中級 ⑮中級 「文法 CJ (木 4 ) ， 中級 「読解J (金
「会話J (金 3 ) . 1特別指導J (火 4 ， 金 4 ) ，  3 ) ， I特別 指導J ( 火 4 ， 金 4 ) ， ⑮ ⑮
副 島 健治 ⑮⑮中級「会話J (火 2 ) ， 中級「文法 BJ (木 中級 「会話J (火 2 ) ， 中級 「文法 BJ (木
1 ， 木 2 ) ， ⑧外国語科 目 「 日 本語 Al (理 1 ， 木 2 ) ， ⑧外国語科 目 「 日 本語 A2 (理
系)J (金 2 ) 系)J (金 2 ) 
⑮初中級 「 コ ン ビ ュ ー タ J (月 3 ) ， 初級 ⑮中級 「 コ ン ピ ュ ー タ J (月 3 ) ， 初級 「 コ
「 コ ン ピ ュ ー タ J (月 4 ) ， 初 中級 「文字・ ン ビ ュ ー タ J (月 4 ) ， 中級「文字・漢字J (水
漬 由 美和 漢字J (水 3 ) ， 1特別指導J (木 3 ， 金 4 ) ，  3 ) ， I特別 指導J ( 火 4 ， 金 4 ) ， ⑮ ⑮ ⑮⑮中級 「聴解J (火 1 ) ， 初級 「聴解J (火 上級 「表現技術 2 J (月 2 ) ， ⑧外国語科
3 ) ， ⑮⑮上級 「表現技術 1 J (月 2 ) 目 「 日 本語 B4J (火 1 ) ， 総合科 目 「 日
本事情 IJ (火 5 ) 
- 77 -
目日 学 期 後 学 期
⑮初級 「文法J (火 1 ， 火 2 ) ， 初 中級 「 コ ⑮初級 「文法J (火 1 ， 火 2 ) ， 中級 「 コ
ン ピ ュ ー タ J (火 4 ) ， 初級 「 コ ン ビ ュ ー ン ビ ュ ー タ J (木 3 ) ， 初級 「 コ ン ビ ュ ー
後藤 寛樹 タ J (木 4 ) ， I特別指導J (木 3 ， 金 4 ) ， タ J (木 4 ) ， I特別指導J (火 4 ， 金 4 ) ，  
⑮⑮初級 「会話J (金 3 ) ， ⑧外国語科 目 ⑮⑮初級 「会話J (金 3 ) ， @外国語科 目
「 日 本語 Al (文系)J (金 2 ) 「 日 本語 A2 (文系)J (金 2 ) 
⑮ 「 日 本事情J (水 4 ， 水 5 ) ， ⑧外国語 ⑮ 「 日 本事情J (水 4 ， 水 5 ) ， @総合科
出原 節子 科 目 、「 日 本語 Al (理系)J (火 3 ) 目 「 日 本事情 IIIJ (木 5 ) 





留学生奨学金等選考委員会五福キ ャ ン パ ス 部会
教養教育外国語系第二分科会
セ ン タ ー専任教員評価方法検討委員会




【そ の他業務分担 (201 1年度) 】
留学生 セ ン タ 一紀要
留学生セ ン タ ー ニ ュ ー ス
日 本語研修 コ ー ス報告書 『 ら い ち ょ う 』
留学生セ ン タ ー ホ ー ム ペー ジ
口δ円i
山本 孝一















資料 2 富 山 大 学 在 籍 外 国 人 留 学 生 数
資料 3 富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ 一 規 則
資料 4 富山大学留学生セ ンタ ー紀要投稿要項
-年度別留学生数の推移 Change by Year 
CNumber of International Students) 










4ト φ φ 4ト 4ト φ 4ト φ 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 司ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト 4ト.'1$( 品 直 也 喰 也 也 歌 歌 歌 歌 手 歌 歌 歌 可h 品 企 直 也 :<$<" ，:1#<" ._1$<" A'I$( 品 也 也 ホ 晶 司』〆〆:ぷ》:〆〆ぷtJ〆〆ぷ〆〆ぷ〆〆合めらぬめぬめ丸心ぬめぬ凡ぬポ
回日 一ー一 国 費一・ー セン聖一 一 府ω 私 費 制… 学 部
-外国人留学生受入状況 Number of International Students 5 月 1 日 現在 (人)
和昭 昭和 昭和 和昭 和昭 昭和 和昭 平成平成 平成平成 平成平成 平成 平成 平成平成平成 平成 平成 平成 平成 平成平成 平成平成
57 58 59 60 61 62 63 7G 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 
年度 年度年度度年 年度 年度年度 年度度年度年 年度年度年度 年度年度 年度E 年度 E 主 年度E 年度年度年度
総 数 2 5 3 4 81 13 16 1  28 57 90 118  139 171 194 191 196 202 197 204 242 265 273 267 265 319 328 
国 費 1 。 。 。 1 2 3 3 5 61 12  16 1  23 27 29 31 35 40 48 44 33 35 30 32 51 58 
私 費 l 5 3 4 71 1 1  1 3  25  52  84 106 123 148 167 162 165 167 157 156 198 232 238 237 233 268 270 
学 部 2 5 2 3 4 91 1 1  2 3  49 71 98 108 128 142 127 128 121 101 110 138 162 164 165 158 152 151 
大 学 院 。 。 l 1 4 4 5 5 81 19 20 31 43 52 64 68 81 96 88 101 103 104 99 105 166 176 
そ の 他
留 学 生 。 6 3 。 5 3 2 l l センター
※ 富 山 大学， 富 山 医科薬科大学， 高岡短期大学 は， 平成17年10月 1 日 統合 に よ り 富 山 大学 と な り ま し た。
昭和57年度 か ら 平成17年度 は 旧富 山 大学 の デ ー タ です。
外国政府派遣 と 県費 は 「国費」 に 含め ま し た。
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平成 平成 平成 平成
20 21  22 23 
年度年度年度 年度
334 329 321 308 
48 38 78 66 
286 252 243 242 
161 157 144 147 
172 171 174 158 
1 2 
1 。 2 1 
外国人留学生受入状況 N u m ber of I nternat iona l Students 
学部等
人 文 学 音日
人 開 発 達 科 学 部
教 育 学 部





芸 術 文 化 学 部
計
人文科学研究科
教 育 学 研 究 科
人 間 発達科学研究科
経 済 学 研 究 科
生命融合科学 博IIH'I)
教 育 部 博 士 ( 医 )
修 士医 学 薬 学 博 医教 育 部 博 薬
医学系研究科 博 士
薬 学 研 究 科 博 後
理工学教育部 修 士博 士
理工学研究科 修 士博 士
計
芸 術 文 化 学 研 究 科
留 学 生 セ ン タ ー
和漢医薬学総合研究所
メ口為 計
五福 キ ャ ン パ ス
杉谷キ ャ ン パ ス















女 男 女 男 女
9 1 1  
2 
1 1 6 6 
2 
28 10 23 10 
1 4 




21  13 
7 2 
1 6 l 
4 
4 5 
3 5 2 
1 35 8 
1 14 4 
5 1 。 94 43 
1 
5 30 1 1  135 77 
ネパーj レ Nepal 2人
台湾 Taiwan 2人
タ イ Thai land 2人
イ ン ドネシア I ndonesia 2人
ロ シア Russia 3人
モ ン ゴル Mongol ia 3人
イン ド India 3人
エジプ ト Egypt 5人
韓国 Korea 1 1 人
ベ ト ナム Vietnam 1 7人
マ レーシア Malaysia 49人
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県費 私費 小計男 女 男 女










1 10 16 
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富山大学留学生セ ン タ 一規則
(趣 旨)
第 l 条 こ の規則 は， 国立大学法人富 山大学学則第12条第 2 項の規定 に 基づ き ， 富 山大学留学生セ ン タ ー
(以下 「セ ン タ ー」 と い う 。 ) に 関 し ， 必要な事項を定め る 。
( 目 的)
第 2 条 セ ン タ ー は， 外国人留学生及 び海外留学を希望す る 富 山大学 (以下 「本学」 と い う 。 ) の学生
に 対 し ， 必要な 教育及 び指導助言等を行 う こ と に よ り ， 本学 に お け る 国際交流の推進に寄与す る こ と
を 目 的 と す る 。
(業務)
第 3 条 セ ン タ ー は， 次 に 掲 げ る 業務を行 う 。
( 1)  外国人留学生 に 対す る 日 本語 ・ 日 本事情教育
( 2 )  外国人留学生 に 係 る 入学前 に お け る 予備教育 (以下 「予備教育」 と い う 。 )
( 3 )  外国人留学生 に 対す る 修学上及 び生活上の 指導助言
( 4 )  海外留学を希望す る 学生 に対す る 修学上及 び生活上の 指導助言
( 5 )  留学生教育 に関す る 調査及 び研究
( 6 ) そ の他セ ン タ ー の 目 的達成 に必要な 事項
(職員)
第 4 条 セ ン タ ー に ， 次 に 掲 げ る 職員 を 置 く 。
( 1 ) セ ン タ ー長
( 2 ) 副 セ ン タ ー長
( 3  ) 専任の教員
( 4  ) そ の他必要な職員
(セ ン タ ー長)
第 5 条 セ ン タ ー長 は， セ ン タ ー の業務を掌理す る 。
2 セ ン タ ー長の任期は， 2 年 と し ， 再任を妨げな い。
3 セ ン タ ー長の選考に つ い て は， 別 に定め る 。
(副 セ ン タ ー長)
第 6 条 副 セ ン タ ー長は， セ ン タ ー長を補佐 し， セ ン タ ー業務を整理す る 。
2 副 セ ン タ ー長の任期 は， 2 年 と し ， 再任を妨げな L 、。
3 副 セ ン タ ー長の選考 に つ い て は， セ ン タ ー の専任の教員 の う ち か ら 第 8 条 に定め る 運営委員会の議
に基つ事 き ， 学長が行 う 。
(専任の 教員)
第 7 条 専任の教員 は， セ ン タ ー の業務 に従事す る 。
2 専任の 教員 の 選考 に つ い て は， 別 に定め る 。
(運営委員会)
第 8 条 セ ン タ ー に ， セ ン タ ー の 管理運営 に 関す る 重要事項を審議す る た め， 富 山大学留学生セ ン タ ー
運営委員会 (以下 「運営委員会」 と L 寸 。 ) を置 く 。 (運営委員会の審議事項)
第 9 条 運営委員会 は， 次 の 各号 に掲 げ る 事項を審議す る 。
( 1  ) 管理運営の 基本方針 に 関す る こ と 。
( 2 )  事業の計画及び実施 に 関す る こ と 。
( 3 )  セ ン タ ー長， 副 セ ン タ ー長及 び専任の教員 の人事 に 関す る こ と 。
( 4 )  予算概算の方針 に 関す る こ と 。
( 5 )  そ の 他セ ン タ ー に 関 し必要な 事項
(運営委員会の組織〉
第10条 運営委員会は， 次 の 各号 に 掲 げ る 委員 を も っ て組織す る 。
( 1 )  セ ン タ ー長
( 2 )  学長が指名 し た学長特別補佐又 は学長補佐
司lム口δ
( 3 ) セ ン タ ー の専任の教員
( 4 )  学部 (理学部， 医学部， 薬学部及 び工学部を 除 く 。 ) 及 び研究部の 各系 か ら 選 出 さ れ た 教授
各 l 人
( 5 ) 学務部長
2 前項第 4 号の委員 の 任期 は， 2 年 と し ， 再任を妨げな L 、。 た だ し ， 欠員が生 じ た場合 の 後任の委員
の任期 は， 前任者の残任期間 と す る 。
3 第 l 項第 3 号の委員 の う ち 教授を 除 く 専任の教員 は， 前条第 3 号の事項の う ち 専任の 教員 の人事に
関す る 事項の審議に は加わ ら な L 、。
4 第 l 項第 5 号の委員 は， 前条第 3 号の事項の審議に は加わ ら な い。
(委員長)
第11条 運営委員会 に委員長を置 き ， セ ン タ ー長を も っ て充て る 。
2 委員長は， 運営委員会を招集 し ， そ の議長 と な る 。
3 委員長に事故が あ る と き は， あ ら か じ め委員長が指名す る 委員 が， そ の職務を代行す る 。
(運営委員会の議事)
第12条 運営委員会は， 構成員 の半数以上が出席 し な け れ ば開会で き な L 、。 議事は， 出席者の過半数を
も っ て決す る 。 た だ し ， 可否同数の と き は， 議長が こ れ を決す る 。
2 前項の 規定 に かかわ ら ず， 第 9 条第 3 号の事項を審議す る 会議は， 構成員 の 3 分の 2 以上が出席 し
な けれ ば開会で き な い。 議事は， 出席者の 3 分の 2 以上を も っ て決す る 。
(意見の聴取)
第13条 運営委員会が必要 と 認め た と き は， 委員以外の者の 出席を求め て意見を聴 く こ と がで き る 。
(専門委員会)
第14条 運営委員会に， 専門的事項を担当 す る た め， 必要 に応 じ て専門委員会を置 く こ と がで き る 。
2 専門委員会 に 関 し必要な 事項は， 運営委員会の議を経て， セ ン タ ー長が別 に定め る 。
( 日 本語研修 コ ー ス )
第15条 セ ン タ ー に ， 予備教育を行 う た め， 日 本語研修 コ ー ス を置 く 。
2 日 本語研修 コ ー ス に 関 し必要な事項は， 別 に定め る 。
(雑則)
第16条 こ の 規則 に定 め る も の の ほ か， セ ン タ ー の 運営 に 関 レ 必要な 事項 は， 運営委員会の議を経て，
セ ン タ 一長が定め る 。
(事務)
第17条 セ ン タ ー の事務は， 学務部学生支援 グルー プ に お い て処理す る 。
附 則
1 こ の 規則 は， 平成17年10月 1 日 か ら 施行す る 。
2 こ の規則 の 施行後， 最初 に任命 さ れ る 副 セ ン タ ー長 は ， こ の 規則 の 施行 日 の前 日 に お い て富山 大学
留学生セ ン タ ー副セ ン タ ー長 で あ っ た者を こ の 規則 に よ り 選考 さ れ た も の と み な し ， 任期 は第 6 条第
2 項の 規定 に かかわ ら ず， 平成19年 3 月 31 日 ま で と す る 。
3 こ の 規則 の 施行後， 最初 に選出 さ れ る 第10条第 1 項第 4 号 に 規定す る 委員 の 任期は， 第10条第 2 項
の 規定 に かか わ ら ず， 平成19年 3 月 31 日 ま で と す る 。
附 則
l こ の規則 は， 平成18年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 こ の 規則施行 日 の前 日 に お い て ， 理学部， 医学部， 薬学部及び工学部か ら 選出 さ れ た者 に つ い て は，
第10条第 l 項第 4 号の研究部の 各系 か ら 選出 さ れ た者 と み な す。 た だ し ， 任期 は 同条第 2 項の 規定 に
関 わ ら ず， 平成19年 3 月 31 日 ま で と す る 。
附 則
こ の 規則 は， 平成20年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
附 則
こ の 規則 は， 平成21年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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富山大学留学生セ ン タ 一紀要投稿要項
1 目 的
富 山 大学留学生 セ ン タ ー (以下 「 セ ン タ ー」 と い う 。 ) は， 日 本語 ・ 日 本事情教育， 異文化教育，
留学生教育， 国際交流等 に か か る 理論的 ・ 実践的研究 に 関す る 論文， 研究資料等を発表す る た め， 富
山大学留学生セ ン タ 一紀要 (以下 「セ ン タ ー紀要」 と い う 。 ) を発行す る 。
2 執筆者の資格
( 1 ) セ ン タ ー の専任教員及 び非常勤講師， 各学部の留学生専門教育教官 と す る 。
(2) 編集委員会が特に認め た者
3 原稿の内容
( 1) 投稿原稿 は， 未発表の も の と す る 。
(2) 原稿 の 種 目 は， 論文， 研究 ノ ー ト (特定の主題 に 対す る 研究上及 び教育上 の 提言， 史 ・ 資料の
紹介及 び考察， 文は萌芽的研究を記 し た も の を指す。 ) ， 研究資料 (実践記録 ・ 調査結果， 既成の知
見の確認等研究上報告す る 価値の あ る も の を指す。 ) ， 実践 ・ 調査報告， 書評の いずれか と す る 。
4 原稿の長さ
原稿の長 さ は， 1 篇 に つ き ， 図 ・ 表 ・ 写真等を含め， 原則 と し て刷 り 上が り 20ペ ー ジ以 内 と す る 。
5 原稿の体裁
富山大学留学生セ ン タ 一紀要執筆要領 (以下 「執筆要領」 と い う 。 ) に 従 っ て ， 記述す る 。
6 編集委員会
セ ン タ 一紀要編集の た め， セ ン タ ー長を委員長 と し た編集委員会を置 く 。
7 投稿手続き
( 1) 投稿 カ ー ド に所定 の 事項を記入の う え ， 原稿 と と も に セ ン タ ー長 に 提 出 し ， 原稿受領書 を 受 け
取 る 。
(2) 提出 さ れ た 年月 日 を も っ て， 受付年月 日 と す る 。
(3) 原稿提出締切 日 は， 別途定め る 。
8 原稿の採否
論文等の採否は， 本要項及 び執筆要領 に基づ い て ， 編集委員会が決定す る 。
9 発行回数
原則 と し て， 年 1 回 と す る 。
1 0  その他
別刷希望者は， 実費負担 と す る 。
付 記
本要項の実施は， セ ン タ 一紀要第 l 号の執筆時か ら 適用 す る 。
円tu口δ
出 原 節子 富 山 大学留 学生 セ ン タ ー 教授
加藤扶久美 富 山 大学留 学生セ ン タ ー 教授
後藤 寛樹 富 山 大学留学生 セ ン タ ー 准教授
副 島 健治 富 山 大学留 学生 セ ン タ ー 教授
高 畠 智 美 富 山 大学留 学生セ ン タ ー 非常勤講師
中 河 和子 富 山 大学留 学生セ ン タ ー 非常勤講師
j賓 由 美和 富 山 大学留 学生 セ ン タ ー 准教授
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